


[image: ]







恋愛写真館


～和服のカメラマンに恋をした～
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謎のカメラマン




「私、もうお見合いなんてしない！」

　お盆明けのけだるい月曜日。残業を終えた私は帰宅してすぐ、母に『お見合い終了宣言』をした。

「どうして急にそんなこと言うの？」

　大きな丸い目をもっと大きくした母が、私の両肩に手を置く。

「お願い！　真ま智ち！　今回が最後でもいいから」

　私、榎えの本もと真智。初めてのお見合いは二十七歳の時。親戚のおばさんの勧めで大手企業に勤める男性とお見合いをした。

　あれから、十回近くのお見合いをした私が今も独身ってことは、結局どれも失敗してるんだよね。自分から望んでお見合いをしているわけじゃないけど、心のどこかで、素敵な出会いや結婚を夢見てたんだと思う。

　でも、お見合いをすればするほど、結婚への憧れが消えていった。結婚を前提とした出会いは、驚くほどにつまらなくて、全然ドキドキしない。

　別にお見合いをしなくちゃいけないくらい結婚に焦っていたわけじゃないんだけど、漠然と、早く結婚しなくちゃ！って思うようになっていて……。しかも、母に気に入られる相手じゃないといけない。それはきっと母を意識してのこと。早く結婚しないと幸せになれないような気がしてきて、頭の中が〝結婚〟だらけになった時期もあった。

　今まで彼氏だって程良くいたし、十代の頃は、結構モテてたんだよね。だから、余裕じゃんって。私の未来予想では、今の年齢では結婚しているはずだったし。

　小さい頃から、「かわいいね」「美人になるね」と言われ続けてきた私は、そこそこの美人に成長した。

　でも、中身には……自信がない。人に流される性格で、自分ってものがない上に、特に夢もなく、平凡な女。料理も下手。掃除も嫌い。お嫁さんにしたくないタイプ。

　今、私に彼氏がいない理由は、なんとなく自分でもわかってる。

　最近の彼氏だって、私が結婚話をちらつかせるようになると逃げていった。彼にとって私は、奥さんとして不合格ってこと。〝安心できる相手がいい〟と別れを切り出した彼。私は、逃げてしまうかもしれない危険な女、ってわけでもないから、きっと都合のいい言い訳なんだろう。

「真智！　お願い！　真智が前から食べたいって言ってた生バームクーヘン買ってくるから！」

　行列のできる美お味いしいバームクーヘンの誘惑に負けそうな私は、とりあえず相手の情報だけ聞いてみた。

「どんな人なの？」

「それがね、今回の人は今までで一番素敵よ！　きっと気に入るわよ」

　キラキラした母の瞳を見つめていると、お見合い終了宣言を撤回してしまいそうになる。

「でも、本当に本当に今回で最後だよ！　もう絶対にお見合いしないから」

　どうして急にお見合いをやめると言い出したかというと、会社の同僚がドラマのような出会いをしたからなんだ。そのドラマチックな恋愛話を今日のランチタイムに聞いて、私はハッとした。私は、まだ若い。ドキドキする恋愛をしてもいいじゃない？　恋に溺れちゃうのも、楽しいじゃない？

　母の勧めるお見合いをするたびに、自分が安くなっていく気がしていた。

　もうお見合いはやめよう。お見合いをしても結婚できない。それなら、恋愛を楽しめばいい。しばらく、結婚のことを考えるのはお休みにした方がいいんだよ。

「最後でいいから、お見合いしてくれる？」

　今回だけはお見合いしようと答えは出ているのに、焦らす私に母が言った。

「生バームクーヘンに、ふわとろオムレットも付けちゃうから！」

　私は静かに頷いた。

「最後だからね」

「わかってるわよ。相手の人、ちょっとだけ年上なのよ」

　私がお見合いをＯＫしてから年齢を言うなんて母もずるい。

　年齢、四十二歳。ちょっとどころじゃない年齢差。印刷会社勤務。離婚歴アリ。

　ありえないお見合い相手だった。

「これは無理」

　冷たくそう言った私の前で母が手を合わせる。

「お願い！　真智！　今回で本当に最後でいいから。この人だけは会ってほしいの」

　今年で三十一歳になる独身ＯＬ榎本真智は、母の『焼きマカロン』という最終手段に負けて、お見合いをすることになった。

　私は今、製薬会社で気楽に楽しく働いている。人並みのストレスは抱えていると思うけど、働きやすい職場で人間関係も良好。

　母は保険会社でバリバリ働くキャリアウーマン。六十歳を過ぎた今でも社内ナンバーワンの腕前らしい。そんな母だから知り合いも多く、お客さんから頼まれるお見合いを断れない。

　私を利用して、母はナンバーワンになってるんじゃない？って疑ってしまう時もあるくらい。調子に乗った母は、次から次へとお見合い話を持ってくるようになった。

　私はいつからか、母が気に入る男性を選ばなければいけないって強く思うようになってしまった。母に認められたい、母を喜ばせたい、そればかり思っていることに気付いたんだ。それはきっと、苦労する母をずっと見ながら大人になったからだと思う。

　私は、マザコンなのかもしれない。精神的に母に依存している。だから、母に頼まれるお見合いを断ることができないんだ。

「そうそう、相手の人の写真見せるの忘れてたわね」

　期待しないように、先にため息をつきながら写真を受け取った。

「え？　この人？　若く見えるし、いい感じの人だね」

「でしょ？　この人は、本当にオススメなの。絶対に気に入ると思うわよ」

　母は、自信満々にそう言った。四十二歳という年齢からおじさんを想像していたが、写真の中の男性は若々しくてかっこよかった。清潔感もあって、なかなか好印象。

　最後のチャンスに賭けてみよう。

　結婚、できますように。

　恋愛を楽しもうと宣言した舌の根も乾かぬうちに、私はまた結婚を意識していた。

「そうだわ、真智！　そろそろお見合い写真、撮りなおしたら？」

　母のその言葉で、私はお見合い写真を撮りにいくことにした。最後のお見合いにかける私の思いを写真に込めて、お見合い終了宣言と共に、お見合いが成功しますように。




　派手な写真館は好きじゃない。若いカメラマンに「お見合い写真ですね」なんて言われると泣きたくなるし。

　私は、職場から少し離れた場所にある小さな写真館へ向かった。会社の先輩が、そこでお見合い写真を撮って成功したのだ。

　アンティークなドア。カフェにも見える佇たたずまい。〝野の嶋じま写真館〟という地味な看板。おじいさんが出てくると予想しつつ、ゆっくりとドアを開けた。

「いらっしゃいませ」

　低くて、色気のある声。

　グレーの和服に身を包んだ謎の男性が、私に近付く。

「外は暑かったでしょう。おかけください」

　目が合った男性は、片手にカメラを持っていた。

　ズキュン。撃たれた。胸のどまん中。

　やばい。何、この人。なんで和服？　この人がカメラマン？

「どうされました？」

「あ、あの」

　体が硬直して、口がうまく動かない。顔の表情筋がおかしな動きをしている。

「写真を、撮りたいのです」

　変な口調になる私を、暖かなひだまりのような視線で包み込む。

「そうでしょうね。ここは写真館ですから」

　口元を緩めた笑顔に、またズキュン。ドキドキドキドキ。この胸の高鳴りを誰か止めてください。

「リラックスしてくださいね」

　そう言って、手に持っていたカメラをテーブルに置く。

　椅子に腰かけ、深呼吸をしていると、カランといい音がした。

「まぁ、お茶でもどうぞ」

　よく冷えた緑茶を出してくれた。

　器を差し出すしなやかな動き。深緑の液体の中で揺れる氷。

「少し苦いですけど、美味しいですよ」

　そう言って、私から少し離れた。

　私は、出されたお茶をゆっくりと口へと運ぶ。

「美味しい！」

　夏は麦茶だと思っていた自分が恥ずかしくなるくらい。

　冷えた緑茶の美味しさに感動している私に、彼は涼しげな表情で微笑んでくれる。

「そうですか。それは良かったです。お仕事帰りですか？」

「はい。職場の知り合いがこの写真館を紹介してくれたんです」

　のどが潤ったおかげで、普通に話せるようになった。

「そうなんですね。お仕事お疲れさまです。ゆっくりしてから写真撮りましょう」

　彼は一歩私に近付いて、丁寧に名刺を渡した。

「野嶋慶けい次じ郎ろうといいます。どうぞよろしくお願いします」

　いい匂い。和風な名刺。筆で書かれた手書きの名前。

〝野嶋慶次郎〟

　慶次郎という名前がとてもよく似合う雰囲気の男性だった。

　綺麗な黒髪は肩につくかつかないかの微妙なラインで。片方だけ耳にかけた髪が、彼が話すたびにリズミカルに揺れる。涼しげな顔立ちをしているのに、どこか情熱を秘めたような。今まで、濃い顔の男にばかり恋をしてきた私にとっては衝撃的だった。

「榎本真智といいます」

　私も自己紹介をして、頭を下げた。

「真智さん、ですね。いいお名前ですね」

「そんなこと言われたの初めてです。ありがとうございます」

　濃い顔をしているわけではないのに、見れば見るほどに新しい発見がある顔。照れた時の表情がなんとも言えず、チャーミング。

「では、こちらへどうぞ」

　私は立ち上がり、ロボットのように固い動きでスタジオへ足を踏み入れた。

「お見合い写真、なわけないですよね」

　カメラをいじりながら、彼はそんなことを言った。

　返事に困っていると、急に謝る。

「すいません。冗談ですよ。変な質問しちゃいましたね」

　申し訳なさそうな表情がかわいくて、困らせたくなる。

「お見合い写真ですよ。もう百回も失敗してるんです」

「え？　まさか！　そんなはずないですよ」

　至近距離で目と目が合い、心臓が激しく高鳴った。

　こんなにドキドキするのっていつぶりだろうって考えたら、高校時代憧れの先輩に告白した時の記憶がよみがえる。

「嘘ですよ。ふふふ」

　ドキドキしていることを隠すために、余裕の表情を作りながら私は笑った。また目が合い、彼もふふふと笑う。

「こんな綺麗な方が、お見合いを必要とするはずがない」

　カメラのレンズを丁寧にふきながら、彼はそう言った。慶次郎さんに褒ほめられた。胸が高鳴る。「綺麗な方」と言ってくれた。この顔に産んでくれた母に感謝しなきゃ。

　写真館は、独特の香りが漂っていた。日本的な匂いで、お香やお寺やそういう部類の匂い。

「時間かかりますけど大丈夫ですか？」

　丁寧でゆっくりとした落ち着いた話し方が、心地良い。こんな話し方をする男性に会ったことがなかった。

「撮りますよ」

　慶次郎さんの表情が変わった。穏やかだった表情が急に凛々しくなり、目つきも変わった。彼が着物の袖をまくりあげる。

「今日のお昼、何食べました？」

　レンズを覗のぞいたまま、慶次郎さんが言う。

「へ？」

　驚く私を、パシャ。

「自然な表情を撮りたいんです」

　さっきまでしなやかに見えていた指が、今はゴツゴツして見える。細身だけど、脱ぐとすごいんだろうな、と思わせる腕の筋肉。

「パスタを食べました」

「ぺぺロンチーノですか？」

「え？　ニンニク臭かったですか？」

「はははは。まさか。僕がぺペロンチーノが好きなだけですよ」

　カメラマンとお客さん。ただのそんな関係。

　それなのに、彼に見つめられると、心の中までハダカにされちゃうようなそんな気持ちになる。不思議な人。

　外見をいくら着飾っていても、この人には全部見られている気がした。私のだめなところや弱い部分を全部、ファインダーを通して見られている。ゾクゾクするような時間。

「綺麗に撮れましたよ」

　満足気な表情で慶次郎さんはカメラをそっとテーブルに置いた。

「ありがとうございます」

　ペコリと頭を下げると、慶次郎さんも同じように頭を下げた。

「仕上がりを楽しみにしておいてくださいね」

　にっこりと笑った時にできる口元のしわが、なんとも言えず素敵だった。

　推定年齢、三十五歳。指輪はしていないけれど、きっと既婚者。

「じゃあ、また来ます！」

　これ以上、慶次郎さんと一緒の時間を過ごしちゃいけないような気がして、ドアを開けた。

「ご連絡先だけ書いてもらえます？　できあがったらお電話しますので」

　呼び止めるその声に、変な期待をしてしまう。

　バカだよね、私。少しばかりイケメンなカメラマンだからって、何ドキドキしてんの？　これくらいの男、そこらへんにいるじゃん。

　私は、丁寧に名前と連絡先を書いた。

「しつこいですけど、お見合い写真じゃないですよね？」

　見上げると、慶次郎さんは、私の指先をじっと見つめたままだった。

「ご想像にお任せします」

　なんて、返事をしてしまった私。

「お見合い写真だったら、あんなに綺麗に撮らないですよ、僕は」

　店を出る時に言われたその言葉の意味を深読みしてしまう。どういう意味で言ったのか。ドキドキが止まらなかった。

　恋愛を楽しもうなんて思ったけど、やはり現実にドキドキしてしまうと、臆病になる。私の心の奥にある、結婚しなくちゃという思いは消えることがない。

　恋をしてはいけない。もう恋を楽しむ年齢じゃないし、真剣に付き合える相手を見つけなければいけない。

　ときめきやドキドキを楽しんでいられた二十代とはやはり違う。こういうビビビッと来た相手とは、うまくいかないもん。今までもずっとそうだった。自分が一目惚れしちゃった相手とはうまくいったためしがない。

　相手は、ただの街の写真屋さん。

　恋しちゃだめ。この人は恋の相手じゃない。私はただのお客なんだから。

　それに、母が気に入るわけがない。母を喜ばせる結婚をしなくちゃいけないんだ。

　今日撮ってもらったお見合い写真で、私のお見合いは成功する、はずなのだから。ドキドキしている場合じゃない。










電話越しのドキドキ




　謎のカメラマンとの出会いの翌日、私は友達の紹介で年下イケメン君と食事をした。とにかく、カメラマンのことを脳内から消したくて必死だった。

　年下イケメン君がカメラマンを忘れさせてくれるかと思ったが、撃沈。

「真智さん、俺じゃだめっすか？」

　飲み会の帰り道。子犬のようなかわいい瞳で私を見つめる年下イケメン君に、心を許しちゃいそうになる。酔った勢いで積極的にキスを迫ってくる彼。キスくらい、まぁいいか、と、目を閉じてみる。

「あああ！　だめだめ」

　目を閉じると、そこには謎の和装カメラマン、慶次郎が現れる。

　どうしてぇ？　どうして、今現れるわけ？

「やっぱ、年下じゃだめ？」

　年下イケメン君の寂しそうな顔をじっと見つめてみる。が……まったく心が動かない。その場にいない、慶次郎の顔ばかり浮かぶ。

「ごめんね」

　慶次郎にさえ出会わなければ、私はこのイケメン君とイイ仲になっていたかもしれないな。だってこのイケメン君、有名な商社で働いてるんだもん。




　それから数日間、私はいろんな飲み会に参加し、慶次郎を忘れようとした。

　けど、私をドキドキさせてくれる出会いはまったくない。そりゃそうだ。運命の出会いなんて、人生でそう何度もあるはずないよね。あんなにドキドキする出会いを経験してしまったんだもん。すぐに誰かとまた出会うなんてありえない。

　そこで、私は過去の男に救いを求めてしまう。悪い癖だ。

　過去の男の連絡先を消せない私は、高校時代の彼氏にメールを送ってしまった。彼は、連絡をすればいつも優しく相手をしてくれるが、ちゃんと彼女がいる。お互いに、それ以上の関係になることはないと確信している。そして友達ぶってはいるけれど、そこに小さな愛があるってこともお互いにわかっている微妙な関係。

「どうしたんだよ。失恋でもしたか？」

　仕事終わりにさびれた居酒屋で待ち合わせ。

「ちょっとねぇ」

　思わせぶりな返事をする私に、彼はいつものように優しく笑う。

「相変わらずだな」

　この言葉が好きだった。私の全てをわかってくれているような安心感。

　彼とやり直せるのならやり直したいと思ってしまうのは、彼のこの大きな優しさのせい。だけど、ありえないんだよね。やり直すタイミングは今までも何度かあったけど、そうならなかったのは、運命の相手じゃないから。

「寂しいなら抱いてやろうか」

　冗談でいつもそんなことを言う彼。それが百パーセント冗談だってわかってる。彼女のことを愛してることも知っているし、ちゃんと大事にしている。

「抱いてよ」

　冗談だと流してくれると信じて、初めてそんなことを言ってみる。

「いいよ」

　お酒の力を借りて、お互いに相手の心の探り合い。

　普段飲まないテキーラなんて飲んでいる彼。

「だめだよ。彼女が泣くよ」

「そうだな。でも、お前もほっとけない」

　泣いちゃうくらい嬉しい言葉をくれる。

　はぁ……私、乱れてる。心も体も。慶次郎を忘れたくて、必死でもがいてる。

「ホテル、行くか？」

　店を出て真剣な表情に変わった彼の腕に、腕を絡ませた。

　こんなことをしても、何も前に進まない。今までいい関係を続けてきたのに、体の関係になってしまったら、もう会えなくなる。頼れなくなる。

　だめだってわかっているのに、絡めた腕を離すことができなかった。

　暗い路地をゆっくりと歩く。心の中にある小さな迷いがふたりの足取りを重くさせている。足元がふらつく程に、私も彼も酔っている。こんな状態で結ばれても、後悔が残るだけなのに。でも、私達はホテルへと向かっていた。

　ピンク色のネオンが無駄に光る、いかにもって感じのラブホテルが見えてきた。そのホテルを視界の端に確認しながら歩いていると、小さな公園があった。

　そこで、抱き合ってキスをした。本当にいいの？と自分に問いかけながら。今ならまだ引き返せる。彼女のいる人とエッチして、何が残る？

　何百回もした懐かしいキス。彼の唇を懐かしく思いながらキスを続けた。目を閉じる。

「ああ！」

　まただ。慶次郎の登場だ。目を閉じると、和装カメラマンが現れる。

「どうしたんだ？」

「ううん。なんでもない」

　今度はしっかりと目を開けながら、キスをした。忘れるんだ。慶次郎のことは。

　絡み合うようにホテルへと移動する私達。その時、ポケットの中でスマホが震えた。

「ちょっとごめんね」

　知らない番号からの電話だった。

「もしもし」

　相手の声を聞いて、私は体が震えるほどにときめきを感じてしまった。電話の相手は慶次郎だった。

「あ、写真ですか？」

『綺麗にできあがりました。いつ取りに来られますか』

　淡々と話す慶次郎とは正反対の私。胸の高鳴りが止まらない。今隣にいる彼のことを完全に忘れてしまっていた。

「明日、行きます」

『では、明日お待ちしております。遅くに電話してしまってすいません』

「いえいえ。わざわざありがとうございます」

　写真屋さんとお客のありきたりな会話だった。

　電話を切り、着信のあった番号を見つめる。一瞬でその番号を記憶している私。

「誰？」

　彼にそう問われて、私は深呼吸をした。

「やっぱり、私達はエッチしちゃいけない、よね？」

　冷静にそう言うと、彼もまた同じように深呼吸をした。

「だな。俺とお前は、今まで通りの関係でいなきゃだめだな」

　酔いが一気に冷めて、彼とのキスで熱くなった体も冷めた。

　と同時に、別の熱を持っていることに気付く。それは慶次郎へのときめき。このドキドキは、恋以外の何物でもない。やっぱり、慶次郎のことが好きなんだ、私。

　気持ちを消そうと頑張っても、ほんの少しの電話越しの声で決心は揺らぐ。

　好き。好きなものは好き。野嶋慶次郎が好き。もう、どうしようもない。

　ごめんなさい、お母さん。お母さんに認められる恋愛ではないかもしれないけど、もう止められそうにない。










二度目の彼




　バカだなって思うけど、新しい服を買い、新しい下着をつけた。初恋を知った小学生のようにドキドキしちゃっている私が向かう先は、野嶋写真館。

　彼はまた着物を着ているのだろうか。それとも、あの日だけの和装だったのか。

　空が澄んでいて、星がとても綺麗な夜だった。星を見つめているうちに目が潤んできて、星がキラキラときらめいて見えた。

　八月とは思えない肌寒い夜。部長から頼まれた残業をサラリと断って、急いで会社を出た私は、高鳴る胸のときめきを感じながら歩いていた。

「こんばんは」

　慶次郎は、やはり着物を着ていた。深い緑色の着物で、髪を軽くかきあげる姿がセクシーだ。

「仕上がり、自信満々ですよ」

　そう言って、ニヒルに微笑んだ慶次郎は、引き出しから写真を取り出した。

「お綺麗です」

　静かにそう言った後、ゆっくりと写真を開いて見せてくれた。

「これ、私ですか？」

　今までのお見合い写真はなんだったのか。いつもの証明写真風の固い表情ではなかった。ナチュラルでとても幸せそうに微笑んでいる。きっとこの時点でもう慶次郎に恋をしていたからじゃない？

「本当にお綺麗です。この自然な笑顔、最高ですね」

　その写真に写っているのは私なのに、私じゃないみたい。

「こんなに素敵に撮ってもらえて、嬉しいです！」

「喜んでもらえて、僕も光栄です。でも、モデルがいいからですよ」

　慶次郎は、チラッと私を見た後、照れ臭そうに鼻先を触った。

「まさか、本当にお見合い写真じゃないですよね？」

　またこんな質問をして、私に期待させちゃう悪い人。

　あ。好きかも。セクシーな首元にあるほくろ、見つけちゃった。

「実は、お見合い写真なんですね～」

　軽く答えてみる。

「お見合い写真だとしたら……渡したくないな」

　慶次郎はポツリと呟つぶやくように言った。

　期待しちゃうじゃない。私はただのお客さんでしょ？　誰にでもそんな思わせぶりなことを言うの？

「お見合い失敗してばかりなので、今回も失敗しますから」

「いやいや。この写真を見れば、写真だけで惚れられちゃいますよ」

　熱い眼差しで、写真の中の私を見つめる。私自身を見つめられているわけじゃないのに、緊張して体が動かなくなる。

　ヘビににらまれたカエル？　もう、だめ。とけちゃいそう。

「お見合いなんてしなくても、相手はいくらでもいるでしょう」

　この丁寧な話し方に、ドキドキする。こんな男性には出会ったことがないから。

「私、だめな女なんで」

「そうですか？　自分でそう言う人はそうじゃないんですよ」

「いえいえ。慶次郎さんは、私のこと何も知らないでしょ？」

「え？」

　驚いた顔で私を見た。

　あ、そうか。

「名前、覚えてくれてたんですか？」

　心の中で慶次郎と呼んでいたから、自然に口から出てしまった。あわあわする私に、慶次郎は笑う。

「そんな呼び方されたことなかったんで、嬉しいですよ」

「すいません」

　私が好意を持っていること、気付いた？　ただのカメラマンの名前を覚えちゃうなんて、不自然だよね。

「慶次郎って名前、お似合いです」

　沈黙になるのが怖くて、会話を続ける。

　慶次郎は、まだ私の写真を嬉しそうな表情で眺めたままだった。

「ありがとうございます。僕は、日本文化が好きでねぇ」

「そうですよね。だから着物なんですよね？　名刺も、筆で書かれてましたし」

　って、どれだけ慶次郎に詳しいんだよ、私！

「気付いてくれましたか。そうなんですよ。日本文化って素晴らしいでしょ？　守りたいんですよね」

　そう言われてみると、店の中に飾られている写真は日本の風景ばかりだった。富士山や、古い民家、お寺、など。どれも息をひそめてしまうような素敵な写真だった。

「だから、真智さんの黒髪はとても好きです」

　好きです、と言われた。

　舞いあがってしまう。バレないように、バレないように。自然に振る舞わなくては。

「慶次郎さんの黒髪も素敵ですよ」

　黒髪が好きです、とは言えなかった。

　目が合う。勘違いじゃない。きっと、ちょっとだけ、慶次郎は私のことを気にかけてくれている。ただのお客さん以上の思いを抱いてくれている。

「この写真をお渡ししちゃうと、もうお別れですね」

　とても切ない表情で慶次郎は静かにそう言った。

　だめだよ、本当に。そんなこと言われちゃうと、本当に期待しますよ？　私、結構重い女ですよ？　いいんですか？

「じゃあ、受け取るの、やめときます」

　こんな冗談を、本気にしてくれる？

　慶次郎は腕組みをして、ふふっと笑った。

「じゃあ、お見合い、しないでくださいよ」

「でも、こんな素敵な写真撮ってもらったから」

　慶次郎は、写真を静かに閉じて、軽く目を閉じた。

「お見合い、しちゃうんですね」

　それ以上言わないで。もう抑えられなくなるから。

　私は、ドキドキを抑えるために深呼吸をした。

　この部屋の匂いが好きだ。落ち着く匂い。お香か、香水か、ほのかな香り。

「今から、飲みに行きませんか？」

　匂いに酔っていた私の耳に届いた声。

　和装カメラマン、野嶋慶次郎に誘われた。飲みに誘われてしまった。

　お見合いなんて、やめちゃえ～！

　もう、どこまでも慶次郎にのめりこんじゃう～！










バーでデート




　写真館から少し歩いた場所にある落ち着いた雰囲気のバー。

　女性をバーに連れてくる男性はあまり信用できない、と過去の経験から学んでいた。酔わせてホテル、ってパターンが多い。

「ここのあんみつがオススメなんですよ」

　メニューを広げてすぐにそんなおかしなことを言う慶次郎。

「あんみつ？」

「バーであんみつなんておかしいでしょ？　でも、美味しいんです」

「へぇ～！　食べてみたい」

「最後に頼みましょうか」

　写真館を出てからも、この口調は変わらない。お客さん扱いなのか、こういう口調がこの人の普通なのか。まだまだ私は何も知らない。

「でね、今日はお願いがあるんですよ」

　適当に料理を注文した後に、慶次郎が私の方に体を向けて、背筋を伸ばした。

　カウンターに座っている私達は横に並んでいた。触れそうで触れない体。微妙な距離。

「着物を着て写真を撮らせてほしいんです。モデルになってもらえませんか？」

　モデル？　嬉しい反面、やっぱり仕事上のお誘いだったのか、とショックを受けている私がいた。

「モデルですか？　私なんかでいいんでしょうか？」

「真智さんを撮った時に感じたんです。真智さんは着物が似合うと思うんです。着物姿の真智さんをを撮りたい」

　断る理由はない。また慶次郎に写真を撮ってもらえるなんて嬉しいに決まっている。

「私で良ければ構いませんけど。私、着物似合わないですよ」

　私はハッキリした顔立ちで、着物よりもドレスが似合うとよく言われていた。小さい頃から着物ってあまり似合わなかったんだよね。

「絶対に似合います。僕が保証します」

　自信満々にそう言う慶次郎。まっすぐな瞳で、私を見つめる。

　慶次郎が注文したカクテルの名前はオシャレすぎて覚えられなかった。私は、ありきたりな名前のカクテルを口に含み、壁に飾られている写真や置物をぼんやりと見ていた。

「ねぇ、真智さん。早速、明日お願いできます？」

『ねぇ、真智さん』という声がセクシーすぎる。

「写真ですか？　大丈夫ですけど」

「じゃあ、今日はお酒は控えめにしてくださいね。ははは」

　写真館の中では見たことのない笑顔だった。

　この人はどんな人なんだろう。どんな過去があって、どんな恋愛をしてきたんだろう。恋人はいる？　まさか、私の最初の予想通り結婚していたりする？

　結局、私は何も知らない。何も聞けない自分にも腹が立つ。私は本気になると臆病になって自分から行動できないんだ。

「で、お見合いはいつなんですか？」

「来週の日曜日です」

　お見合いする気分ではないけれど、今回だけは行くしかない。今回が最後。絶対に最後にするんだ。だって、私は恋をしたんだから。

　この恋に未来があるのかどうかわからないけど、これだけは絶対に聞いておかなければ……。

「結婚されてるんですか？」

　左手の薬指に指輪はない。それは確認済み。

「まさか。結婚していたら、真智さんを誘ったりしませんから」

　目がなくなるくらい細くなって。その笑顔がかわいくてかわいくて抱きしめたくなる。母性本能、くすぐりすぎでしょ。

「そうですよね。すいません」

「僕は結婚に向いていないタイプなんでね」

　そう言いながら、四角い形をした小さなチーズを口へ運ぶ。

　なんだか、境界線を引かれた気分だった。僕は結婚しないからね、と言われた感じ。まだ何も始まっていないけど、始まる前から未来が閉ざされてしまった。

　そうか。この人は、結婚したくないんだ。

「彼女はいるんですか？」

「はは。いるんでしょうかねぇ」

　聞いた自分に後悔。深入りするには早すぎたのかもしれない。誤魔化された。

　私は、慶次郎にとって被写体でしかないんだよ。

　彼がそばにいたいと思う女になるなんて無理なのかな。だって、きっと、慶次郎は女性を必要としていない人。そんな気がする。

　それから、慶次郎は写真について熱く語り始めた。好きな人の話ってどうして楽しいんだろう。興味のないはずの話なのに、楽しくて楽しくて時間があっという間に過ぎた。

「会社を辞める時、不安じゃなかったんですか？」

「そりゃ、不安だらけですよ。それこそ、結婚していたらこんな挑戦はできなかった」

　慶次郎は印刷会社に勤めていて、そこを退社して、自分で写真館を始めたらしい。

　すごい勇気。確かに、私が奥さんだったら不安かもしれない。夢を応援してあげたいってのは理想論であって、現実にそうなると、かなり不安だよ。

「成功して良かったですね」

「成功、とは言えないですよ。経営も厳しいんで。だけど、なんとか食っていけるんで、夢は叶ったんですかね」

　白い腕によく似合う黒の皮のブレスレット。髪を耳にかける仕草が好きだ。

「すいません。僕の話、つまらないでしょう」

　慶次郎は手で首の後ろを触りながら、目を細くした。

「いえ、とても楽しいです。本当に写真を撮ることが大好きなんですね」

「はい！　写真は、心を写しますからね」

　キラキラした瞳がまぶしい。お酒を飲んで、ほんのり赤くなった頬がかわいく見える。

「風景も撮るんですよね」

　私は、写真館に飾られていた風景の写真を思い出す。

「そうですね。元々は、風景を撮るのが好きでした」

「日本の風景が好きなんですよね、慶次郎さんは」

「はい。日本の風景が好きです」

「だから、着物なんですか？」

　ずっと気になっていたことを質問してみる。慶次郎は、一瞬目を大きく開けて、その後、また目を細くして笑った。

「ははは。そうかもしれないですね。お客さんにもよく聞かれるんですよ。着物着てると写真撮りづらくないですか？ってね」

　写真を撮る時に着物の袖をまくりあげる仕草が、私的にツボなんだよね。それ言っちゃっていいかな？　どうかなぁ？

「実は、カメラの前で着物の袖をまくりあげる慶次郎さんの仕草、すごく好きなんですよ」

　好きなんです、と言ってしまった。

「え、本当ですか？」

　言って良かったと心から思った。

　慶次郎があまりにも嬉しそうな顔をするもんだから、もっと言いたくなる。

「和装で写真を撮るなんて、本当に素敵です。慶次郎さんしかできないと思います。カメラを構えた時の着物姿の慶次郎さんは、かっこよすぎますよ」

　酔っているんだろうか、私は。

「真智さん、そんなに褒めると、僕も褒めちゃいますよ」

　慶次郎は、あごを上げて、少し睨むような目つきで私を見た。

「真智さんは、褒めると照れる。その照れた顔がかわいすぎます」

　褒められることに慣れていない私は、褒められるといつもどうしていいかわからなくなってしまう。会って間もないのに、慶次郎は私のそんな弱点を見抜いていた。

「褒めないでくださいね」

「い～や、褒めます。だって、褒めるところがたくさんありますからね」

　いじわるぶった目つきで、私を見る。その顔が、とても好きだと思った。

「でも、今日はこれ以上褒めるのやめときますね。明日、着物姿の真智さんをいじめますから」

「やめてください～！」

　この不思議でラブラブな空気が、なんとも心地良かった。

　合う。そう感じちゃったんだよね。

「明日、楽しみだな」

　少し酔ったのか、ときどきくだけた言葉遣いになる。そのたびにドキドキする。

「明日は一日かかりますけど大丈夫ですか？」

「はい！　休みなので」

　ふたりきりで一日過ごせると思うと、嬉しくて小躍りしちゃいそう。そう思っていたら……。

「着付けの女性もお願いしときますんで」

　残念なお知らせだった。

「私自分で着付けできます！」とでも言えればいいのに。暇なＯＬなんだから着付けくらい習っておけば良かった。

「そろそろあんみつ、いきますか」

　あんみつイコール終わりの時間。

　もっと知りたい。もっとそばにいたい。一緒にいればいるほど、彼に惹かれていく。この魅力はなんだろう。魔力だ。

「ほ～ら、美味しいでしょ？」

　あんみつを口に運んだ慶次郎は、満面の笑みで、私を見た。

　やばいよ、その笑顔。少年のような笑顔。

　薄暗いバーの中で太陽のようにキラキラした笑顔を見せる慶次郎。

「美味しいです！」

　あんみつの美味しさよりも、慶次郎の笑顔に感動してしまう。慶次郎の整った顔立ちももちろん好きだけど、彼から醸し出されるこの穏やかでふんわりした雰囲気が好き。どう表現していいのかわからないけれど。一緒にいて、和む。ドキドキするのに和むって反則だよぉ。

　私達は手を繋ぐこともなく、キスをすることもなく、ホテルに行くこともなく、健全に「さよなら」と言って別れた。

　さぁ、どうなる？　この恋。







第二章










レンズの向こう




　晴れ渡る空の下、私は野嶋写真館へと向かっていた。

　深呼吸して、呼吸を整える。今日は、また慶次郎に見つめられるんだ。

　レンズ越しに見つめられるあの瞬間がたまらない。

「失礼します」

　着付けの女性と聞いて、年配の人を想像していたんだけど。

「おはようございます」

　着付けをしてくれる女性は、私よりも若く、私よりもチャーミングだった。私にないものをたくさん持っているように感じちゃう。

「山やま野のサトといいます。今日はよろしくお願いします」

　サトさん。かわいい名前。ふわふわしたショートボブ。ほのかな栗色の髪。クリクリしたお目々で、ピンクのチークがよく似合う。甘え上手な雰囲気で、ニコニコしていて、とにかくかわいい。

　私を図形にたとえるならきっと三角だけど、サトさんは丸。顔型じゃなくて、心の形が……。こんな女性がそばにいて、慶次郎の心は動かないのだろうか。

　この写真館の着付けは全部彼女が担当していると言っていた。

「紫のお着物、きっとお似合いになりますよ」

　話し方も穏やかで好感が持てる。

　慶次郎がチョイスした着物はシックな紫。私をよくわかっているなと思った。私が選ぶとしても、きっとこういうシックなものだったと思う。

「慶さんが、真智さんには絶対にこのお着物だって言ってたんですよ。お会いして、私もそう思いました」

　慶さん。その響きに、胸がチクンと痛む。私よりも、彼を知っている。当たり前だけど、私よりも彼との付き合いが長い。ふたりの関係を勝手に想像して、嫉妬してしまいそうになる。

「ありがとうございます」

　うつむきながらそう答えて、視線を慶次郎に向けた。

　背景やカメラのチェックをしている真剣な横顔。

　素敵すぎる。仕事をしている男性は素敵だと言うけれど、私の職場の男性は仕事中全然素敵じゃない。愚痴ばっかり言ってるし、ストレスで押しつぶされそうになっている。

　やっぱり、好きなことを仕事にできるって素晴らしいことなんだろう。なかなかそんなことができる人はいない世の中だけど。

「慶さんの見る目は確かなんですよ。私も成人式の着物を慶さんに選んでもらったんですけど、評判が良くって～」

　成人式の着物を慶次郎に選んでもらった、とはどういうこと？　どれだけ長い付き合いなのです？

「慶さんは、日本の文化を守る会の会長なんです」

　私の帯をぎゅぎゅっと締めながら、サトさんが言った。

「え？　そうなんですか？」

　驚く私の声に気付き、遠くから慶次郎が言う。

「おい、サト！　適当なこと言うんじゃないよ」

　そのなれなれしい言葉遣いに、ふたりの歴史を感じてしまう。

「えへへ～！　すいません。今のは冗談なんですけど、本当に会長になれるくらい、日本文化を愛してるんですよ。そこ、ほんとに尊敬しちゃいます」

　慶次郎に聞こえるように、大きめの声で話すサトさん。

「この紫のお着物を見つけた時の慶さんの嬉しそうな顔ったら、ねぇ」

　鏡に映っている紫の着物姿の私。

　似合わないと思っていた着物だけど、目を疑ってしまうくらいに似合う。

「わ～！　本当によくお似合いです！」

　サトさんの声を聞いて、慶次郎が覗きに来た。

　褒められちゃうのかな、私。

「思った通りだな」

　チラッと覗いた慶次郎と鏡越しに目が合う。

「やっぱり、思った通り、よく似合う」

　満足気にそう言った慶次郎の顔にときめいちゃう。

「慶さん、まだですよ！　ヘアメイク終わるまでお預けですから！」

「はいはい。じゃあ、よろしく」

　そう言って、慶次郎は準備をしに行った。

「髪をアップにすると、また雰囲気変わると思います。今日は、二種類のアレンジを考えていたんですけど、慶さんから髪はアップにするようにと注文があったので、そうしますね」

　この撮影のために、いつどこでどんな風にふたりは打ち合わせをしたのかな。

　アップにした髪からところどころ髪の束が揺れ、そこに和風の髪飾りをさした。和風なのに洗練されたアレンジは、とてもおシャレで自分では絶対にできない。

「さすが、ですね」

「本当によく似合います。素敵です！　あとはメイクですね。これもまた慶さんから、ナチュラルにしてくれって言われてるんですよ」

「あ、そうなんですね」

　私は、ときどき鏡越しに見える慶次郎の背中を探していた。

「慶さんのこだわりって、絶対完璧なんですよ。私も何度も慶さんに写真撮ってもらってるんですけど、どれも最高なんですよね」

　無邪気に話すその心の奥には、私への嫉妬が見え隠れしていた。

　サトさんは、慶次郎のことが好きなんだ。

「心まで写すカメラマンって感じですよね」

　私は、負けてたまるか、と慶次郎を知りつくしているかのようにそう言った。

「真智さんは、慶さんの特別な人、なんでしょうね……」

　慶次郎には聞こえないとても小さな声で呟くサトさんは、無理に笑顔を作っているようだった。

「さ、できあがりましたよ！」

　元気いっぱいに言って、私の肩を叩いた。

　私とサトさんはお互いがライバルであることを認識している。

「慶さん、呼んで来ますね」

　サトさんの腕は確かで、私はいつもの五割増くらい綺麗になった。

「慶さん、真智さんできあがりです！　綺麗すぎて、倒れないでくださいね」

　サトさんは慶次郎の着物の袖をチョンとつまみ、私の方へ案内する。

「僕が思った通りです」

　腕組みをしながら、私を上から下へと眺める。私は、緊張する体をほぐそうと深呼吸をするけれど、帯がきつくてうまく呼吸ができない。見つめられすぎて、このまま倒れてしまうんじゃないかと思うくらい。

「本当に良く似合う。綺麗です」

　まっすぐに私を見つめる。

「僕が思った通り、その髪型もメイクもぴったりですよ。サト、ありがとう」

　気まずそうに部屋の奥に立っていたサトさんは、慶次郎にお礼を言われて、頬を赤らめた。慶次郎が好きだから、慶次郎に褒められたくて、頑張っているように見える。切ないよ。

「それでは、私はこれで失礼します」

　サトさんは、私に丁寧に頭を下げて、店を出た。

　ふ、ふたりきり？　願ってもないチャンス。

　嬉しい気持ちの反面、サトさんの気持ちを考えると、胸が苦しくなる。

「サトさん、素敵な人ですね」

　私は、慶次郎を試すように、そんなことを言ってしまった。

「そうでしょ？」

　慶次郎はカメラを触りながら、そう言っただけだった。

「昔からの知り合いなんですか？」

　そんな突っ込んだ質問をしてしまう。もし彼女だったら、と緊張してしまう。

「サトは、僕の幼なじみの妹なんですよ」

「あ～、そうなんですね。成人式の着物を選んでもらったと言っていたので」

　幼なじみの妹と聞いて、安心している私。でもサトさんの立場になると、その片思い長すぎるよ。

「サトが小さい頃から知ってるんで、彼女の着物も僕が選んだんです。成人式の写真も撮りました。当時まだ僕はサラリーマンでしたけどね」

　ふたりには、長い歴史がある。

　これ以上サトさんとの話を聞いていると、気持ちが落ち込んでしまいそうだったので、話題を変えた。

「慶次郎さんはおいくつなんですか？」

　まだ年齢を聞いていなかった。想像では三十五くらい。

「三十六です」

　すぐに答えが返ってきた。

　五歳年上だった。ちょうどいい歳の差じゃん、と心の中でガッツポーズをする。

　今日のことを詳しく聞いてみると、写真家達が展覧会を開くらしく、そこに出展するための写真だという。そんな重要なモデルになれるなんて。

「では、始めます」

　この瞬間が好きだ。

　カメラを構える姿。真剣な眼差し。手つき。和服の袖をまくりあげる。

　何度もポーズを変え、表情もいろいろ注文され、私はモデルとして頑張った。伝えられない思いを表情で届けようと思った。

〝好きです〟

　そう心の中で唱えながら、カメラのレンズを見つめた。レンズの奥にいる慶次郎への思いを込めた。

　被写体としてでいい。私を好きになってほしい。

　今だけでもいいから。私だけを見て。もっと。もっと見つめて。

　体が燃え出しそうなくらいに熱かった。触れられているわけでもないのに、慶次郎に感じている自分がいた。もう止められない。この思い。

「リラックスして」

　まただ。また心の奥を覗かれているような気分になる。

　ハダカになるよりも恥ずかしい。全部見られている。この人に嘘はつけない。

「着物が似合わないと思っているのは、真智さんだけですよ」

　写真を撮りながら、さりげなく髪を耳にかける仕草が好き。

「今の自然な笑顔、最高です」

　ヌード写真を撮られているわけじゃないのに、体が燃え出しそうだった。

「綺麗です」

　褒められると、下を向いてしまう。

「その照れた顔、またまたかわいいですよ」

「もうっ！　からかわないでください」

　慶次郎は、くくくと笑って、また真剣な表情に戻る。

　私は恋をした。

　もう、母のために生きることをやめる。私の人生は私のものなんだから、好きなように、生きていいよね？

　自分の心の中のドロドロしたもの、モヤモヤしたもの。見て見ぬフリをしているそういうもの達と向き合わなければいけない。そんな時間だった。

　慶次郎に写真を撮られれば撮られるほど、自分の内面と向き合えるようになっていた。

　本当に不思議な人。

　慶次郎さん、あなたのおかげで私は変われるかもしれない。

「最高の写真が撮れましたよ」

　撮影を終え、にっこり笑った慶次郎。

　彼は、私が脱いだ着物にそっと手を伸ばし、丁寧に慣れた手つきでたたみ始めた。着付けの部屋は二畳程の和室だった。畳の上に正座する慶次郎の姿勢の良さに目を奪われる。

「本当によく似合ってましたよ。この着物」

　着物をなでる慶次郎の手。さっきまで自分が着ていた着物を、慶次郎が触っている。それだけで、たまらない気持ちになる。

「今日も昨日のお店であんみつ、どうです？」

　お礼に夕食をごちそうしてくれると言うので、喜んでＯＫした。

　カメラマンとお客。その関係を超える日はくる？　もう超えてる？










近付く距離




　すっかり暗くなった街の中をゆっくりと歩く。一緒にいて落ち着く人。

　暗くなった空を見上げると、ぼんやりした三日月が見えた。

　店に入ると今日は奥のソファ席に案内された。小さなテーブルを挟んで、まっ赤なソファが向かい合っている。テーブルが小さいから、ふたりの距離はとても近かった。足がときどき当たる。息が届きそう。

「今日は本当にありがとうございました。注文多くて、大変だったでしょ？」

　疲れたように目をこすりながら、慶次郎が微笑む。その疲れたような顔がまた好き。

「私でお役に立てたのなら嬉しいです。緊張しちゃって、表情が固かったと思うんですけど」

「いえいえ。とても素敵な表情でした。自然でしたよ」

「そうですか？」

　右目の下に小さなほくろがある。笑うとしわができる目元。優しい笑顔。

「僕の見る目は確かだった。初めて会った時から、僕はあなたを撮りたいと思ったんです」

　熱い目で、私の目の奥をじっと見つめる慶次郎。

「着物、似合うよ」

　その言い方が、たまらなくセクシーだった。

「あ、ありがとうございます」

「ふふ。その顔、僕のツボです。そんなに恥ずかしそうな顔をしなくてもいいのに。そんなに綺麗なのに、褒められることに慣れてない」

　目をそらせない。

「僕の目を見て」

「はい」

「自信持っていいんですよ。あなたは素敵な女性だ。何を不安になってるんです？」

　心まで写すカメラマンは、私の心の闇に気付いている。

「あなたはあなたでいいんです。僕にはわかる。あなたの心が綺麗だってこと」

　涙が出そうになった。心が綺麗だなんて言われたこともないし、自分でも思ったことがない。

「僕の前に現れてくれてありがとう。今日は、本当にいい写真が撮れました。真智さんのおかげです」

「そ、そうですか。それなら良かったです」

「着物姿も綺麗でしたが、今の真智さんもお綺麗ですよ」

　慶次郎に褒められるとくすぐったい。

「くどいようですけど、お見合い、やめません？」

　カクテルグラスを手で回しながら、視線を外す慶次郎。

「お見合い……やめたいですけどね」

　私は、好きでお見合いをしているわけではないことを説明した。母親の付き合いで仕方がなくしているんだと。それを聞いた慶次郎は、首を傾けて私を見つめた。

「本当ですか？」

　私の心の中を見透かすように、見つめる。

「少しは結婚への憧れもありますけどね」

「それじゃあ、やはり危険です。お見合いの相手は結婚を望んでるんですよ」

　眉を少し下げた慶次郎は、困ったような甘えたような表情で私を見つめた。

「大丈夫です！　私、今回のお見合いで最後にしようって決めてるんです。かなり年上の人ですし、母の頼みを断れなかっただけなんで」

　私は慶次郎を安心させたくて、そう答えた。別にそういう関係でもないのに。

「安心しました。そうですか。お母さんのためなんですね。真智さんはやっぱり優しい女性ですね」

　褒められることにまだ慣れない。今までの男は、偉そうな男が多かった。

「そんなことないですよ」

「今まで結婚せずにいてくれたことに感謝しないといけないですね」

　どういう気持ちでそんな思わせぶりな発言をするんだろう。プレイボーイなのか、天然なのか。自分は結婚する気がないくせに。

「な～んてね。へへへ」

　かわいく目を細めた慶次郎。たまらない。私は、黒く光る床を見つめながら、呼吸を整えた。

「あなたを誰にも渡したくない」

　今までの慶次郎とは違っていた。声も低く、見つめる目も真剣で。吸い込まれそうだった。

「誰のものにもならないで」

　そう言って、右手をそっと握った慶次郎。ビクッと体に緊張が走る。

「誰の……ものでも、ないです」

　そう答えるのが精一杯だった。声を出すのもひと苦労。

　本当は言いたかった。あなたのものになりたいと。

「僕は、少し酔っているようですね。すいません」

　手が離れた。私は、また握ってくれることを期待して、テーブルの上に手を乗せたままだった。でも、それっきり手を握ってくれることはない。

　私の職場の話や、慶次郎の前の職場の話をして、時間が過ぎていく。一線を越えそうで越えられない私達だった。

「あんみつ、頼みますよ」

　美味しいあんみつは、別れの味。

　きっと、あんみつを食べるたびに慶次郎を思い出す。一生、ね。

　抹茶風味の寒天に、ゴロゴロした粒あん。甘さを抑えた黒蜜が美味だ。




「駅まで送ります」

　少しフラフラした足取りで、駅に向かう私達。

　今日は少し飲みすぎた。あんなことを言うもんだから、飲まずにいられなかった。

　大きな三日月。さっきよりもくっきりとハッキリ見える月。

　不思議。慶次郎みたい。そんなことを考えながら月を見上げた時だった。背の高い慶次郎が覆いかぶさってくる。

「真智さん」

　着物の袖が私の体に巻きつく。

「慶次郎さん？」

「僕はどうしたらいいんですか？」

　耳元で、甘えたような声を出す慶次郎。

「私こそ……」

　そう言った時だった。

　私の唇に、慶次郎の薄くて少し固い唇が重なった。固かった唇が少しずつ柔らかくなる。緊張したような口の動きがだんだん滑らかになる。

　私達は、キスをしていた。

　言葉なんていらなかった。そこに、愛があるとハッキリと感じられるキス。慶次郎は私を好きになってくれたの？

　唇を重ね、唇を噛み、舌を絡め合い、舌先を合わせ、ツンツンと刺激し合う。

　クスッとふたりで笑い合い、また激しいキスを始めた。

　街のまん中。猫の鳴き声がする公園の片隅で。お互いの思いを探り合うように、キスをした。

　ほんのり香るカクテルの甘い匂い。首筋からは香水の香り。このままひとつになりたいと、そう思わずにいられなかった。

「真智さんを好きになりそうだ」

　好きになりそうだと言った時には、もう好きになっている。今までの経験からそう学んでいる。

「まだ好きじゃないんですか？」

　試すようにそう言った私に慶次郎は言う。

「いじわるな人だ」

　耳に、首に、鎖骨に、キスをされる。

「私は、好きになっているかもしれない」

　そう言った。

「かもしれない？」

　今度は慶次郎がいじわるぶってそんなことを言う。

「もう、僕のことが好きなんでしょ？」

　腰に回された手。しなやかに動く指先。

「好きになってもいいの？」

　私がそう言うと、またいじわるなことを言う。

「だめだと言ったら、好きにならずにいられるのか？」

　敬語じゃない慶次郎はＳっぽくてゾクゾクする。

「好き、です」

　私の負け。先に、好きだと言ってしまった。

「僕も、好きです」

　丁寧に、心を込めて伝えてくれた慶次郎。

　今まで生きてきた中で、一番嬉しい告白だよ。愛する人に、愛されたんだね。

　叶うはずのない恋が叶った瞬間。

　和装カメラマンとの恋が……実ってしまった。

　きっと、この先に未来があるんだと信じて、その日は、キス以上のことはせずに別れた。

　帰り道、何度も何度も、慶次郎との時間を思い出す。

　忘れないように、しっかりと刻みこむように。鏡越しに見つめてくれたあの目。カメラを構えた慶次郎が、「綺麗です」と言ってくれた。

　キスしちゃったんだね、慶次郎と。私のこと、好きになってくれたんだ。

　電車に揺られて目を閉じると、サトさんの顔が浮かぶ。

　彼女はどういう思いでいるんだろう。私のこと、どう思った？　誰もが幸せになるなんて無理だけど、サトさんに幸せになってほしいと思った。

　それは、慶次郎の心を奪ってしまった罪悪感を消したかったからかもしれない。










余韻




　夢ばかり見て、ぐっすり眠れなかった。夢の中の慶次郎は、積極的で。強引に私を抱き寄せて、お見合いをするなと何度も言ってくれた。

　お見合いを来週に控えていた私だったけど、今はもうどうでもいい。

　どんなお金持ちでもイケメンでも、気持ちは動かない。私は変わった。本物の恋をした。だから、もう昔の私には戻れないんだ。

　男の人って、キスをしたらその先もＯＫって思っている人が多いと思う。過去の男性は、キスの後ホテルに誘う人が多くて、それですぐ冷めちゃったりしたんだよね。もっとゆっくりじっくり愛を育みたいもん。

　慶次郎は紳士的。そう思ってしまうのは、恋をしているからだろうか。好きだと言ってくれたあの声が耳から離れない。

　妄想がふくらんでしまう。私達はこれからどうやって、付き合うことになるのだろう。どうやって、進展していくの？　連絡先はお互いに知っているし、きっと、今夜あたり電話が来る。そう勝手に思い込んでいた私。

　ところが、その日もその次の日も電話はなかった。

　連絡がないまま、私の心の中の慶次郎だけが勝手に動いている状態で、不安が募る。自分から電話をする勇気もない。声が聞きたいのに、怖くてできない。

　夢の中で「好きだ」と言ってくれる慶次郎。強く優しくキスをしてくれるのは、夢の中だけ。

　あぁ、私おかしい。完全に溺れてる。野嶋慶次郎に。




　あれから一度も連絡がないまま、数日が過ぎた。私の気持ちだけがどんどん大きくなっていく。夜は電話を片手に眠りについていた。

　誰かに聞いてほしくて、ランチに呼び出したのは、恋愛テクニシャンの女友達。

「一回会わせてよ」

「だ～め」

　職場の近くで働いている高校時代の友人、モニカ。イギリス人とのハーフで超スタイルも良く美人なのに、性格はサバサバしていて、それなのに甘え上手。

　今までモニカと友達でいられたことが奇跡だと思うことがある。と、いうのも、彼女には、何人も彼氏を奪われた過去があるんだ。彼女自身、奪うつもりはなかったのかもしれないけど、彼氏が勝手に惚れちゃったパターンが多い。

「着物着て写真撮るなんて、色気あるね～」

　彼女は、メンソールのタバコの煙をフ～ッと天井に向かって吐いた。

「モニカには絶対に会わせない。慶次郎は、今までの男とは違うの。絶対に誰にも渡したくないから」

　そんなことを本気で言っている自分が、ちょっと面白い。人は、何歳になっても変わることができるんだ。

「男は金、とか、結婚と恋愛は別とか言ってた真智がそんなに変わっちゃうなんて、ますます会ってみたいよ」

「だ～め！」

　モニカは、自由を求めて結婚からは遠ざかっていた。でも、常に最高の彼氏がいて。今も、きっと素敵な彼氏がいる。

「慶次郎に、誰か紹介してって言ってよ！　コンパしない？」

　モニカからそんな発言が出るなんて驚いた。

　ブルーハワイのような鮮やかなネイルに、キラキラしたラメがちりばめられていた。九月になったのに、まだ真夏気分なモニカ。というか、彼女はいつも常夏の雰囲気を醸し出している。その綺麗な指先で、アイスコーヒーの氷をツンと突っついた。

「慶次郎って呼ばないでよ」

「ふふん。真智、嫉妬してる～！　かわいいね」

「うるさい！」

　モニカに相談をしたことを後悔した。

　でも、誰かに話したかった。この幸せな気持ちを自慢したかったのもあるし、連絡がなくて不安で切ない気持ちを聞いてほしかったんだ。

「で、どうして会いに行かないの？」

　モニカは足を組みテーブルに肘をついて私をにらむように見た。

「だって怖いんだもん」

「それって、それだけ本気ってこと？」

　私は小さくうなずいた。

「ま、私が会ってその人のこと見てあげる。コンパ、頼んだからね」

「モニカ、彼氏は？」

「先月別れたの。束縛されたからもういいやって」

　ピンチ！　フリーになった時のモニカの行動力ってハンパないから。

「絶対絶対、コンパしてね」

　そう言って、私の分のランチのお金まで払ってくれた。

　とはいえ……慶次郎と連絡を取っていない。

　あの出来事は夢だったの？　お見合いをする前に、ちゃんと会いたい。そして、もう一度気持ちを確かめ合いたいの。

　好きだと言い合ったんだから、勇気を出して会いに行くべきだよね。別に、用事がなくても行っていいんだと思う。でも、なんだか不安で。

　モニカのコンパのお願いを今回は聞いてあげようかな。慶次郎なら、モニカに惹かれたりしないよね？　会いたいな。でも会いに行けない。

　あぁ、なんて勇気がないんだろう。もっと積極的になれたらいいのに。写真館に行けば絶対に会えるんだけど、待ってしまう自分がいる。

　モニカと別れて、会社に戻る途中、空を見上げた。

　ふわふわした雲が浮かぶ空を見上げると、そこに大好きな人の笑顔が浮かぶ。恋をすると、空を見上げる回数が増える。










まさかの乱入




　あの情熱的なキスから一週間が過ぎた。結局、写真館へ行けず、電話をただ待っている自分がもどかしい。仕事も手につかない、食欲もない。夜になると月を見つめつつ、慶次郎を思う。

　私達は愛を確かめ合ったはずじゃないの？　もしかして、相当酔っていて彼は覚えていない……とか。まさか、ね。あのキスを忘れちゃうなんて、そんなはずない。

　明日はお見合いの日。私はバカだから、変な理由を作って、慶次郎に電話をかけることにした。

　素直に、声が聞きたいです、会いたいですって言えばいいのに。

「この前撮った写真の焼き増しをお願いしたいんですけど」

　お見合い写真にしては綺麗に撮れすぎていたので、記念に自分で持っていよう。愛する人に撮ってもらった最初の写真は一生の宝物にしたい。慶次郎に電話する口実に過ぎないけれど。

『あ、はい。わかりました。来週にはできます』

　なんてそっけない返事。

　慶次郎のバカァ～！

　何？　ツンデレ？　いまどき、流行んないよ。

「明日、お見合いなんです」

　結局、そんな報告をしてしまう私。何を期待してるんだよ、って自分で自分に突っ込んでみる。

『え？　そうなんですか？　どこでですか？』

「お見合いの定番ですけど、新しくできたあのタワーホテルのロビーにある喫茶店ですよ」

　何気なく答えた。

『へぇ、いい場所ですね。美味しいものでも食べて楽しんできてくださいね』

　嫌い、嫌い、嫌い！　慶次郎なんて嫌いだぁ！

「はい。さようなら」

　冷たく電話を切ってやった。

　なんなのさ。なんなのさ。その気がある素振りをしたり、冷たくしたり。

　てか、好きって言ったじゃん！　私のことなんてどうでもいいの？　もう好きじゃなくなったの？

　もういい。お見合いして、その相手とイイ感じになってやる。お見合い相手はきっと私を気に入ってくれるはず。

　そうなったら、嫉妬してくれる？　またあんな風に、私を抱きしめてくれる？

　お見合いなんてしないでくれって、言ってほしかった。言われたところで、お見合いをやめることはできないのに。何を期待しているんだろう、私。

　でも、でもね。本気で慶次郎が止めてくれるなら、ドタキャンする気持ちがないわけではないんだよ。




　お見合い当日、化粧をしながら自分の顔を見つめていた。

　恋をしてから、顔が変わった気がする。少し穏やかな表情になったんじゃない？　慶次郎に恋をしたからだ、と自分で勝手に思っている。

「真智、用意できた？」

　私よりも張り切って化粧をしている母。眉山がいつもよりも、高くなっている。

「絶対に断るからね」

　そう念押しして、ホテルへと向かう。

　お見合いは慣れている。適当に話を合わせることも得意だし、作り笑顔だってうまくできる。

「初めまして」

　目の前に現れた男性は、今までのお見合い史上最高のルックスだった。お見合い写真よりももっと素敵だった。

　少し心が揺れる。この人となら結婚できるかもしれない。慶次郎を知らない私なら、まっすぐに結婚に突き進むだろう。

「印刷会社で働いてるんですね～」

「そうなんです。僕の任されている仕事は海外向けの事業で～」

　自慢げに話す感じが少し苦手だと思った。母は挨あい拶さつだけして席を外し、私はその人とふたりで適当に話を進める。

　今だけ。この時間だけのことだ。もう二度と会うことはないだろう。素敵だけど。結婚相手として最高かもしれないけど。

　私には、好きな人ができてしまった。

「真智さん、この後時間あれば夕食でもいかがです？」

「あ、ちょっと用事があるんですけど」

「そうなんですか？　では、近いうちにお酒でも飲みに行きませんか？　もっとあなたとゆっくりお話がしたい」

　この人、私のこと気に入ってる？

　深入りせずにこのまま別れるべきなのか。それとも、現実的なこの人ともう少し関係を深めるべきなのか。

　慶次郎と結婚なんてできないじゃん。脳内で誰かが冷静に囁くんだ。

　結局断わりきれず、少しだけ散歩でもしようということになってしまった。

「ごちそうさまです」

　お勘定をしている彼の横でペコリと頭を下げた。

　その時、一瞬……あの人の声が聞こえた気がした。

　まさかね。と思って、お見合い相手と並んで歩き出す。肩と肩が当たりそうになるので、私は少し離れて、目線を遠くに外した。

　と、その時、五メートル程先に、慶次郎が立っているのが見えた。いつもの着物じゃなく、スーツ姿で。その姿も素敵すぎて、私はお見合い中だということを忘れてしまいそうだった。

　私を心配して、様子を見に来てくれたの？　私達の恋は、やっぱり順調に進んでいるの？

「あれ？　野嶋じゃないか？」

　お見合い相手が、慶次郎に向かって大きな声を出した。

　どういうこと？

「大おお北きた部長……？」

　慶次郎の表情が固くなる。

　知り合い？　大北部長？　もしかして、退職した前の会社の上司とか？

「野嶋、何をしているんだ？　こんなところで」

「いえ。お久しぶりです」

　目をそらした慶次郎は、私をチラッと見て、下を向く。

　私達が知り合いだということは隠しておいた方がいいと思い、私はお見合い相手の腕を引っ張り、「行きましょう」と声をかけて、歩き出そうとした。

　その瞬間、慶次郎が私の腕を掴つかんだ。

「真智さん、待って」

　私が誤魔化そうとしたのに、慶次郎の方から私の名前を呼んでしまった。驚いたのは、お見合い相手の彼で。

「なんだ？　野嶋、真智さんを知っているのか？」

「部長、申し訳ありませんが、真智さん返してもらっていいですか」

　ちょっと、何この展開？

　別に取り合うような関係でもない。私の心は慶次郎のものなのに。

　必死になる慶次郎に目配せをするけど、伝わっていないようだった。

「お前は、昔から俺の邪魔ばかりする」

「真智さん、この人だけはだめだ。行きましょう」

　慶次郎に腕を掴まれ、私は慶次郎の胸の中に引きずり込まれた。

「おい、野嶋。その自分勝手な行動がだめなんだ。俺は今、真智さんと大切な話をしているんだ。それも知らずに勝手に入ってくるな」

　さっきまでのお見合い相手と別人だった。

　大嫌い、この人。

「真智さん、こんなバカな男と知り合いなんですか？　野嶋とは関わらない方がいい」

　お見合い相手は、そう言って私の手を強引に引っ張った。手に触れられたことで、全身に鳥肌が立ちそう。

「野嶋は、クズだ」

　クズ……。

　その言葉を聞いた私は理性を失っていた。

　気が付くと私の右手は、大北さんの左頬をパッチーンと平手打ちしていた。あっけに取られている大北さんに私からの最後のひと言。

「人をクズなんて言う人、私は許せません。二度とお会いしませんので！」

　私は慶次郎の手を引っ張って、走った。

　涙が出ていることに自分でも気付いていなかった。慶次郎の過去はよく知らないし、慶次郎のことだって全部知っているわけじゃない。

　でも、クズじゃない。少なくとも、あんたよりもずっといい人だよ。人をクズなんて言う人間がクズだ。悔しくて、悲しくて、何がなんだかわからなくて……。

「真智さんっ！」

　呼び止める慶次郎の声。

「早く！　走って」

　私は慶次郎の手を引いて、走り続けた。あの最低な人から離れた場所に行きたくて、必死に走る。慶次郎を傷付ける人は許さないんだから。

　ずいぶん走ったところで、立ち止まった。

「大丈夫ですか？」

　慶次郎が心配そうに息を切らした私を見る。

「はい」

　そう言うと、黙ったまま私は歩き出した。怒りに震える私の後ろをついてくる慶次郎。

　信じられない最低男だった。お母さんのバカ。どこが、最高の相手よ！　人間として許せない。

「真智さん、落ち着いて」

　右手首を掴まれて、私は立ち止まり、慶次郎と目を合わせた。まだ涙が止まっていなかった私を見て、慶次郎は眉を下げて笑い出す。

「どうして、泣くんです？　真智さん、僕のためにありがとうございます」

「別に……慶次郎さんのためじゃないです。ああいう人、許せないだけです」

　手首を掴まれたままだった。まじまじと慶次郎を見ると、スーツ姿が似合いすぎていてドキドキする。

「ますます、好きになりましたよ。ふふ」

　そんなことをサラリと言えちゃう慶次郎。

「機嫌直して、お茶でもしません？」

　私の顔を覗き込む慶次郎。静かに頷いて、深呼吸をした。

「落ち着きました」

　私がそう言うと、慶次郎はやっと手首を離して、私の背中をポンポンと叩く。

「あの平手打ち、なかなかのパワーでしたよ」

　私は、自分のしてしまったことを思い出し、下を向いた。

　男の人の頬を殴るなんて、生まれて初めてだった。まさか自分がそんなことをしてしまうなんて。信じられない。

「どうしよう」

「大丈夫ですよ。もう大北部長と会うことはないでしょ？　僕も会うことないと思うから」

　にっこりと穏やかに微笑んだ慶次郎に、ドキドキが止まらない。

「まだ涙が残ってますよ」

　スーツの胸ポケットからハンカチを出した慶次郎は、私の目にハンカチを当ててくれた。走ったせいか、慶次郎も汗をかいていたので、今度は私が鞄の中から花柄のハンカチを出して手渡す。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　慶次郎はハンカチを受け取ると、丁寧に自分の額の汗をふいた。

「緊張しちゃいましたよ。勝手にこんなところに来てしまってすまない。でも、来て良かった。真智さんがアイツとどこかへ行っていたらと思うと……」

　低い声だった。

　大北さんと慶次郎にはどんな過去があるんだろう。きっと、何かとても嫌なことがあったんだろう。




　私達は、路地裏にある静かなカフェに入ることにした。猫の置物がたくさん置いてある雰囲気のいい店。

「アイスコーヒーふたつお願いします」

　注文する慶次郎の声が、また好き度をアップさせる。店員さんに気を配った丁寧な接し方。いつもより少し低い声に感じるのは、他のお客さんの声が甲高かったからかもしれない。丸いグラスに入ったアイスコーヒーは、少し苦くて大人の味がした。

「いろいろ話さなければいけないね、僕達は」

「そうですね。お互いにまだ知らないことがたくさんありますもんね」

　アイスコーヒーの中に入っている氷もコーヒーでできていて、時間が経っても薄くならなかった。私も慶次郎とこんな関係になりたい。何年経っても、今と同じときめきを感じられる関係。

「そうだな」

　目と目を合わせた後、小さく頷いた慶次郎は少し眉を下げた。

「実はね、大北部長とは、犬猿の仲だった。僕のことを気に入ってくれていた上司がいて、僕を写真事業部へ引き抜いてくれた。僕が写真家を目指していることも知っていて、本当にいい上司だったんだ。その上司と大北部長は同期でライバルだった。大北部長は僕を嫌っていてね。もともと、性格も合わなかったんだと思うけど」

　犬猿の仲。そうか、やっぱり。

　私は、アイスコーヒーをひと口飲んだ。黒いストローの先で氷を突つく慶次郎。その仕草だけでも、セクシーで、目が離せない。冷静に慶次郎を観察している自分がいた。

「大北さんは、悔しかったんでしょうね」

「そうなんでしょうね。僕は写真の知識があったから、少々生意気なことを言っていたかもしれない。その後、大北部長は海外の仕事を任されて、その直後に僕は会社を辞めた。大北部長は、僕が逃げたと思っている。大北部長の仕事を任された僕が、仕事の大変さに耐えられなくなって逃げたんだ、と社内で噂していたらしい」

　慶次郎は、逃げるような人じゃない。

「ずっと、会社を辞めるタイミングを探っていた。カメラマンとして独立する準備をしていたから、いつ辞めても良かった。信頼していたその上司に相談して、辞める時期を少し早めることにした。雑誌の連載の話が来て、いいタイミングだったんだ」

　真剣に話す慶次郎の瞳はキラキラしていて、どんどん引き込まれた。

　ひと段落ついたところで、慶次郎は話の雰囲気を変えるようにスコーンを注文した。

「僕はスコーンが好きなんですよ。食べてみたくて」

「私も大好きなんです。わぁ～楽しみ」

　大きな白いお皿にチョコンと乗ったふたつのスコーン。

「クランベリーのスコーン、お待たせしました」

　そう言って、お皿をテーブルに置いた店員さんに頭を下げる慶次郎。

「いただきます」

　私がゆっくりフォークを口に入れるのを、慶次郎はじっと見つめていた。

「恥ずかしいですよぉ」

「いいじゃないですか。真智さんの美味しい顔が見たいだけです」

　スコーンはまだ熱くて、ふわふわしていて柔らかかった。

「美味しいっ！」

　熱々のスコーンを口に含んだまま、私がそう言うと、慶次郎はにっこりと微笑んだ。

「その顔が見られて良かったです」

　慶次郎もスコーンを口へ運び、あちちっと笑った。

「うん。このスコーン、美味しいですね」

　大好き。その顔も、その話し方も、全部大好き。

「慶次郎さんは、スイーツが好きなんですか？」

「はい。食べること全般好きですけど、甘いものにも目がないです」

　和装カメラマンは甘いものに目がない、なんてかわいすぎる。

「私もです。美味しいものを食べると幸せになりますよね」

「はい。好きな人と食べると、より美味しいですよね」

　サラッとそんなことを言えちゃう慶次郎。

「慶次郎さん、料理するんですか？」

　慶次郎の料理姿を想像すると、ニヤニヤしちゃう。

「はい。ひとり暮らしなんでね。昔から料理は嫌いじゃないです」

「へ～！　料理も日本料理が好きだったりします？」

「あ～、それはなんでも好きです。日本料理というか、おふくろの味みたいなものには憧れますけどね」

　料理教室で、料理を習おうかと本気で思った。私は慶次郎が喜んでくれるような料理が作れるのかな。

「日本文化が好きなのは、母の影響かもしれない。僕の母は、日本を愛していてね。よく着物を着ていたし、日本のいろんな場所に旅行に行くのが好きだったんです」

　慶次郎のお母さん、会ってみたいな。きっと、素敵な人なんだろうな。

「日本のこと、また教えてくださいね」

　私がそう言うと、少し切ない表情で微笑んだ。

　何か変なことを言ってしまったかと心配になったが、慶次郎はすぐにいつもの顔になり、スコーンを食べた。

「でも、まさか真智さんのお見合い相手が大北部長だなんて、思ってもみなかった」

「そうですよね。私もびっくりです。でも、慶次郎さんが来てくれたことの方がびっくりです。夢かと思いました。昨日の電話ではそっけなかったから、もう私のことなんてどうでもいいのかと思ってましたよ」

　慶次郎は、また眉を下げて、苦笑いをした。唇についたスコーンのかけらがかわいい。

「すいません。僕、不器用なんです。本当は電話で、お見合いをやめさせたかった。でも、そんな勝手なことは言えなくて。ただ、勇気がなかっただけなんですよ」

「来てくれて嬉しかったです。来てくれていなかったら、大北さんと夕食まで付き合わなければならなかったかもしれない」

　私は最初、大北さんのこと、悪くは思っていなかった。今までのお見合い相手と比べても、ランキングは上位の方だった。

「来て良かった。真智さんに何かあってからでは遅いからね。ふふ」

　ニヤリと笑う慶次郎。

　私は、一瞬一瞬の彼の表情を見逃したくなくて、瞬きも忘れていた。

「何かってなんです？」

「え？　言わせます？」

　私達は、一歩踏み込みそうで踏み込まない微妙な距離を保ったまま会話を楽しんでいる。それが心地良かった。

「真智さんは、またお見合いをするんですか？」

　テーブルに肘をついた慶次郎は、真剣な表情で、熱い目をしていた。まっすぐに見つめられると、体が硬直しちゃう。細い切れ長の目なのに、目力がすごい。

「もう、しないつもりです」

　私はそう答えた後に、自分の母とのことを話した。

「私の母は、保険会社で働いているんです。大北さんはお客さんのひとりで、最近お見合いを頼まれたらしいんです。母は、成績もトップクラスで会社では結構やり手で。お客さんから頼まれるお見合いを全部私に持ってくるようになって。私も最初は気軽な気持ちでＯＫしてたんです。でもそのうちに、変な呪縛というか……」

　残っていたアイスコーヒーでのどを潤す。母の話をすると、少し息苦しくなる。

「母を喜ばせなくてはいけない、母の認める相手と結婚しなくてはいけない、と思うようになったんです。直接、母から言われたわけではないんですけど、私がそう思うようになってしまって」

　大きく息を吸った。そして、ゆっくりと吐く。

「早く結婚しなくちゃいけないって、ムキになって結婚相手を探していた時期もあります。お見合い相手を無理して好きになろうとしてみたり、高学歴の男性とコンパを繰り返したり。でも、ちっとも楽しくないし、自分自身が幸せじゃなかった。そのことに気付かせてくれたのが、慶次郎さんなんです」

　一気に話したせいで、のどがカラカラになる。今まで誰にも言えなかった。自分の心の闇。

「私の人生は私のものなのに、いつからか母のために、と思うようになってしまって。慶次郎さんに会った時も、必死で気持ちを抑えようとした。好きにならないように、頑張った。でも、私のこの気持ちは止められなかったんです。人を好きになるってこういうことなんだって気付かせてくれたんです」

　私、ものすごく大胆な告白してる？　でも、もう止められなかった。慶次郎は、ときどき照れながら、私の話を静かに聞いて丁寧に頷いてくれた。

「優しいんですよ。真智さんは。だから、自分を責めないで。お母さんのことを大切に思っているだけですよ」

　そのひと言で、私の心が驚くくらいに軽くなった。

　私はおかしくない。お母さんが大事なだけなんだ、と思えると体の緊張が一気にとけていくようだった。

「実は、私の両親は離婚しているんです。小さい頃から、母の口癖は『愛だけで結婚するもんじゃない』だった。愛だけで結婚した結果、母はとても苦労することになりました。小さい頃からそう言われてきた私は、反発しながらもそれを受け入れなくてはいけないと思うようになっていた。だから、母を安心させてあげたかった。早く誰かと結婚して、母を喜ばせたかった。でも、そんな結婚、悲しいですよね」

　両親は不仲だったわけじゃないけど、いつもお金のことでケンカをしていた。私が高校生になるまでは離婚せずに一緒に暮らしていたけど、家計は母が支えていたんだと思う。

　離婚した後も、父とは普通に会えるし、母と父も連絡を取り合っている。憎み合って別れたわけではないが、転職を繰り返す父に苦労ばかりさせられていた。

「そうだったんですね。そういう過去があったから、真智さんはお母さんのことを安心させたかった。お母さんが不安にならない相手と結婚して、お母さんを楽にしてあげたかったんですね。本当に、優しすぎる人ですよ」

　褒められることに慣れていないから、こういう時の返事がうまく出てこない。曖あい昧まいに笑って、首をかしげる。

「ふふ。褒めるといつも困った顔をする。そんな真智さんが僕はとてもかわいいと思う」

「ありがとうございます」

　私は手を伸ばして、慶次郎の唇の端についたスコーンのかけらを取った。

「かわいいですね、慶次郎さん」

「へへ。真智さんの方がかわいいですよ」

　高校生カップルのようなラブラブな会話をしちゃったりして。恋をすると年齢なんて関係なく、乙女になれる。映画のヒロインになった気分。

「もう大北部長には会わないでくださいね」

「はい！　絶対に会いません。もう二度と会いません」

　軽く手を握り合った。

「絶対だよ？」

「はい、わかりました」

　今度は強く手を握った慶次郎。

「ありがとう」

　指が少し絡み合う。ただそれだけでいい。触れ合えるだけで幸せで、心が通い合うようだった。

「今日は、夕方から撮影の予約が入ってるんです。ずっと一緒にいたいけど、今日は帰らなければいけない。また近いうちに会えますか？」

　寂しくて仕方がなかった。ずっと一緒にいたかった。離れたくない。

「いつでも会えます」

　そう言った後に、モニカのことを思い出した。気が進まないけど、コンパの話を切り出した。コンパなんて久しぶりだと言った慶次郎。

「私の友達、独身が多いんですよ。良かったら、誰かいません？」

「僕の周りも独身が多い。しかも、かっこいい独身が結構いるんですよね」

　トントン拍子にコンパ話が進んでしまった。

「真智さんは、だめですよ。僕のものですから。僕の隣に座ってもらいますから」

「もちろんです。私の友達、すごく美人なんですけど、慶次郎さん大丈夫ですか？」

　慶次郎は、にっこり笑って親指を立てた。

「僕は一途ですから」

　とても嬉しいことをたくさん言ってくれて、どれも忘れたくないと思った。

　慶次郎は、私のお見合いを止めに来てくれた。

　もう、安心していいの？　もう、不安にならなくていい？

　あのキスの後、どうして連絡くれなかったんだろう。そのことを聞きたくて、聞けなくて、グラスの中の氷を見つめていた。

「真智さん、何か僕に言いたいことがある？」

「え？」

　なんでもお見通しの慶次郎。

「なかなか連絡できずにいて、ごめん。だめだな、僕は……」

　私が何も言っていないのに、気持ちが伝わっていた。

「この歳になると、どんどん臆病になる。気持ちを伝え合ったはずなのに、どこまで踏み込んでいいのかわからない」

「私も同じです。すぐに電話したかった。すぐに会いに行きたかったのに、慶次郎さんからの連絡を待ってしまって」

　慶次郎は、髪を耳にかけて、照れ臭そうに笑った。

「そうですよね。本当に申し訳ない。本当は、お見合いをやめてくれないかって言いたかった。本気でね。でも、真智さんはお母さんのために、お見合いをしなくちゃいけなかった。そこは理解してあげたかったんだ」

　慶次郎は自分の両手をテーブルの上で強く握って、うつむいた。

「でもね、嫌だった。好きな人が、他の男と一緒にいるなんて、耐えられなかった」

「もっと早く止めてくれれば良かったのに」

　言ったと同時に、慶次郎の手が私の手に触れた。

「僕が止めていたら、どうなった？　真智さんは、断った？」

「そっか、そうですよね。私、どうしていたんだろう」

「でしょ？　悩ませるだけだろうと思って、我慢したんです。これでも、ね。結局、乱入して、ドロドロしちゃいましたけど」

　そう言って、困ったような優しい表情で、私を見た。

「ありがとうございます。私のこと、そこまで考えてくれて」

　大切に、されている。本当にそう感じた。

「いつも、考えてますよ。真智さんのこと。真智さんの幸せをいつも願ってます」

「慶次郎さん」

「へへ。恥ずかしいですね」

　静かに静かに進んでいく恋だった。少しずつ相手のことを探り、相手を知り、心の中へ入っていく。ゆっくりと、無理をしないペースで。

　お互いを大切に……そんな優しい恋だった。







第三章










過ち




　幸せだった。大好きな人がお見合いに乱入してくれるなんて、ドラマみたい。私は酔っていたんだ。その、非現実的なシチュエーションに……。

　だが、現実は甘くない。

　その夜、とても幸せな気持ちで家に帰った私の目の前に現れたのは、悲しい顔をした母だった。今にも泣き出しそうな表情の母が玄関に座っていて、私はすぐに状況を理解した。

「真智、あなたなんてことをしてくれたの？」

　こんな母を見るのは初めてだ。大北さんとのお見合いのことをもう知ってしまったんだよね。でも、私から真実を話したかった。

「大北さんは、契約を全部解約すると言い出したのよ。お願いだから、もう一度だけ会って、話してみてくれない？」

　大粒の涙を流した母を見ていると、さっきまでの幸せな気持ちはどこかへ消えていた。母の涙は見たくない。母を幸せにしたいと願っている私にとって、これほどつらいことはない。

「お母さん、ごめん」

「真智……」

　泣かないで。仕事が大事なのは、わかる。でも、娘だよ？　私は、あなたの娘なんだよ。

「大北さんの親戚や知り合いの人もたくさん契約してくれているの。このままじゃ、全部解約されてしまう」

　そんなひどい人なら最初から紹介しなければいい。最低の男。

　母の涙が止まり、私は冷静になった。

「お母さんに見る目がなかったんでしょ？　あの人、最低だよ」

　慶次郎への態度を思い出し、また大北さんへの怒りが込み上げる。

「何を言ってるの？　あの人は会社でも優秀で、みんなから信頼されている人なのよ。それに、隠してもだめよ。全部聞いたから」

　大北さんは、かなりの脚色を加えて、慶次郎のことを母に話していた。

「あなた、変な男の人と付き合ってるの？　大北さんに聞いたわよ。責任感のないいい加減な男だと言っていたわよ。あなた、騙されているんじゃないの？」

　怒りを通り越して、悲しくなってきた。

「お母さん、私の話も聞いて」

　消えそうな私の声は、母の心に届かなかった。

　母の表情は厳しいまま。呆れたような、失望したような……その顔を見ていると胸が痛くてたまらない。

「真智、とりあえず、もう一度会ってちょうだい。大北さんに謝って。話はそれから聞くから」

「お母さん……本気で言ってるの？」

　また、大きな瞳に涙をためた母。その顔を見ていると、それ以上言えなかった。

　私は、やっぱり母のために生きているのだろうか。

　私の人生は私のもの。そう思っているのに、母の敷いたレールの上しか歩けないのかもしれない。




　翌日、また同じ場所で大北さんと会う約束をした。もう二度と大北さんと会わないと慶次郎と約束をしたのに破ってしまうことになる。ごめんなさい、慶次郎。

『とにかく謝って』と母に言われた。

　どうして大北さんに謝らなければいけないんだろう。平手打ちは少しやりすぎたかなと思うけれど、別に間違ったことをしたとは思ってないもん。

　仕事を終えた大北さんは、グレーのスーツにブルーのワイシャツ姿で登場した。

「待たせたね」

　そう言って、私の向かいの席に腰かけて、偉そうに店員さんにコーヒーを注文した。

　私も慌てて、レモンスカッシュを注文する。

「昨日はすいませんでした。男性の顔を叩いてしまうなんて、反省しています」

「あはは。いいんだよ、そんなことは。それより、野嶋とはどういう関係なんです？」

　大北さんは、仕事のできる慶次郎に嫉妬している。

　慶次郎のことが気になって仕方がないんだ。負けたくない、ただそれだけ。

　私のことを気に入っているわけじゃない。慶次郎に取られたくないだけだ。かわいそうな人。私が慶次郎のものだと思うから、意地になっている。母の保険を解約するなんてひどいことを言い出したのも、きっとそのせいだ。どうしても、慶次郎から奪いたいんだよ。ただそれだけ。

「野嶋は彼氏なのか？」

「友人です」

　静かにそう答えた後に、大北さんを見た。

「そんなわけないでしょう」

　嫌味な表情で私の顔を覗き込むようにして見ていた。ハンサムだと思っていた顔だけど、今はとても嫌いな顔だ。

　このモヤモヤした空気を変えたくて、レモンスカッシュを一気に飲んだ。

「真智さんのお母さんにはお世話になっているからね。解約なんてしたくないんだけど。野嶋とはいろいろあったから」

　遠い目をして、頷きながら話す様子が嫌な感じ。

　野嶋野嶋って。本来なら、保険の解約と関係ないじゃん。本当に嫌な人。

「朝まで一緒にいてくれないか？」

　テーブルの上に置いていた右手を握られた。引っぱたいてやろうかと思うくらい気持ち悪かったけど、母の泣き顔が浮かび、私は我慢した。

　お母さんが好きだ。だけど、お母さんに縛られている。お母さんを幸せにするのは、私じゃない。お母さん自身なのに。

　どうして、私はこんな風になってしまったんだろう。

「解約しないでくれるんですか？」

　私が真顔でそう聞くと、大北さんは、少し間を空けて……ニヤッと笑った。

　その意味が、私にはわかる。もう子供じゃない。

　朝まで一緒に。それは、大人の関係になるってこと。そういうことなのだ。

　ホテルの地下にあるバーで夕食を食べることになった。同じバーでも慶次郎と行ったあのバーとは全然違う、高級ホテルの地下。一番高そうなカクテルを頼んでやる。

　私は、いつでも泣ける状態だった。自分自身に失望していた。好きな人がいるのに、愛する慶次郎がいるのに、母のために別の男性に抱かれようとしている。

　いいの？　そんなことでいいの？　私の体は私のもの。私の心は私のものだよ。

　お酒が回ってきて、もうどうでもよくなってくる。

　仕事の話や、趣味のゴルフの話をする大北さん。私は、聞き流しながら適当に返事をして、機嫌が良くなるように我慢……。これで、解約せずにいてくれるのだろうか。

　大北さんが体を密着させてくる。私は、少し逃げながら、機嫌を損ねない程度に体を合わせていた。

　その時鞄の中の電話が鳴り、ドキッとした。慶次郎からじゃないかと思い、慌てて電話を見ると、思った通り慶次郎からだった。

　出ないでおこう……。

　それなのに、大北さんが私の電話の画面を見て、電話を奪い取る。

「野嶋じゃないのか？　どういうことだ？」

「別に、関係ないですから」

　私が電話を取り返そうとすると、大北さんが勝手に慶次郎からの電話に出てしまった。

「もしもし」

　終わりだよ。慶次郎には、もう大北さんと会わないと約束していたのに。

「お前はどこまでも勝手なヤツだな。真智さんとの仲を邪魔しないでくれるか？　もう二度と電話してこないでくれ。今夜は大事な夜なんだから」

　大北さんは、とても嫌味な話し方でそう言った。

「返してください」

　私は電話を取り返し、もしもしと言った。でも、もう電話の向こうに慶次郎はいなかった。

　どう思った？　いいわけ、させてもらえるかな？　ごめんなさい。こんな私は嫌い？

　嘘つきな私を許してくれる？

「野嶋にしつこく迫られているのか？」

　大北さんは満足気な表情でそう言って、私の肩に手を回してきた。

「いいえ。そんなんじゃないです。写真をお願いしていたので、その件で電話をくれただけだと思います」

　冷静にそう言った後、私は電話を持ってトイレへ駆け込んだ。

　誤解されたくない。慶次郎を傷付けたくない。

　けど、何度電話をかけても、慶次郎は出てくれなかった。

　お母さん、ごめんなさい。やっぱり、大北さんに抱かれることはできない。

　こんなにも愛する人がいるから。私の心は誰のものでもないから。好きでもない人と夜を共にすることはできない。

　気持ちを落ち着けてトイレから出ると、大北さんは携帯電話を片手に壁にもたれかかっていた。私は、大北さんに丁寧に頭を下げて謝る。

「ごめんなさい。今日は失礼させてもらいます」

　酔っ払っているせいか、ニヤけたままだった大北さん。怒鳴られることはなかった。

「契約、解約していいの？」

　こんな交換条件を出してくる時点で、この人終わってる。最低だと思う。

「私は、誠意を示したつもりです。それで、保険を解約されるのならそれは仕方がないと思います。でも、母と私は別の人間です。私への怒りを母に向けるのはどうかと思うんですけど。私は、大北さんのこと信じてますんで」

　やけくそだった。もうどうにでもなれ、という気持ちで一気にそう言って、財布から五千円札を出し、大北さんの手に渡した。そして、勢い良く店を出た。

　何度も何度も慶次郎に電話をかけながら家に帰る。かけてもかけても出てくれない。

　慶次郎のバカ。充電切れちゃったじゃん。




　翌日、母に大北さんとのことをありのまま、隠さず全部報告した。母は眉をひそめて、苦しそうな表情で私の話を聞いていた。私を心配しているのか、解約されることを心配しているのか。

「そんなことがあったの……」

　母はそう言うと、気持ちを整理するかのように部屋を歩き出した。

「ごめんね。お母さんの仕事の邪魔をして」

　ソファに腰かけながらそう言うと、驚いたように私の顔を見る。

「何を……真智、何を言ってるの。邪魔をしたなんてそんなこと思ってないわよ」

「でも、大北さんは大事なお客さんでしょ？」

「真智を利用していたのはお母さん。嫌な思いをさせてごめんね」

　母は私の隣に座って、手を握った。久しぶりの母の手はとても温かく、昔と同じ感触で、胸が熱くなる。

「本当はお見合いなんて嫌だった。でも、お母さんのためだと思って頑張ってたんだよ。結婚も、いつからか焦るようになって。それは、自分の気持ちじゃなかった」

　言いたくても言えなかった思い。全部は言えないけれど、少し吐き出せた。

「あのね、真智、本当にごめんなさい。私は間違っていた。あなたには今まで無理なお願いばかりしていた。その時、真智は文句も言わず私のお願いを聞いてくれた。それなのに、大北さんにまた会ってなんて言ってしまって。反省しなきゃいけないのはお母さんよ」

　母は私の手を握ったまま、離さなかった。

　仕事をしている母だが、家の用事もしっかりとこなすいい母。水仕事で荒れている母の手を私も握り返した。

「大北さんと何もなくて良かった。まさかそんなことをする人だなんて」

　母は、大きなため息をついて、天井を見上げた。

「大北さんと結婚してほしかったんじゃないの？」

「まさか。今はそんなこと思っていないわよ。保険の契約を解約されたくなかったらひと晩一緒にいろなんて、そんな男最低よ。もう、別に解約されても構わない」

　私は、母の本来の姿を見失っていたのかもしれない。色眼鏡で母を見ていた。母は、私のことをいつも一番に考えていてくれたし、私を犠牲にしてまで仕事で成功したいなんて思うわけがないのに。

「私、なかなか結婚できなくてごめんね」

　私がそう言うと、母は顔をくしゃくしゃにして泣き始めた。

「焦らなくていいのよ。真智は、私のために無理しているんじゃない？　私は、真智に幸せになってほしいだけだからね」

　私達は抱き合った。何年ぶりだろう。子供の頃と同じ匂いがした。最後に母は言った。

「でも、真智を幸せにしてくれる人じゃないとだめよ。愛だけで結婚すると苦労するわよ」

　小さい頃から言われていたことを念押しされた。

　慶次郎の顔が浮かぶ。

　彼を紹介したら、きっと母は心配する。母を安心させられる結婚相手ではないかもしれない。というか、まだ結婚なんてそんな話もしていないし。

　私は慶次郎を愛している。慶次郎が大事。でも、母も大事。それは、仕方がないよね。

　私は、ちょっぴりだけど母と本音で語り合うことができた。

　大北さんに感謝しなくてはいけないのかもしれない。

　こんなことがない限り、私は母に言えなかった。少しだけ、心が軽くなった。










涙のコンパ




　コンパの日がやってきた。大北さんとのことがあってから四日後のことだった。

　慶次郎チョイスのお店は、都会の片隅にひっそりと佇むオシャレな居酒屋。

　結局慶次郎に電話できないまま、この日を迎えることになるなんて。何度も会いに行こうと思ったのに、怖くて行けなかった。電話を待つばかりで、自分からかけることができなかった。今日、どんな顔で会えばいいんだろう。

　店の前に立つスーツ姿のスラッとした男性。私達三人を見て、頭を下げる。女性陣は私とモニカとモニカの友人。

「山やま野のといいます。慶次郎さんが仕事で遅れるらしいので、俺が仕切らせてもらいますね」

　クリクリお目々のかわいい男の子だった。ずいぶん年下に感じるけれど、きっとそんなに若くはない。スーツの着こなしからして、三十歳ってとこかな？

「俺の友達ももうすぐ来ると思うんで、先に入っておきましょうか」

　好感度抜群の山野君。モニカも超ご機嫌だった。

「いいね、彼！」

「かわいいねぇ」

　獲物を狙うハンターの目をしてる。

　慶次郎、仕事で遅れるって本当？　私に会いたくないからキャンセルするつもりじゃない？

　もう会わないと約束していたのに、大北さんに会ってしまったんだもん。大北さんに電話でひどいことを言われた慶次郎は、傷付いたはず。

「慶次郎さん、どれくらい遅れるんですか？」

　私が尋ねると、山野君は上目遣いで私を見て、にっこり微笑んだ。

「すぐ来ると思いますよ。真智さんですよね？　良かったら俺の隣に来ませんか？」

　天使の微笑みに断れず、山野君の隣に座った。後から来た山野君の友達も爽さわやかでイイ感じだった。

「俺もコイツも、慶次郎さんに憧れてるんですよ～！　学生時代から慶次郎さんはカリスマ的存在で。なぁ」

　山野君は友達にそう言って、誇らしげな顔をした。

「そうそう。高校の先輩なんですけど、学校でも有名だったんですよ。写真撮りに海外行ったりしてたし、写真の賞とかバンバンもらってたしね。そのくせ、スポーツもできて、そこがまたずるいんですよね」

　ふたりが慶次郎の話ばかりするから、モニカもモニカの友達も慶次郎に興味津々になってしまった。

　私は早く来ないかなぁ、と店の入口をチラチラ見ていた。

「あ、電話だ！」

　山野君が慶次郎からの電話を受けた。

　来る？　来ない？　どうしても会いたい。

「今、店の前らしいっす」

　来てくれた。慶次郎に会える。

　私は、手元にあった生ビールをグイッと飲み干した。小皿に乗ったししゃもも口へ放り込む。ちょっとオシャレなチーズを小皿に乗せて、カシスフィズなんてかわいいカクテルを注文した。

「遅れてすいませんっ！」

　仕事帰りの慶次郎は、濃い緑色の着物姿だった。

「素敵～！」

　大きな声で騒ぐモニカ。自分の隣の席を空けて、慶次郎を誘導する。

「あ、すいません」

　慶次郎もアッサリ席に座る。私とは一番遠い席。『隣に座ってくださいよ』って言ってたのに。微妙に聞こえるようで聞こえない声。

「野嶋慶次郎です。仕事で遅れてしまって申し訳ない」

　軽く自己紹介をして、自由にトークが始まる。

　モニカ、私の気持ちを知っているくせに。やっぱり、会わせるんじゃなかった。モニカは、胸元の見えるセクシーな服を着て、両肘をテーブルにつく。

　だんだん慶次郎に接近するつもりだよ。ほらっ！　肩をくっつけた！　あれ、モニカの得意技なんだぁ。

　慶次郎とは一度目が合っただけだった。

　これ、ケンカだよね？　早く仲直りしたい。好きなんだもん。こんなにも大好きなんだもん。失いたくない。早く謝って誤解を解きたい。

「どうしたの？」

　私にグイッと肩を押し付けてきたのは、山野君だった。

「俺のこと、丈じょう治じって呼んでよ。俺の銀行ね……」

　彼は銀行員だった。母の笑顔が浮かぶ。『銀行員か公務員と結婚しなさい』とよく言われていたんだ。条件的に、丈治君はぴったりだった。でも、心はまったく動かない。

「真智さん、俺の好みだな」

「またまた、口がうまいんだから～」

「いや、本当本当。美人なのに、ツンとしてなくて、ちょっと天然で。絶対彼氏いるでしょ？」

　慶次郎がいると、いつもの気楽なコンパとは違って気が気じゃない。慶次郎とモニカが気になって、丈治君の声が耳に届かない。

「聞いてる？」

　また肩をくっつける。と、その時、慶次郎と目が合った。慶次郎もまた、モニカとくっついている。その姿を見たくなくて、すぐに私の方が目をそらしてしまう。

「もしかして、慶さんのこと好きなんすか？」

　慶さん、という響きどこかで聞いたことあるけど、どこだろう？

「そんなわけないですよ～」

　誤魔化して、カクテルを一気に飲んだ。

　三組のカップルが成立しているように見える。私は、丈治君に気に入られてしまったようだ。アドレス交換も無理やりだったけど、してしまって。

　モニカがあまりにも、慶次郎に夢中だったから、悔しくて心配でどうしていいかわからなかった。そんな中で、丈治君は積極的にアピールを続けてくれて、つれない態度の私を盛り上げようとしてくれていた。断るにも断りきれず、また会おうねと約束をしてしまった。

　私、だめだな。こういうところがだめなんだ。また、失望される。慶次郎に軽い女だと思われる。大北さんと会っていたことで、もう嫌われてしまったのかな。

「ちょっと飲み直してくるね～」

　モニカが慶次郎の腕に手を絡めながら、店を出ようとした。顔がまっ赤なモニカ。声も一オクターブ高くなっている。ちょっと困った顔をした慶次郎が私をじっと見ていた。

「ちょっと、待って」

　呼び止めた私を見て、慶次郎が立ち止まった。

「ちょっとすいません」

　モニカの手を離し、慶次郎はそっと私に手招きした。

　私は立ち上がり、慶次郎に駆け寄った。みんなはお酒を飲んだり話したりしていて、こちらを見ていないようだった。丈治君は見ているだろうけど。

「ちゃんと話がしたいからまた連絡する」

　それだけ言うと、慶次郎はサッと店を出た。

　ガラスの窓から外を見ると、嬉しそうなモニカが待っていた。

　狙っていた男性をモニカに奪われるってことは、今までにも何度もあったし、彼氏を奪われたことだってある。でも、今回は大丈夫だと信じてたんだ。

　私の気持ちが本気だってこと話したのに、こんな行動に出るモニカは……やっぱり友達じゃない。断れない慶次郎だって、情けないじゃん。

　バカバカバカ。モニカは酔うとキス魔になるんだよぉ？　だめだって！

「慶さん、モテモテっすねぇ」

　テーブルに肘をつきながら、丈治君がニヤニヤする。

「真智さんも、好きなの？」

「だから、違うって」

　ムキになる姿を見て、笑い出す丈治君。本当にかわいい顔。

「正直に言わないと、食べちゃうよ」

　腰に手を回された。一瞬、体が緊張して固くなる。男の人の力って、やっぱり強くて、ドキドキする。

「昔、好き、だったかな」

　と曖昧な答えしか言えない私。

「そっか～。実は、俺の妹も慶さんのことずっと好きなんだよ。もう何年も。でもどっちもどっちで動かないからな」

　またライバルの出現。慶次郎、モテるんだね。先行き不安。

「俺の妹、慶さんのアシスタントしてるんだ。メイクや着付けの。だから、このままうまくいって結婚でもできれば最高だと思うんだけどさ」

　思い出して酔いが覚めた。山野サト。あの子だ。あのお目々クリクリのかわいこちゃん。彼の妹だったんだ。

　慶次郎のこと、何年も好きだったんだ。そんな気はしたけど、本当にそうだと知ってしまうと、切なくてつらくなる。そばにいて、気持ちも伝えずに思い続けているなんて。って、人に同情している場合じゃない。

「慶さんも、少なからず好意を持ってると、俺は思うんだよね。でも、あの人、結婚とかするタイプじゃないし、恋愛も興味ない感じだろ？　どうにかして、妹とくっつけたいんだけどさ」

　私は言葉をなくし、ただただカクテルグラスにあった氷をなめていた。

　サトさんは慶次郎のお嫁さんとして、最高だと思う。将来、一緒に働けるし、慶次郎を支えてあげられる。私は、彼を支えてあげられない。私は、慶次郎の相手としてふさわしくない。そんな気がして、涙が溢れる。

　ちゃんと話がしたいと言った慶次郎だけど、それは大北さんのことだろうか。それとも、これからの私達の関係のこと？

　あの電話の後、すぐにでも会いに行って真実を話すべきだった。大北さんに会いたくて会ったわけじゃないこと、母のために仕方がなく会ったんだと、一分でも早く伝えるべきだった。

「明日、みんなで海行かない？」

　ため息をついた私の顔を覗き込む丈治君。

「海？」

「秋の海、いいよ～！」

　秋の海。学生時代の彼氏と行ったきりだ。慶次郎と行きたいな。

「慶さんも誘ってみんなで行かない？」

　慶次郎も一緒。それなら、と私は頷いた。

　みんなで海で遊ぶことで、私と慶次郎の気まずい関係も変わるかもしれない。

　帰り道、丈治君は私の腰に手を回しながら駅まで歩いた。拒みたいのに、拒めない自分に腹が立つ。

「このまま一緒にいたいけど、今日は我慢する。でも、今度は我慢できないよ、俺」

「ごめんなさい。丈治君。私、そういうつもりはないの」

　やんわり断る私を、強引に抱きしめた丈治君。その肩越しに、見えた光景が目の奥に焼き付いて離れない。駅前の居酒屋から出てきたモニカは、嬉しそうに慶次郎に抱きついた。

　どうしてうまくいかないんだろう。この恋だけは、失いたくないのにうまくいかない。ふたりの姿を見たくなくて目を閉じた。慶次郎、私はあなただけが好きなのに。

　私は、丈治君の背中に手を回していた。キスをされそうになったところで、我に返り、目を開ける。そこにはもう、モニカと慶次郎の姿はなかった。










秋の海




　まだアルコールが抜けていないような気分の悪さ。昨日のコンパは悪夢のようだった。午後四時。夕方になると、涼しさが増していた。車で駅まで迎えに来てくれたのは、丈治君。

「乗ってよ」

　白い薄手のセーターを着た丈治君は、また爽やかで好青年。昨日は強引にごめんね、とかわいく謝る彼に、同情にも似た気持ちが生まれている。

　昨夜は、慶次郎からもモニカからも電話がなく、ふたりの間に何かあったんじゃないだろうかと不安で眠れなかった。

「慶さんとは海で待ち合わせしてるから」

　一緒に車に乗って海へ向かうと思っていた私は、丈治君の言葉を聞いてガッカリして急に口数が減ってしまう。

　メンバーは詳しく聞いていなかったが、丈治君の知り合いの女の子も誘ったらしい。海までの一時間、私の心はすっかり慶次郎のことばかりで、丈治君の声が届いていなかった。

　モニカからのメールが届いたのは、海へ着く直前だった。

【慶次郎のこと、好きになってもいい？】

　たったそれだけのメールに戸惑い、返信できないまま、海へ到着。そこには、白い車が一台停まっていた。

「慶さん、もう先に着いてるな」

　丈治君はそう言って、その白い車の隣に自分の車を停めようと移動した。

　あの車、慶次郎の車なんだ。あの中に乗ってるんだ……。

　誤解を解けないまま、次から次へと誤解が生まれていて、私と慶次郎は泥沼の中にいるようだった。モニカと何があったのか。丈治君と私のことも誤解しているかもしれない。ちゃんと話せばすぐに解決することなのに、どうしてもうまくいかない。恋をすると、臆病になる。向き合うことが怖くなる。

「あれ？　慶さん、乗ってないな」

　丈治君は、スムーズに車をバックさせながら隣の車を見た。白い車の中には誰も乗っていなかったけど、見えたものがある。助手席に置かれた女性のものだとわかるピンクのバッグ。

「ふふ。実は、今日は慶さんと妹をくっつける作戦なんだ～」

　ニヤリと笑った丈治君が、悪魔に見えた。浜辺を歩く慶次郎とサトさんを見つけて、テンションが下がる。そういうことか。やられた。

　遠くから見るふたりはとてもお似合いで、どこからどう見てもカップルだ。

　きっと、私と丈治君もカップルに見える。これが自然な形なのかもしれない。

　私は、母が気に入るであろう丈治君と付き合えばいい。慶次郎は、一緒に仕事ができるサトさんを選べばいい。

　私と慶次郎は間違った相手を愛してしまったのかもしれない。だから、うまくいかない。糸が絡まるように、どんどんぐちゃぐちゃになってしまうんだ。

　どうすればいいんだろう。もう、だめになってしまうのかな。私と慶次郎……。

「お久しぶりです。真智さん」

「丈治君ってサトさんのお兄さんだったんですね～！　言われてみるとよく似てますよね」

　平常心を保ちつつ、サトさんとにこやかに話す私。複雑そうな表情の慶次郎。私が来るとは知らなかったのだろうか。

「どうして、真智さんがここにいるんですか？」

　眉をひそめて、不機嫌そうな顔をする。

「私は、丈治君に誘われて」

「ああ、そういうことですか」

　敬語で話す慶次郎は、私と目を合わせてはくれなかった。

　サトさんと丈治君が、買ってきたペットボトルの飲み物を袋から出している時だった。慶次郎が私に近付いて、耳元でそっと囁いた。

「丈治と付き合うの？」

　他の人に聞こえないくらいの小さな声だけど、私の心には大きく響く。

　丈治君と付き合うなんてありえないのに、そんな心配をさせてしまったことに焦る私。

「そんなわけないじゃないの！」

　目が合う。やっと笑ってくれた。目が合って、にっこりと微笑んでくれた慶次郎。少し安心した。この笑顔が見たかったんだ。

　まだ、私達……大丈夫だよね？

「丈治は、真智さんを狙っているんじゃないかな」

「え？」

　それは私もわかっている。わかっていて、今日こうして会うなんて、間違っていたんだよ。慶次郎に会いたいなら、ふたりで会うべきだった。

「モニカと、付き合うの？」

　私も質問した。笑顔が引きつる。

「そんなわけないじゃないですか。はは」

　慶次郎はそう言って笑ったけれど、きっと昨夜何かがあったはずだ。モニカが恋に落ちてしまうような何かがあったんじゃない？

「いろいろ話したいことはあるけど、また今度話そう」

　丈治君が近付いてきたので、慶次郎はそう言って私から離れた。




　とても綺麗な海だった。青がとても濃くて。紫にも似た深い青。キラキラ輝く水面がまぶしい。空の青さも、涙が出そうなくらいに美しかった。

　私と慶次郎は、お互いに思い合っている。それなのに、すれ違う。お互いの心が見えなくなって、向き合うことから逃げている。

　今までの恋なら、ここでだめになっていた。でも、この恋だけは手放したくない。ちゃんと、向き合って、自分の思いを伝えなきゃ。

「真智さん、行こっか」

　丈治君に、手をガシッと握られた。慶次郎がこっちを見ていることに気付き、その手を振り解かなければいけないと思っているのに、私は手を繋いだまま歩き出した。

「俺達がイチャイチャしてたら、慶さんもサトとその気になるんじゃないかな～と思ってさ」

　丈治君はそう言って、繋いだ手をブンブンと振った。

　妹のため。それは言い訳な気がして。丈治君はどんどん積極的になって、指を絡めたりしてきたんだ。

「やりすぎじゃない？」

「そう？　慶さん鈍感だから、これくらいやらないと」

　肩に手を回してくる。

　見ないで。見ないで慶次郎。

　そう願いながら、振り向く。すると、思いっきり目が合った。

　丈治君が階段の三段目に腰かけたので、私は少しだけ離れた階段の五段目に座る。

「もっと、こっち来たら？」

　私は、一段下に座りなおす。

「もっと、こっちおいでよ」

　膝に肘をついた姿勢で、顔を傾ける丈治君は上目遣いで私を見つめた。私を思ってくれている目だとわかる。私が動かないでいると、丈治君が私の隣に座りなおした。

「へへ」

　とかわいく微笑む丈治君。

　丈治君、ごめんなさい。あなたは何も悪くない。本当のことを隠していた私が悪いの。

　慶次郎とサトさんも、同じように少し離れた階段に座って、話していた。

　あのふたりはどんな話をしているんだろう。サトさんは、どんな思いでずっと慶次郎を支えているんだろう。仕事のパートナーとして、そばにいられるサトさんをうらやましいと思ったけれど、それ以上の関係になれない寂しさって……。

「真智さんは、まだ慶さんのこと忘れてないんじゃない？」

「え？」

　動揺を隠せない私は目が泳ぎまくっているだろう。

「さっきから、あっちばかり気にしてる」

　丈治君は慶次郎とサトさんのいる方向に視線を移した。

「本当のこと、言えなくてごめんなさい」

　私は大きく息を吸い込み、丈治君を見た。

「丈治君の言う通り、慶次郎さんのことが好き」

　もっと早く言うべきだった。サトさんも、丈治君も裏切った。そして、慶次郎も。

　波の音が穏やかだった。同じリズムで繰り返す音に耳を澄ましながら、頬に伝う涙を拭う。

「あきらめたくない、俺」

　首の後ろに回された腕はとても力強かった。強引に抱きしめられて、そのまま、キスされるんじゃないかと思った。

「やめてっ！」

　私は、とっさに丈治君の腕を払いのけた。

「ごめんね、丈治君」

　丈治君は、とても悲しそうな顔をしていた。目が潤んでいるのは私だけじゃない。丈治君の目も、少し潤んでいた。

「俺じゃ、慶さんの代わりになれないの？」

　ぎゅっと抱きしめられた。

「ねぇ、俺のこと好きになれない？」

　耳に唇を押し付けられた。もう波の音は聞こえない。丈治君の心臓の音が聞こえそうな近さだった。

「丈治、いい加減にしろよっ！」

　丈治君の腕をグイッと掴んだのは、慶次郎だった。

　今まで見たことのない表情をしていた。いつも冷静で落ち着いていて、穏やかに微笑んでいるのに。丈治君を強引に立たせた慶次郎は、にらみつけるような目で丈治君を見た。

「ごめん、丈治。お前のことはかわいいけど、今回だけは譲れない」

　ゆっくりと丁寧に話す慶次郎。私の方をチラッと見た後に、続ける。

「サトの気持ちには気付いてる。今、ちゃんと話してきた。僕は、真智のことが好きだから。ごめん」

　真智？　真智って呼んでくれたぁ。って感動している場合ではない。

　弟のようにかわいがっている丈治君との亀裂は私のせいだ。

「慶さん、すいません。俺も、慶さんの気持ちになんとなく気付いていたのに、真智さんを好きになってしまった」

　私は一歩下がって、下を向いた。

　ふたりの素敵な男性が自分を取り合っている。現実に起こっていることだとは思えない展開だった。

「僕と帰るだろう？　真智」

　見たことのないような切ない表情で、そう言った慶次郎。

「はい」

　私はそう言って、慶次郎の少し後ろを歩いた。

　サトさん、ごめんなさい。丈治君、ごめんなさい。

　心の中でそう何度も言いながら、ただ頭を下げることしかできない自分が情けない。

　サトさんの座っている場所を通り過ぎ、背中に視線を感じた。私が優柔不断な態度を取ったせいだ。

「真智さん、すいません」

　前を向いたまま慶次郎が謝った。

「私こそ、ごめんなさい」

「いや。僕は大人気ない行動を取ってしまった。でも、我慢できなかった」

　立ち止まった慶次郎は、少し微笑んで、助手席のドアを開けた。

　助手席にあるピンクのバッグに気付き、慶次郎はサトさんの方を見る。

「私が持って行くよ」

　私はピンクのバッグを胸に抱え、サトさんの方へ歩いた。

「サトさん、本当にごめんなさい」

　私がバッグを渡すと、ニッコリ微笑んだサトさんが私の手に触れながら言った。

「相手が真智さんで良かった。私も真智さんのこと、素敵な女性だなって思っていたんで、これでいいんです」

「サトさん……」

「慶次郎さんは本気です。だから大切にしてあげてください」

　私は涙を飲み込み、頷いた。

「ありがとう」

　私がそう言うと、サトさんは笑顔を見せた。

　階段に座ったままの丈治君と目が合う。丈治君は優しく微笑んで手を振ってくれた。

　ごめんね……。

　車に戻るまでに涙を止めようと、気持ちを落ち着ける。

「真智さん、ありがとうございます」

　慶次郎は切ない表情で私を待っていた。

「乗って」

　そう言うと、運転席に移動した。エンジンをかけると、車内に涼しい風が吹く。

「サトさんと話せてよかった」

　私がそう言うと、慶次郎は言った。

「サトは真智さんなら安心だと言ってくれた」

「本心じゃないと思うけど嬉しい。サトさん、本当にいい子だよね。丈治君も笑って手を振ってくれた」

　丈治君の優しさ、忘れないよ。

「丈治は優しいから。でも、我慢できないよ。真智さんが他の男とあんなことしているなんて」

　ハンドルに両手を乗せたまま、上目遣いで私を見つめた。

「私も、我慢できなかった。慶次郎さんが他の女の子と仲良くしているなんて」

　目が合う。

「サトさん、大丈夫かな……」

　私がそう言うと、慶次郎は、大丈夫大丈夫、と私の頭に手を乗せてくれた。

「ふふ。僕達は、似た者同士だな。不器用すぎるよ」

「ふふふ」

　まだ私のことを好きでいてくれている。そう感じられる微笑みだった。

「あの、まずは謝らせてほしいの。大北さんのこと」

　車が走り出してすぐに私が切り出すと、慶次郎は前を向いたまま、静かに頷いた。

「もう二度と会わないと約束していたのに会ってしまった。ごめんなさい。大北さんが母の保険の契約を全部解約すると言ってきて、母に頼まれたの。それで、断れずに会うことになった。会う前に慶次郎さんに話すべきだったと思う。ごめんね」

「そういうことでしたか。胃が痛くなる日々を過ごしていたんですよ、僕は」

　わざとらしく胃を押さえながら痛い表情を作る。

　彼の運転はとても丁寧で心地良い。

「何もなかった。大北さんとは本当にもう二度と会わない」

「あの後、仕事が入っていたから電話に出られなかったんです。でね、仕事終わってから何度も何度もかけたのに、真智さんの電話の電源が切れていた。それって、誤解しちゃいますよ」

　慶次郎に電話をかけすぎて、充電が切れたんだった。電話、くれていたんだ。

　私は、クーラーの風で揺れる慶次郎の髪を見つめていた。綺麗な黒髪。

「慶次郎さんに何度も電話かけているうちに充電が切れてしまって。本当だよ！　信じて」

「信じます。でも、何かあったと思うよ、普通は」

　信号で停まった時、左手を伸ばして私の頭をコツンと叩く。ドキドキして、体中の血液が顔に集まっているようだった。

「ごめんなさい。でも、何かあってもおかしくない状況だった。私が悪かったの。大北さんはそのつもりだったかもしれない。でも、私は好きでもない人と、そんなことできない」

「あの人はそういう人だから。僕の心配した通りだ」

「そういう人ってどういう意味？」

　私は慶次郎の横顔を見つめた。彼は眉をひそめた後、私を見る。

「大北部長は会社の派遣の女性に、契約をちらつかせて肉体関係を求めたことがあるんです。それが原因で海外に赴任することになった。そういう人なんです」

　私は大北さんの言葉を思い出した。私と同じだ。『保険を解約してもいいのか』って言ったあの顔が忘れられない。

「先に話しておけば良かった。でも、まさか会うなんて思ってなかった」

「ごめんなさい」

「でも何もなくて良かった。キス、してないよな？」

　ちょっと口調が変わった。それがまたかっこよくて。

「してない！　絶対してない！　好きじゃないもん」

「じゃあ、僕とはどうしてキスしたんですか？」

　ニヤリと笑う慶次郎は、車を路肩に停めた。

「す、す、す」

　見つめられると口が動かない。自分から、好きとか言うタイプじゃないし。

「す？」

「好き、だからです」

　言えた。また左手が伸びる。

「よく言えました」

　大きな手のひらで私の頭を包み込むようにしてなでてくれた。

　なでなで。なでなで。そして、私の頬に軽く指を当てた。

「僕も、好きですよ」

　慶次郎、大好き。好き、好き。好きです。

「真智さんに電話したかったし、会いに行きたかった。でも、怖かった。真実を知るのが怖くてね」

「私も同じです。すぐにでも会いに行けば良かった。誤解は早く解かないとだめですね」

　今度は私が手を伸ばして、サイドブレーキの上の慶次郎の左手に触れた。

「僕達は、同じ失敗を何度もしてしまいますね」

　そう言って、クーラーの角度を変えた。

「毎晩、真智さんのことを考えていました。部長と何かあったんじゃないかって思うけど、本当は信じていました。真智さんなら大丈夫だって」

「私も、慶次郎さんならわかってくれるって信じてた」

　慶次郎の左手が私の首の後ろに伸びる。

「それなら、早くこうすれば良かったんだ」

　慶次郎の唇が私に近付く。

　そっと触れ合う唇。離れて、またくっついて。

「会いたかった。キスしたかった」

「私も……」

　慶次郎の吐息が耳元にかかり、もうどうしようもなく、慶次郎が好きだと思った。

「好きだから、怖くなる。こんな僕を許してください」

　不安な顔で私を見つめる慶次郎の頬を両手で挟み、そっとキスをした。

「私も同じ。こんな私を許して」

「僕のこと、好き？」

　急に甘えたようにそんなことを言う慶次郎に、私は抱きついた。

「好き！」

「僕は、すぐ不安になる。好きって言ってくれたのに、まだ不安なんだ」

　弱い部分を見せてくれたことが嬉しい。私だって強くない。すぐに不安になるし、怖くて行動できない。

　私の頭に手を乗せて、おでこにキスをくれた。

「あのね、お願いがあるんだ」

　おでこをくっつけたまま、甘えた声で言う。

「今から、写真を撮らせてもらえる？　真智さんの本当の気持ちが見たいんだ」

「え？」

　私の頭に手を乗せたまま、慶次郎が言った。

「僕自身も、自分の気持ちと向き合いたい。カメラって不思議な力を持ってるんですよ」

「私も感じてました。慶次郎さんに写真を撮られている時間は、心の奥に眠っている気持ちが動き出すというか」

「でしょ？　今日は、全部見せてくださいよ」

　全部見せて……。その言い方がちょっとエッチで、体が熱くなる。

　私達はまだ体の関係になってはいない。でも、慶次郎さんは私の全てを知っている。そんな気がしてしまう。ファインダー越しに見る私は、きっと心も体もハダカにされているんだ。

「仲直りの撮影会、しましょうね」

「はい！」

　何を迷っていたんだろう。何を不安になっていたんだろう。

　まっすぐに向き合えば、何も問題はなかった。お互いにお互いを好きで。

　恋をすると、臆病になる。私だけじゃなかったんだね。










ハダカの撮影会




　――パシャパシャパシャ。

　無言で写真を撮り続ける慶次郎。

　一枚一枚、洋服を脱がされていくようだった。熱い眼差しに、燃え出しそう。

　私はこの人を愛している。母に反対されても、この思いは止められない。モニカが慶次郎を好きになったとしても、私は譲れない。今回は、今までと違うんだ。モニカに奪われるくらいなら、モニカとケンカしたっていいから奪い返してやる。

　慶次郎だけは手放したくない。

　――パシャパシャ。

　私は今まで、人に合わせて生きてきた気がする。好きになった人によって、自分が変えられていく感覚。それを嫌だとは思わない。

　でも、慶次郎を好きになってから、この〝ありのままの自分〟がとても気持ちいいことに気付いた。慶次郎の前では、本当の私でいられる気がするんだ。

　――パシャ。

「僕は」

　――パシャ。

「あなたを愛してしまった」

　――パシャパシャ、パシャ。

「私も慶次郎さんを愛しています」

　――パシャパシャ。

　心地良いシャッター音に耳を澄ましながら、ふと目を閉じた。

「真智」

　目を開けると、慶次郎が私の前にいた。

「真智の気持ち、僕にはちゃんと見えたから」

「心がハダカにされちゃった気分……」

　体は離れたまま。顔だけをくっつけて、キスをした。

「我慢できそうにない」

「私も」

　鍵を閉めた写真屋さんの奥。チョコ色のソファの上で、私は慶次郎に優しく押し倒された。

「抱きたい」

　耳に唇を這わす慶次郎。返事なんていらなかった。言葉なんていらなかった。

　私は、慶次郎の力強い腕に自分の腕を絡ませた。そして、近付く舌に自分の舌を合わせる。溶け合う。絡み合う舌から感じる慶次郎の愛。愛されている。私達は愛し合っている。

　私は慶次郎の着物の帯を引っ張った。あらわになる慶次郎の体。引き締まった筋肉質な胸。

「慶次郎さん、まぶしいよ」

　撮影用のライトがまぶしくて、恥ずかしい。

「このまま真智を見ていたい」

　明るすぎる照明の中、慶次郎は私を見つめた。

「綺麗」

　そう言うと、私の服の中にそっと、手を入れた。

　器用にブラのホックを外す慶次郎。

　あなたは、今まで何人の女性を抱いたの？　どんな女性をその熱い瞳で見つめてきたの？

　熱い視線で私を見つめ、体中にキスをする。目が合うと、唇にキスをして。耳元に息を吹きかける。

「慶次郎」

「真智、見ていい？」

　ゆっくりと私の服を脱がせる。その手つきさえもかっこよくて、どんどん好きになる。まぶしいほどの白い照明の中で。

「綺麗だよ」

「もっと、もっと見て」

　そう言わずにいられなかった。

「ああ、見るよ。もっと」

　私達は、溶け合うように燃えるように求め合った。

　こんな明るい場所で体も心もハダカにされちゃった。もう何も隠せない。私の全ては、慶次郎のもの。

「あん」

　溢れ出す愛の中へ。

「愛してる」

　慶次郎の汗が、私の首筋へ落ちる。そのかすかな感触で、私の体はビクンと感じてしまう。

　天井の木目模様。明るい照明。目を閉じてもそこには慶次郎がいる。

　甘い吐息に包まれて、私達はひとつになった。

「もっと、もっと」

「ああ、もっと」

「もっと」

「真智」

「慶次郎っ」

　どれくらい時間が経ったんだろう。私と慶次郎は、絡み合うように抱き合いながら眠りについていた。

　そっと目を開けると、そこには慶次郎の顔があった。普段は見えないくらい薄いひげに、触れてみる。

「好き」

　呟いてみるけど、慶次郎はまだ眠ったままだった。もう夜中の二時をまわっている。私は静かに起き上がり、まぶしいライトを消した。

　こんな幸せな時間が今まであっただろうか。愛する人と結ばれることの喜びを知ったのは、初めてなのかもしれない。

　慶次郎、愛してる。あなたに抱かれて、私は心も体もハダカになれた。

　もっともっと、愛して。もっともっと、愛したい。




　スタジオと店とを区切る遮しゃ光こうカーテンから、朝日が差し込んでいる。

「ん……」

　先に目が覚め、慶次郎の寝顔を見つめていた私。慶次郎が寝返りを打ち、かすかに目を開けた。

「んん～」

　伸びをする慶次郎は、私の存在に気付き、自然に私を抱きしめる。とても、大切そうに優しく抱きしめてくれた。

「おはよう、真智」

「おはよう、慶次郎」

　抱き合いながら、クスクスと笑う。

　この感じ。好きと好きが重なる瞬間。相手も自分と同じくらい幸せを感じてくれているんだと実感できるこの瞬間は人生でそう何度もない。

「エッチしちゃったね、僕達」

　そんなことを言う慶次郎に、私はただ恥ずかしくて笑う。

「ますます好きになってしまいました」

　丁寧に話す慶次郎にまたドキドキしちゃって、体が熱くなる。

「このまま第二ラウンド、と行きたいところですが、どこかに朝食を食べに行こう」

　鼻の先をくっつけたまま話す。

「お腹減ったもんね」

　私が言うと、慶次郎は私のお腹をプニッとつまんだ。

　立ち上がろうと体を起こすと、グイッと引っ張られる。

「でも、ちょっとだけ」

　そう言った慶次郎は私の首筋に顔を押し付けた。

「モーニングの時間、終わっちゃうよぉ」

　私はそう言いながらも、もっと慶次郎とくっついていたかった。

「真智の匂い、好き」

　そう言いながら、慶次郎は私の首筋にキスをする。

「だめだって」

「ふふふ」

　そうして、私達は目覚めのキスをした。

　壁にかかっている時計を見上げた慶次郎は、寂しげな表情をして、息を吐く。

「あと、二時間で仕事だな」

「だからぁ、早く朝食食べに行きますよ」

　私はそう言いつつ、慶次郎の体に手を回していた。

　止められない。昨日は明るい照明の中で。今朝は、ほんのり明るい朝日の中で……。

「短めのバージョンで」

　なんて言う慶次郎。私達は、また深く愛し合う。求め合う。

　明日も、明後日も、その先もずっと会えるのに、今どうしても離れたくなかったんだ。ひとつになりたくて、体も心も止められない。

　短めバージョンのエッチを終えた慶次郎は、優しく何度も何度も私を包み込んでくれる。

　服を着ようと、体を起こした私。服に手を伸ばすと、その手を慶次郎に掴まれた。

「まだ着ないで」

　そう言った慶次郎は、着物を羽は織おり、ハダカの私を着物の中に抱き込んだ。

「真智、好きです。正式に僕の彼女になってください」

　こうしてちゃんと告白されることって実はあまりなかった。メールとか電話とか、なんとなく付き合うってことが多かったっけ。

「こちらこそ、よろしくお願いします。彼女にしてください」

　そう答える私の頬に頬を当てる。

「大事にします。だから、僕から離れないでくださいよ」

「はい。信じてます」

　誓いのキス。

　信じてる。信じられる。慶次郎のことなら信じられる。

　ずっとずっと、好きでいてくれる。どんな私も受け入れてくれる。きっと、ずっと一緒にいられるよ、私達。

「あ、急ぎましょう」

　その後、急いで着替えて、近くのカフェへ駆け込んだ。自然に手を繋いでくれたことに感激しちゃう私。

「モーニングセットふたつお願いします」

　三十分のモーニングデート。目が合うたびに照れ臭くて、クスクスと笑い合った。ラブラブすぎる、私達。

「なんですか？」

　目をそらす慶次郎。

「好きだな～と思って」

「僕もそう思ってました」

　厚切りトーストにイチゴジャム。ハーブ入りソーセージに、ポテトサラダ。アイスコーヒー。慶次郎と結ばれて最初に食べたこの食事を一生忘れない。慶次郎とちゃんと付き合って、最初のデートだもの。

「美味しいですね」

「真智の次に美味しいかな」

　甘い甘い、朝のひととき。

　私に彼氏ができた。和服を着た不思議な街の写真館の店主。

　今、人生で一番輝いていると思う。生きていて良かった。この人に恋をして良かった。アイスコーヒーの氷をストローでツンと突っつく。

「真智、なんだかエッチ」

「何が？」

　慶次郎は、自分のアイスコーヒーの氷をくるくるとストローでかき混ぜた。

「離れがたいな」

　呟くようにそう言った慶次郎は、時計を見て、深呼吸をした。

「仕事、頑張ってくるよ。真智は、もう少しゆっくりしていていいよ」

「頑張ってね！」

　薄紫の着物。大きな背中を見つめる。店から出て歩いていく背中をじっと見つめていると、涙が溢れた。

　幸せの涙と同時に、好きになりすぎてしまった不安の涙。失ったらどうなるんだろうという不安が押し寄せる。信じているのに、怖くてたまらなくなる。

　どうか、いつまでも失わずにいられますように。いつまでも、隣にいられますように。

　彼の残したグラスの中の氷が、コロンと音を立てた。

〝大丈夫だよ〟

　慶次郎の声が聞こえた気がした。







第四章










友情




　遠回りした私達。もっと早く向き合っていれば……。だけど、すれ違っていたあの時間も大切なものだったのかもしれない。

　慶次郎と心を通わせることができた私だけど、モニカとはまだ向き合うことが怖くて。でも、ちゃんと話さなきゃ。本当の気持ち、ちゃんと伝えないといけない。私は、慶次郎が好き。誰にも譲れない。

　慶次郎と会った翌日。モニカに、仕事終わりに飲もうとメールをした。

　モニカが男を落とす時にいつも使っているというオシャレなお店で待ち合わせ。黄緑色のライトが入口を照らし、中に入ると、まっ赤なライトで目がおかしくなりそう。

　香水の匂いとタバコの匂いが混ざり合う店内。先に座っていたモニカが、私を見つけてタバコの火を消した。

「真智～！　遅い遅い！」

「ごめん。ちょっと仕事が終わらなくて」

　モニカの手には、エメラルドブルーのカクテル。勝手に私の分のカクテルまで注文する。

「今日は飲むよ」

　そう言いながらモニカはカクテルグラスをなめた。宣戦布告？

　私、ちゃんと言えるかな。自分の思いを伝えられるのだろうか。

　モニカは目の前で圧倒的に強いオーラを放っている。

「じゃ、乾杯！」

　私は、オレンジ色のカクテルを口へ含んだ。

「そのカクテル飲むとね、何もかも話したくなるんだよ～」

　と彼女は笑う。

　私達は本題を避けながら、十分程世間話をしていた。

「はい、終了～」

　サッとモニカが立ち上がる。

「やっぱり、ここでは話せない。店出よう」

　主導権はいつもモニカ。それが楽でもあるけれど、ときどき自分に自信がなくなる。私にはそんなリーダー的な魅力がないから。

　店を出てどんどん進む後ろ姿を追いかける。できれば、お酒の力を借りたかった。酔った勢いで話した方が楽だったけど、きっとそれはモニカにはバレている。

「ここでいいよね」

　都会の中の静かな公園のベンチに座る。街灯に照らされて明るい場所だった。

　止まってしまった噴水から少しだけ水が出ている。水面に映る街灯の明かりと月明かり。とてもロマンチックで、いつか慶次郎と来てみたいと思った。

「さてと。まずは私から言わせてもらう」

　モニカはベンチの背もたれにもたれかかり、足を組んだ。スラリと伸びた綺麗な足。

「真智ってさ、私のことなんだと思ってんの？」

「え？」

　いきなりキレ出す。しかも内容がよくわからない。

「昔から感じてたんだけどさ。私に合わせてるだけで、自分の意見ってないの？」

　それは私も感じていたこと。自分にないものを持っているモニカをうらやましく思いながら、彼女に合わせている自分に疲れていた。

「私、自分に自信がなくて」

「真智は、逃げてんだよ。人に合わせるのは楽だよ。人とぶつからない生き方って楽だけど、ずるいと思う。今回だって、私はあんたからの連絡をずっと待ってた」

　胸が痛かった。モニカは全部わかっていた。人とぶつかることが嫌いで、自分が我慢すればいいと思っていた私のことを。それは、優しさじゃなく、ずるさ。

「真智は、いつもニコニコしていてかわいいけど、もの足りない。友達だと思ってくれているなら、ケンカしたっていいじゃん。普通ならケンカになるのに、真智とはケンカできない」

　本当の友達ならケンカしたって、大丈夫。

　そうだよね。きっと、私はモニカのことを本当の友達だと思っていなかった。モニカもそうだったのかもしれない。でも、今、彼女は自分の思いを必死でぶつけてくれている。本当の友達になるために。

「ごめん！　その通りだよ。私はモニカに頼って、モニカに合わせていた」

　彼女と過ごした今までの記憶がよみがえる。

　どうして、ケンカができなかったんだろう。私、逃げていたんだ。

「彼氏を取られた時だって、本当は悲しかったけど、平気なフリをした。それは、ケンカするのが嫌だったから。それに、モニカには勝てないと思ったから。女として敵わないって思ったから」

　こうして、心の奥の気持ちを吐き出すことって人生で初めてかもしれない。止まっていた噴水の水がまた大きく噴き出した。大きな水の音。

「慶次郎だけは譲れない。私、本当に慶次郎のことが好きだから」

　目を見て言えた。対等になれた気がした。

　私はモニカといる時、いつも彼女よりも下にいた気がする。モニカが偉そうにしているわけじゃなく、勝手に私が下に下がっていた。

「やっと、だね。真智、初めてだね。今回もまた譲ってくれるのかと思ったのに」

「絶対にだめ！」

　また噴水が止まったので、私の大声が公園に響き渡り、ふたりで大笑いした。

　逃げることは簡単で。向き合うことは勇気がいる。でも、そこから何かが生まれる。

「実はね」

　モニカが静かにそう言った。私は息を飲む。

「慶次郎のこと、好きじゃないよ」

　穏やかに話し始めた。

「え？」

「今までの真智の恋愛を見てきて、ずっと思ってたんだよね。私だったら、友達に奪われるなんて絶対に嫌なのにな～って。真智の恋は、本気じゃないと思ってた。今回あんたが本気だって言うから、それを確かめたかったんだよ」

　ふんわりパーマの髪を指に巻きつけながら言う。さっきの店の匂いがまだ残っていた。

「わざと、慶次郎に近付いたってこと？」

「まあね。譲ってくれるっていうなら、ぜひ譲ってほしい人材だけどさ。真智の本気度を確かめたかった」

「ごめん。私のこと心配してくれてたんだね」

　モニカを誤解していた。私よりもずっとずっと友情を大事にしてくれていたのかもしれない。

「でも、不合格だよ！　普通は、あのコンパの後に追いかけてこないといけない。私から慶次郎を奪って、私に平手打ちくらいしないとだめなんだよ」

　そう言ってケラケラと笑った。

「でも、恋愛下手な真智にしては、頑張ったよ。仕方がないから合格にしてあげる」

「モニカァ～！」

　私はモニカの細い体に抱きついた。

「真智はバカだよ。本当に。今までの男だって、あんなに簡単に私に譲っちゃだめなんだよ。私も悪かったけどさ。普通なら、『絶交してやる』ってブチギレするよ？」

「だよね。うん。でも、今回はその覚悟だったよ。モニカには絶対に渡さない！って思った」

　慶次郎に対する思いは、今までのどの男性への思いとも違っていた。

「良かった。真智も、やっと本当の恋愛ができたんじゃない？　大事にしなよ。慶次郎のこと」

　そう言うと、スマホの画面を私に見せてきた。【真智の彼氏】と登録されている慶次郎の番号。

「番号交換したのは、何かあった時に必要かもしれないから。慶次郎も、そのつもりで交換した。私の狙いをちゃんと伝えたから」

「え？　慶次郎も知ってるの？　モニカがわざと近付いたってこと」

「もちろん。だって、惚れられたら困るしね～はははは」

　足をバタバタさせて笑うモニカに、私は体を寄せた。

「モニカのバカ～！　本気で心配したんだから」

「慶次郎には、真智からちゃんと話してね。今日のこと」

　私達は、今までの過去の恋愛トークで盛り上がった。あの男は最低だったよね～とか。あの男は今は、友達の誰と付き合ってるんだよ～とか。

　やっと。やっと〝本当の友達〟になれた。心をハダカにすることができた。

　慶次郎のおかげ。これからゆっくり、時間をかけて親友になれるように。私のことを誰よりもわかってくれていたモニカを大切にしよう。

「モニカ、好きだよ～」

　夜の公園に響く声。

「真智、好きだよ～」

　青春ドラマのように。月の下で、涙が出るほど笑った。

　慶次郎、あなたのおかげで彼氏と同時に素敵な友達ができたよ。ありがとう。










初対面




　彼氏ができて、今まで感じたことのない幸福感でいっぱいだった。私のだめなところも、弱い部分も全部知って、それごと好きになってくれた。今までの彼氏とは違って、無理しなくていいし、自然な私でいられる。

　職場での態度も今までと違う。ダメ後輩へのイライラも、バカ上司へのムカムカも、どこかへ飛んでいってしまったようだ。

「榎本さん、なんだか綺麗になりましたね～」

　後輩からのこんなお世辞を素直に喜ぶことができる。きっと、真実だから。

　本物の恋を手に入れた私は、確実に綺麗になっている。愛する人に抱かれることで、お肌もツヤツヤ。ホルモンバランスが整っている感じがする。




　付き合って数日後の仕事帰りに、野嶋写真館へと向かった。

　約束はしていなかったけど、急に会いたくなった。そんな理由で会いにいける関係になれたことが嬉しくて、鼻歌を歌いながら歩く。

　店に誰もいないことを確認してから、ドアを開けた。慶次郎は、難しい顔をして写真を整理しているようだった。

「忙しかった？　急に来てごめんなさい」

「久しぶりだな」

　私に気付くと、慶次郎は急に柔らかい表情になり、それがとても嬉しい。

「仕事の邪魔になるからすぐに帰るね」

「いいよ。アシスタントとして手伝ってくれればいい」

　そう言ってくれた慶次郎だけど、私は顔だけ見られればそれで良かったんだよね。

「次のお客さんが来る前に帰るね」

　予約のお客さんがあと十五分で来るというので、それまで一緒にいよう。

　深緑の着物姿の慶次郎は今日も素敵。

「今、ものすごく真智を抱きしめたいけれど、だめですよね」

　書類を整理しながら、ひとり言のようにぼそっとひと言。そして、壁掛け時計を見上げる。

　私は、その大きな背中をそっと抱きしめた。まだ大丈夫だよね。少しくらいいいよね？

「また会いに来るね」

　温かい背中に体をくっつける。落ち着く匂い。お香と慶次郎の匂い。

「今日も明日も明後日も会いたいですね」

　そんなことを言ってくれる慶次郎。キスをしたかったけど、自分の口紅が慶次郎についてしまうので、我慢我慢。

「じゃ、帰る！　頑張って」

　そう言った私の腕をガシッと掴み、部屋の奥へと引っ張った慶次郎。そして、静かにそっとキスをした。口紅がつかないくらいのソフトなキス。

「なかなかゆっくり会えなくてごめん」

　私の頬を両手で挟み、鼻先をくっつけた。

「愛してる」

　慶次郎はそう言うと、テキパキとカメラの機材を片付け始めて、仕事モードの顔へと切り替わる。

「バイバイ！」

　私が笑顔で別れの言葉を言うと、切ない表情で私を見つめ、手を振る私ににっこり笑う。

「気をつけて帰ってくださいね」

　付き合っても、相変わらずの丁寧な口調が好き。綺麗な黒髪が、耳からハラリと落ちる。

「じゃあね」

　ドアに手をかけると、慶次郎が背後から私を抱きしめた。

「だめだ。帰さない」

　手を引かれ、外からは見えない場所へ。

「せっかく来てくれたのに、もう帰るなんて言わないで」

「でも、仕事の邪魔になっちゃ……」

　私の言葉は、慶次郎の熱いキスで止められる。

「今日は、仕事が忙しくて疲れちゃったんだ。だから、真智が必要なんです」

　そんなこと言われちゃうと、帰れないよぉ。

　嬉しくて、ドキドキして、もう慶次郎が大好き。私の耳たぶを軽く噛んだ慶次郎は、耳元で囁く。

「感じた？」

　照れる私の顔を見て、ニヤリと笑う。

「感じてる真智の顔もかわいい」

「もうっ」

「照れてる顔も好きですよ」

　首筋にキスをする。

　もう立っていられないくらいに感じてしまっている私は、慶次郎の体に身を委ねる。

「このまま、帰れる？」

　ドＳ顔の慶次郎にまた感じてしまう私。

「慶次郎のバカァ」

　私のブラの中に手を入れた慶次郎と目が合う。

「ここは、お預けにしとくよ。仕事終わったら、もっともっと愛してあげます」

　舌と舌の先を合わせて、鼻先をくっつける。

「だから、ここで待っていなさい。帰ったら、許しませんよ」

　慶次郎は、私の顔を両手で挟み、おでこをくっつけながら言った。

「はい。わかりました」

　ご主人様の命令は絶対です。

「慶次郎、もうお客さん来ちゃうんじゃない？　大丈夫？」

　慶次郎は乱れた着物を直しながら、振り向く。

「僕は、切り替えが早いので、すぐに仕事モードに戻れます。へへ」

　そう言って何事もなかったかのように、撮影の準備を始める。私は火ほ照てった体をどうすることもできず、ただただ慶次郎を見つめていた。

「何？　真智、どうかした？」

　わざとそんなことを言う慶次郎だけど、この関係が幸せすぎて、泣けてくる。

「目がウルウルしてますけど、どうしたんです？」

「慶次郎のことが、好きすぎて……幸せで、泣きたくなってくる」

　こんなに正直に気持ちを話せるなんて、初めてかもしれない。

　過去の恋愛では、好きなのに好きじゃないフリをしたり、好きになりすぎたら負けだから、気持ちを隠したりしていたっけなぁ。

「だめですよ。今泣いちゃ、僕は仕事どころじゃなくなってしまう」

　私に近付いた慶次郎は、ぎゅ～っと抱きしめてくれた。

「大丈夫です。僕はどこへも行きません。真智のそばにいますから」

　私の涙にキスをくれた。

「好き」

　もう止められないくらい、好きで。気持ちが溢れ出す。

「僕も好きですよ」

　またラブラブなキスをしそうになった慶次郎だけど、時計を見て、仕事に戻る。

「真智のせいですからね」

　と言いながら、慌てて準備をする慶次郎。

　それからすぐにお客さんが来た。とても綺麗な若い女性だった。

「それでは、撮影に入りますね」

　ひと通りの説明の後、撮影の部屋に入った慶次郎と綺麗な女性。仕事をしている姿はまた素敵で、惚れ直してしまう。でも、自分以外の女性を見つめる慶次郎に、嫉妬してしまいそうになる。

　あの女性の心の中まで見てるんだもん。心までハダカにしちゃってるんだよね。慶次郎の背中、かっこよすぎる。

　どうしよう。こんなに素敵な人を彼氏にしちゃって、私、大丈夫？

　でも、イケメンカメラマンの彼女なんだから、こんなことで不安になってちゃだめだ。

　写真を撮る仕事というのは、綺麗な女性との出会いも多い。不安になっていても仕方がない。綺麗などの女性よりも、輝いた私でいなきゃいけないよね。

　頑張れ、私！

　なんだか気持ちまで前向き女子になってくる。今の私、超いい感じ。

「リラックスして」

　セクシーな声の慶次郎に酔う私。

「それでは、最後の一枚いきますね」

　綺麗な女性を見つめる自分の彼氏を見る。なんとも、不思議な時間だった。どんどん気持ちが高ぶってくる。早く、慶次郎に抱かれたいと強く思っている私がいた。

　私だけのものになって、私だけを見つめて。

　そう思いながら、慶次郎を待った。




　ガチャン、とドアが閉まる音がした。

　ふ～っと息を吐く慶次郎。

「もう店閉めるから、もう少し待っていてくださいね」

　後片付けをしながらそう言うと、私に近付いて、頭の上に手を乗せた。

「帰らないでいてくれてありがとう。おりこうさんでした。あとでじっくりかわいがってあげますから」

　私をドキドキさせて、また離れていく。

「慶次郎っ！　何か手伝えることない？」

「ん？　じゃあ、このカップを洗ってもらおうかな」

　お客さんが飲んだカップが置かれているシンクを指差した。

「うんうん！　手伝う！」

　慶次郎の役に立ちたかった。

　サトさんほどの力はないけど、何か仕事の手伝いがしたいんだもん。

　慶次郎は、店のカーテンを閉め、いろいろな機材を片付けていた。私は、口紅のついたカップを洗いながら、ちょこっと芽生える嫉妬心と戦っている自分と向き合う。そりゃ、やっぱりイヤだよ。心配になるよね。

　大好きな人が、別の人を見つめて写真を撮る。それが仕事だってわかってるけど、熱い眼差しを見ると、やきもちやいちゃったりする。それは自然なことじゃない？

「どうした？」

　手を止めていた私の背後に現れた慶次郎は、自分が飲んでいたカップを私に渡す。

「真智、どうしたんです？　何を考えていたんですか？」

「ううん、別に」

　としか言えなかったのは、慶次郎があまりにも近かったから。

「正直に言ってください」

　慶次郎は、私の腰に手を当てて、体を密着させてきた。

「ちょっと……やきもちやいちゃったの」

「やきもち？」

「さっきのお客さんも美人だったし、他にも綺麗な人をたくさん撮ってるんだな～って思うと、心配になっちゃって」

　私は、腰に回された手の動きにドキドキしながら、自分の思いを伝えた。

「ありがとう。真智。そんなに僕を愛してくれてるんですね」

「ごめんね。仕事だから仕方ないし。うん。そうなんだよね」

　腰に当てていた手がどんどん上に上がり、服の中に入ってくる。

「慶……」

「真智」

　泡だらけの手で、カップを持ったまま……顔だけ後ろに向いてキスをした。

　カップを落としてしまいそうなくらいの熱いキスだった。

「洗い物、まだ残ってるから」

「あとふたつ、しっかり洗ってくださいよ」

　慶次郎はそう言って、私の服のボタンを外し、ブラウスを脱がせる。

「慶次郎、だめだよ」

「落としちゃだめですよ」

　背中に柔らかいキスをする慶次郎は、いつの間にか私のブラのホックを外していた。

「よく洗えましたね。ごほうび、あげますよ」

　濡れたままの手で、私は慶次郎と絡み合うようにその場に倒れ込んだ。

　ひんやりとした床の上、激しく求め合う私達。

「僕は、真智に初めて会った時に、感じたんです。この人になら、僕の全てを見せられると。真智は僕に似ている気がしたんだ……」

「私も、慶次郎には全部見せられると思った。全部見られている気がしたの。写真を撮られている時、この人には何も隠せないって……」

　ぎゅっと体を抱きしめながら、私達は心の中を見せ合った。

　キスの合間に、気持ちを話してくれる慶次郎。普通のエッチとは違う。心と心が通い合う愛の詰まったエッチ。

「心まで綺麗な人ってなかなかいない。真智は、それに気付いてなくて……そこにまた惹かれた……」

　私達は、床の上でひとつになった。慶次郎の汗が私の鎖骨をすべり落ちる。

「愛してます」

「慶次郎っ！」

　愛する人が私を愛してくれていて、今その思いがひとつに重なる。もう、これ以上の幸せはないって思うくらいの幸せを感じて……。

「真智といると……本当の僕でいられる……」

「私もっ……同じ」

　愛しすぎてもいい？

　これ以上好きになると、おかしくなってしまいそう。

　私達はどこか似ているのかもしれない。不器用で、素直になるのが怖くて。

　ときどき聞こえる車のクラクションの音、人の話し声、ＦＡＸの受信音にドキドキする。

　ソファに運ばれた私は、慶次郎の腕枕の上で幸せを感じていた。

「明日も会いたいけど、無理ですよね」

「私も同じこと考えてた」

「じゃあ、明日も会えるってことだね」

「うん」

　片時も離れたくない。このままずっとずっと一緒にいたかった。

　この幸せがこの先も続くと信じている半面、いつか消えてしまうんじゃないかという不安もある。だから、離れたくなくて、ずっと慶次郎の腕に顔を埋めていた。

　慶次郎と一緒にタクシーに乗り、家まで送ってもらう。

　明日は、仕事が終わってから、慶次郎の家に行く約束をした。




　次の日、少し早めに仕事が終わりそうだと連絡があったので、急いで写真館へ向かった。

「走って来たの？　そんなに僕に会いたかったんですか」

　閉店した店の前で慶次郎が待っていた。

「じゃあ、僕が手料理を振る舞いましょうか」

　慶次郎は、私のために車で来てくれていた。

「どうぞ」

　助手席のドアを開けてくれた慶次郎と目を合わせ、車に乗る。あの海の日を思い出した。

「真智の心を読んでみましょうか？　サトのこと、思い出してるでしょ？」

　なんでもお見通し。

「正解、です」

「やっぱりね」

　車をスムーズに走らせる慶次郎の横顔をチラッと見る。

「サトさんは、どんな気持ちでこの車に乗ってたんだろう」

「真智は優しい。サトの心配ばかりしている」

　だって、サトさんはずっと慶次郎を思ってきたんだよ。私よりもずっと長い時間、慶次郎を見てきて、そばにいて、一緒に仕事をしてきた。

「海で、サトに言われたんだ。真智さんのことが好きなんでしょ、ってね。着物のモデルを頼んだ時から、サトは気付いていたんです。僕も、それはなんとなくわかっていましたが」

　サトさんの気持ちを思うと、とても切なくて苦しくなったんだ。

「あの時から、僕はもう真智のこと好きだったんですよね」

「そうだったの？」

　いつから好きになったとか、そんな具体的な話はしたことがなかった。

「サトは、僕のことをずっと好きでいてくれていたんです。真智の存在を知って、もうあきらめようと決めたと、海で話してくれました。だから、僕も正直に話した。真智のことが好きだから、大事にしたいと思っている、と」

　あの海で、そんな話をしていたんだ。全然知らなかった。

　慶次郎のブレーキテクニックは最高で、運転姿にまたドキドキしちゃう。

「僕のことあきらめるから、これからも一緒に仕事がしたいと言われたんだ。僕は、サトのしたいようにしてほしいと言ったんだけどね。それも残酷だったかな」

　好きな人と一緒にいたいと思うのは当たり前で、そのために好きじゃないフリをするくらい平気。心の中では泣いていても、笑顔を作ることだってできる。

　それが、恋なんだよね。

「サトさん、本気で慶次郎が好きなんだよね」

「ありがたいと思う。だけど、真智がそこで胸を痛める必要はないんだよ。だって、真智だって、本気でしょう？」

　そう言われて、私は少し気持ちが楽になった。

「サトのことはちゃんと振りましたから、安心してください」

　サトさんは、前に進むために、ちゃんと失恋がしたいと言ったんだって。慶次郎は、その思いをしっかり受け止め、ちゃんと振った。

　その光景を想像するだけで、切なくて、心が痛いよ。

「僕と真智が幸せになればいいんだよ。誰かが傷付くことは仕方がないことなんです。僕がサトを選べば真智が傷付く。まぁ、僕は真智しか選びませんが」

　そうか。そうだよね。サトさんのためにも、丈治君のためにも私達が幸せにならなければいけない。

　慶次郎の心地良い運転で、家へと到着した。




「汚い部屋ですけど、どうぞ」

　慶次郎の部屋は、なんとなく想像していた通りの部屋だった。

　和の香り漂う家具達に囲まれて、慶次郎はどんな時間を過ごしているんだろう。リビングには写真家らしいものはいっさいなかった。そのかわり、隣の仕事部屋に、写真がたくさん飾られていた。

「あ、これ」

　その中の一枚に、着物姿の私の写真があった。

「隠すの忘れていました。僕のお気に入りの真智です」

　照れ臭そうにそう言って、慶次郎は、写真の中の私を見つめた。

「適当に作るから、ソファでのんびりしていてくださいね」

　写真館とは違う感じのお香の匂いがする。

　綺麗に整理されたキッチンには、着物を脱ぎ、シャツとエプロン姿の慶次郎がいた。

「着物じゃない慶次郎だぁ～！」

　興奮する私に慶次郎が笑いながら言う。

「ハダカの僕もいつも見てるでしょ？」

「エプロン似合う～！　かっこいい」

　慣れた手つきで料理をする慶次郎を見ていると、将来の妄想が膨らむ。

　こんな風に、慶次郎が料理してくれたりするのかな。私と並んで一緒に作ったりして、そういうの憧れる。慶次郎と結婚できたら、どんなに楽しいだろう。

「何笑ってるんです？」

「へへ。ちょっといろいろ妄想してて」

「気が早いですね」

　と言われて、結婚を妄想していたことがバレたのかと思ったが、違っていた。

「早く、キスしたいんですか？」

　エプロン姿の慶次郎は、私にキスをくれた。チュッて優しいキス。

「ぺペロンチーノ、作りますね」

「わぁ、嬉しい！」

　手際良く、料理をする慶次郎。私は何も手伝えないまま、慶次郎を見つめていた。

「できましたよ」

　向かい合って、手を合わせる。

「いただきます」

「はい、どうぞ」

　胸がいっぱいだよ。慶次郎が私のために作ってくれた愛情たっぷりのペペロンチーノは、本当に美味しくて、幸せすぎて……。結婚、考えちゃうよ。本当に、この人と結婚したいって思ってしまう。

「好きな人と食べると、どうして美味しいんでしょうね」

　自然にそんなことが言えちゃうってすごい。

「慶次郎は口がうまいよ」

「そんなことないんですよ。真智に出会ってからです。人を褒めるのもあまり得意じゃないし、好きな人に好きと言うのも苦手な男だったんですけど」

　意外なことを言い出す慶次郎に、私は目を丸くした。

「そうなの？　今までの彼女には、そんな甘い言葉とか言わなかったの？」

「ははは。そうですね。言わなきゃいけないことを全然言えなかった。だから、失敗ばかりでした」

　慶次郎の過去の恋愛に興味があったけど、聞いてしまったら嫉妬しちゃいそうだし、踏み込めないでいた。

「真智といると、自然になんでも言える。どうしてでしょうね」

「私も素直になるのが苦手で、好きなのに好きって言えないかわいくない女なの。でも、慶次郎には言える」

「失敗したおかげで、真智と出会えた。だから、過去の失敗も大事な宝物です」

　真顔でそんなことを言う慶次郎に笑ってしまう。

「本当にそうだよね。過去がなければ、今はないんだもんね」

　私が笑いながら言うと、慶次郎は最後のパスタを口へ運んだ。

「丈治と約束したんだ。真智を幸せにするって。慶さんじゃなかったら絶対に奪ってますよって言われたよ」

　丈治君の名前が出て、私の胸がまたチクンと痛む。

「丈治君、怒ってないかな」

「大丈夫。丈治は、根っからのイイヤツだから。でも、丈治は、真智の外見だけに惹かれたわけじゃないんですよ。だから、ちょっと悔しかった」

　慶次郎は、グラスの中の水をグイッと飲んで、思い出すように天井を見た。

「ちゃんと真智の性格を見抜いてた。それで好きになったんだと知って、悔しくてね。だからこそ、本当にこの愛を大事にしたいって思うんです」

　ふたりで手を合わせて、ごちそうさまと言った。

　並んで洗い物をしていると、慶次郎が腰をぶつけてきた。

「昨日のこと、思い出しません？」

「昨日のこと？」

　私は、昨日の写真館での洗い物をしていた時のことを思い出した。

「ほら。思い出した」

　と慶次郎は言って、泡だらけの手で私の手を握る。

「まだだよぉ」

「早く洗って、一緒にシャワーでも浴びません？」

　一緒にシャワー？　想像しただけで、ドキドキする。

　綺麗に整頓されたキッチンのカウンターには、小さなサボテンがひとつ置いてあって、それもまた慶次郎らしいと思った。

「先にシャワーにします？　それとも、先にベッドに行きます？」

　慶次郎はニヤリ顔で言った後に、優しく微笑んだ。

「嘘ですよ。今日は、ゆっくり話しましょう」

「え？　うん」

　ちょっぴり寂しく感じている私に気付いた慶次郎は、私の腰に腰をぶつける。

「真智は素直だな」

「慶次郎のいじわる」

　慶次郎は、まずは食後のコーヒーでも飲もうと、アイスコーヒーを出してくれた。

　私達はソファに座り、コーヒーを飲みながら、体を寄せ合う。

「今すぐにでも抱きたいけど、もっといろいろ真智のこと知りたいんだ」

「私も慶次郎のこともっともっと知りたい」

　愛してるからこそ、愛し合いたいと願うのは自然なことだけど、そればかりだと不安になってしまうんだよね。だから、こうしてちゃんと語り合う時間を作ってくれる慶次郎は、女性にとってすごくありがたい彼氏だと思う。

「真智のお母さんに会ってみたいな」

　そう切り出した慶次郎の横顔を見ていると、結婚を意識してくれているんじゃないかと期待してしまう。

「お母さんに、慶次郎のことを話そうと思っていたところなの」

「そうなんですか。嬉しいですね。厳しいお母さんだと言っていたけど、僕はどう思われるのかな」

　へへへ、とかわいく笑う慶次郎とは対照的に、私の笑顔は引きつっていただろう。

　母に話したいと思っているのに、勇気が出ない。反対されると決まったわけじゃないのに、私は母に気に入られる条件を必死で探していた。

　でも、実際……不安だった。

　自分の店を持つなんて、素晴らしいって思う。でも、安定や安心を求める私の母にとっては、それはプラスではないのかもしれない。

「どうしました？」

「ううん。母のこと考えると、ちょっとモヤモヤッてするんだぁ」

「お母さんを幸せにしてあげたいと思うのは、自然なことですよ。真智は優しいから、いろんな人の気持ちを考えすぎるんです」

　優しく頭をなでてもらっているうちに、なぜだか涙が溢れていた。知らず知らずのうちにたまっていた不安が、一気に流れ出すように、涙が出る。

「真智……」

「ごめんね」

　慶次郎と付き合ってから幸せで幸せで、仕方がなかった。だけど、心の奥の奥の方、気付かない奥の方で、母の喜ぶ相手ではないんじゃないかと、心配している私がいた。

「お母さんね、自分が結婚で苦労したこともあって、いろいろうるさいんだ。恋愛と結婚は別だ～！って口癖のように言うの」

「それだけ真智のことを愛してるんですね。真智に苦労をさせたくないんでしょう」

　優しく肩を抱いてくれる慶次郎の顔を見ると、少し目が潤んでいた。

「父は母に心配ばかりかける人なの。好きで結婚したけど、母はとても後悔してた。その話を小さい頃からずっと聞いていたんだよね」

　お父さんの苦労話はたくさんあるけど、それを慶次郎に話すのはやめておこうと思った。もし、結婚を前向きに考えてくれているとしたら、慶次郎を悩ませることになる。夢を追う慶次郎と、お父さん。少しだけ共通点があるから。

「だから、お母さんのために早く幸せになりたいと思ってたんだね。お母さんと真智の繋がりは、とても強いんですね」

　お母さんの涙を見て育った私は、いつの間にかお母さんを幸せにしてあげなきゃいけないって思うようになっていた。

「お母さんに依存してるんだよね」

「そうじゃない。ただ、お母さんが好きなだけだよ」

　慶次郎にそう言ってもらって、私はまた涙が溢れた。

「そんな真智が、僕は好きです」

「ありがとう」

　その日は、何度もキスはしたけど、それ以上のことはしなかった。なんだかとても嬉しくて、もっともっと慶次郎が好きになった。

　一緒にシャワーは、また今度の楽しみ、だね。

　車で家の前まで送ってくれた慶次郎とおやすみのキスをした。

　昨日よりも、愛が深まったね。こういうデートもいい。

　その夜、慶次郎と話したことを思い出していた。母に、慶次郎のことを話さなければいけない。ルンルン気分で話せない自分がとてもイヤだ。

　どう話せば、気に入ってくれるだろうと考えていると、ついつい話せないまま時間が過ぎていった。




　それからしばらくしたある日、母が玄関でお見合い写真を持って立っていた。

「真智、次のお見合いは断ることにする。もうあなたには迷惑かけないわね」

　私が断る前にそんなことを言うもんだから、なんだかかわいそうになってしまう。

「ごめんね、お母さん。でも、無理してない？」

「お客さんの息子さんなんだけどねぇ、年下でかっこいい顔してるんだけどね」

　本心では、私にお見合いをＯＫしてほしいんだと思う。でも、大北さんの件があったから、控えめにしか頼まない。お母さんの小さくなった背中を見ていると、お見合いしようか？と言ってしまいそうになる。でも、もうできない。

　慶次郎との交際を話すのは今しかないと思い、勇気を出した。

「実はね、お付き合いしている人がいるの。私、本気でその人のこと大事に思ってるから、もうお見合いできない。ごめんね」

　お母さんは目を大きく開き、私を見た。日本人離れした綺麗な目で、私を見つめる。

「そう、そうなの？」

　嬉しさと不安が入り混じったような複雑な表情をしていた。

「心配させちゃうかもしれない。お母さんを満足させられる相手ではないかもしれない。でも、本当に私のことを大切にしてくれるし、私も大切に思ってる」

　少し頷きながらお母さんは私の話を聞いていた。でも、やっぱり言われた。

「でもね、真智。恋愛と結婚は別なのよ」

　はい、出た。母の名言。

「わかってます」

　静かにそう答えた後、私は大きく息を吸い込んで、口を開く。

「でも、信じて。お母さん」

　いつかは話さないといけないと思っていた。でも、こんなに早く話すことになるなんて。

　そっと目を閉じて、慶次郎の顔を思い浮かべた。大丈夫。彼なら大丈夫。お母さんも、認めてくれるはず。

「もしかして、あのカメラマンじゃないわよね」

　私が切り出す前にお母さんはそう言った。眉をしかめたその表情を見ていると、彼を良く思っていないんだとわかる。

「あの人なの。でも、大北さんが言っていたことは全部嘘だから。彼は、本当に一生懸命仕事をしているし、独立して成功してる」

「仕事をコロコロ変える人は信用できないわ」

「コロコロ変えてなんていない。夢のために頑張っていただけ。その夢が叶ったの」

　フ～ッと長いため息をついたお母さんは立ち上がった。そして、厳しい表情で言ったのだ。

「私もいつ何があるかわからないから、お葬式の写真でも撮りたいと思っていたの。良かったら、その方に撮ってもらえるかしら？」

　母のテストってこと？　彼が合格点をもらえるかどうかは、私にはわからない。

　こうして、慶次郎を母に会わせることになってしまった。

　その夜、予約の電話を入れた。

『はい、野嶋写真館です』

　いつもより少し高い声で電話に出る慶次郎。

「遺影にも使えるような写真を撮りたいのですが」

　私がそう言うと、しばらく沈黙が続く。

『真智だろ』

　と低い声で言った。名乗らずに店に電話をしたにもかかわらず、私だとわかってくれた。

「どうしてわかったの？」

『わかるよ。妙に緊張した声で電話してくるから、一瞬わからなかったけど』

「実はね、お母さんがお葬式用の写真でも撮っておこうかなって言い出して。慶次郎に撮ってほしいの」

　一週間後の週末に予約を入れた。その撮影が、母のテストであることを告げるべきか迷ったけど、変に緊張させてもいけないと思い、黙っていた。

「お付き合いしていることは、話したから」

『了解。一番いい着物を着て待ってるよ』

　私と慶次郎は少しずつ、恋人同士らしくなっていた。電話での緊張も、少しずつだけど和らいできて、声を聞くと安心するようになっていた。私、慶次郎の彼女なんだ。

　憧れのカメラマンと付き合ってるんだよね、私。そんな浮かれ気分でニヤニヤしていられるのも今のうち。一週間後には、母のテストが待っているのだ。




　ついに、母の撮影の日がやってきた。

　メイクとヘアセットは自分ですると言うので、ちょっと安心した。頼むとしたら、サトさんだよね……どんな顔して会っていいのかわからないもん。あれから、丈治君とも会っていない。電話で一度ちゃんと謝ったきりだった。

「慶さんになら譲るしかないよ」と丈治君は言った。そして、「だめになったら俺のところに来て」と優しい声で言った。

　だめになる。そんな日が来るの？　絶対に嫌。私と慶次郎は、だめになんてならない。ずっとずっと一緒にいられる。

「おはようございます！」

　濃いグレーの着物に深緑の帯。今日も素敵な慶次郎。

「初めまして。野嶋慶次郎といいます。本日はよろしくお願いします」

　深々と頭を下げた慶次郎は、サッと母に名刺を渡す。

「初めまして。真智の母です。一度お会いしたいと思っていたの。写真家さんなんて大変でしょう。自分のお店を持つなんてすごいわねぇ」

　さすが、社内ナンバーワンの営業成績を保っているだけあって、母は誰とでもすぐに打ち解けられる。

「いえいえ。小さい店なんで」

　慶次郎は謙遜してそう言ったが、母の表情が少し険しくなったのを私は見逃さなかった。結婚相手としてふさわしいかどうかチェックしている。目力がすごい。

「真智さんに似てらっしゃいますね。目の辺りなんて特に」

　慶次郎はカメラを準備しながら、母と話している。

　私は少し離れた椅子に腰かけて、ふたりの様子をドキドキしながら見守ることにした。

「そうかしら。真智は昔から、かわいいかわいいってみんなに言われていてねぇ。その割にイイ男を捕まえられないで今まで独身なのよ。うふふふふ」

　うふふふふ、じゃないよ。私の彼氏である慶次郎にそんなこと言うなんて。慶次郎がイイ男じゃないって言ってるようにも聞こえる。

「ありがたいです。真智さんが独身でいてくれたことに感謝します。見た目だけじゃなく、中身もとても美しい娘さんだと思います」

　そう言われて、相当嬉しかったのか、母の表情が柔らかくなった。

　いいぞ、いいぞ。この調子。と思ったのもつかの間。

「野嶋さんは、どうして今まで結婚していらっしゃらないんですか？」

　ストレートな質問をぶつけた。

「僕は、結婚には向いていないと自分では思っていまして。会社を辞めて、夢のために苦労する道を選ぶような男、なかなか結婚したいと思ってくれる女性はいないですし」

　だめだめ、慶次郎。謙遜とかいらないから！　もっと自信満々に自分の才能を語ってよ！

　〝だめだめ～！〟と、目で訴えてみるけど、慶次郎はニッコリと微笑んでくれるだけだった。あぁ、これは不合格になってしまうかもしれない。

「そうよね。カメラマンってお仕事は大変そうだし、夢もあるでしょうしね」

　母は遠い目をして言った。その視線の先に父の姿があるように見えた。

「夢は、終わることがないですからね」

　慶次郎は熱い眼差しで壁にかかった写真を見つめた。

「それでは、撮影始めますね。緊張しないで、リラックスしてください」

　――パシャパシャパシャ。

　響き渡るシャッター音。真剣な表情の慶次郎に、うっとりしながらも、母の評価が気になって仕方がない。慶次郎は、レンズ越しに母を見つめた後、カメラから目を離し、言った。

「また二十年後くらいに撮りに来てください。遺影の写真を撮るには早いです」

「あはははは。そうよねぇ」

　母は大笑いした。

　二十年後。私と慶次郎はどうなっているんだろう。頭によぎる「だめになったら俺のところに来て」という丈治君の言葉。

　写真を撮ると心が見える。慶次郎には見えたのかな。お母さんの心の中が。

　写真撮影を終え、私はふたりの会話の中に入る。

「どうだった？　お母さん」

「なんだかドキドキしちゃったわ。こんなイケメンに写真撮ってもらうの初めてだったし」

「僕も緊張しました。彼女のお母さんの写真を撮るなんて、ね」

　にこやかに笑う三人。心の中は……複雑。

「今日はありがとう。写真、楽しみにしてます」

　母は言い、鞄を持った。

「今日は来てくださってありがとうございます。また改めてご挨拶させてください」

　慶次郎が着物の袖を直し、頭を下げた。

「あら、いいのよ。お忙しいでしょうし」

　母は慶次郎を見ずに、そう言った。私は悲しくて悲しくてその場で泣いてしまいそうだった。

　私は母と一緒に店を出る。お客さんがいなかったので、もっと一緒にいたかったけど、母とランチを食べる約束をしていた。

　恐怖と緊張のランチタイム。店を出て、川沿いをゆっくりと歩く。どちらも黙ったまま。鳥のさえずりが聞こえた。聞いたことのない不思議な鳴き方の鳥だった。

　――ピチチチピチチチ。

　川を泳ぐ鯉を横目に見ながら、鼻歌を歌ってみる。息が詰まる。

「あのパスタのお店にしようか」

　私は、仕事帰りに何度か行ったことのあるイタリアンのお店に向かった。

「そうね。お腹ペコペコだわ。それにしても、写真、楽しみ！」

　明るい声で母が言うので、私の不安が少し消えた。

「そうだね～！　綺麗に撮れてるといいね！　でも、お葬式に使うなんて嫌だからね。まだまだ長生きしてよ」

　私もテンションを上げて話す。

「当たり前でしょ～！　孫の顔も見ずに死ねないわよ」

　チクン。胸が痛む。

「だよね～」

　明るく返す。

　――ピチチチチチチ。

　鳥の鳴き声と、川のせせらぎが心地良い。このうわべだけの会話の不快感を消してくれる。

　イタリアンレストランに到着し、ひと息ついた私と母は、メニューを広げた。ランチのパスタをどれにしようか迷うお母さん。

「どれも美味しそうね」

「どうしよう～！　迷うね」

　複雑な心の中を隠すように、明るく楽しそうに会話をしていた。

「ホリデーランチふたつお願いします」

　私は、サーモンと白菜のクリームパスタ。母は、厚切りベーコンとブロッコリーのぺペロンチーノ。母は慶次郎と同じでペペロンチーノが大好きなの。デザートにアイスもついて、一二〇〇円という安さ。

「いいお店ねぇ～」

　母は、ニコニコしながら店内を見回す。

　前菜のサラダが運ばれた。

「このドレッシング、何かしら？　美味しいわね」

「バジルの風味が合うね。お母さん作ってよ。こんなドレッシング」

「真智が作りなさいよ」

　目の前にあるものや、食べているものの話ばかりしていた。

「あら～！　このパスタもボリュームあるのに上品ね」

「ひと口ちょうだいよ、お母さん」

　確かに美味しいランチだけど、この緊張感がなかったらもっと美味しいだろう。

「素敵なお店ね」

　お母さんは、沈黙を消すように同じことをくり返した。窓際に飾られた黄色い花を見つめて、水を飲む。まだ本題には入らない。

　パスタを食べ終え、ホットコーヒーが運ばれてきた時だった。フ～ッと息を吐いた母がひと言。

「あの人は、結婚相手ではないわね」

　想像していた通りの結果だった。そう言われる覚悟はしていた。

「あはは。そうかもね～」

　と軽く返した後に、一度深呼吸をした。

「そんなことないと思う。彼は、真面目に仕事をしているし、仕事も安定しているし、お母さんが思っているような不安なことはないよ」

　頑張って言い返した。コーヒーの中にミルクを入れてゆっくり混ぜる。

「真面目かもしれない。でも、あの人は結婚には向いていない。ひとりで夢を追いかける人よ。あなたのことがいつか邪魔になる」

　母の言葉には説得力がある。何も言い返せない自分が歯がゆい。

　でも、私もどこかで感じていたこと。慶次郎は夢を追っている人だ。私は彼の夢を邪魔しちゃいけないと、漠然と感じていた。

「真剣に結婚のこと、話し合っているの？」

　母の質問に、私は答える。

「まだ付き合い出したばかりなの。これからゆっくり話していく」

　大きな長いため息をついた母は、私の手を握って言った。

「ゆっくりしている年齢なの？　考え直すなら早い方がいいわよ」

　握られていた手を私はひっこめた。

「自分で結婚に向いてないって言ったのよ、あの人。最初から真智と結婚する気なんてないわよ」

　胸がチクチク痛む。

「いくら好きでも、結婚となると別なのよ」

　追い打ちをかける母。

「もういい！　わかってくれないなら、もう話さない」

　私は、コーヒーを飲み終える前に、母を残して店を出た。

　川沿いを早足で歩く。

　嫌。もう嫌。私の人生は私のもの。そう思っているはずなのに、母の言葉が頭から離れない。母を喜ばせる結婚をしたいと願う自分がやっぱりいて。

　丈治君の「だめになったら」という言葉がよみがえる。

　慶次郎、助けて。慶次郎、抱きしめて。駆け出した私は、野嶋写真館へと向かっていた。










すれ違う心




　抱きしめてほしくて、愛してると言ってほしくて。慶次郎の元へ走った。

　でも、私は店に入ることができなかった。店の中にはあの人、サトさんがいた。慶次郎と話し込んでいる彼女を見て、涙が溢れる。私は慶次郎の恋人なのに、ふたりの間に入ることができない。サトさんは慶次郎の仕事仲間でもあり、彼を支えることができる人。

　窓から少し見えた慶次郎の横顔。涙が止まらない。ただどうしようもなく不安で、悲しくて、自分が嫌になる。行き場がない。私自身も、私の気持ちも行き場を失っていた。

　母との関係はやっぱり以前のままだった。私は母の気に入る相手と結婚しなくてはいけないと、心の奥で感じていた。だから、こんなにも悲しいんだ。こんなにも胸が痛いんだよね。チクチクする。

　慶次郎は自慢の彼氏であるはずなのに、堂々と母に紹介できない自分がいる。そのことが悲しい。母の言葉に反論もできないなんて。

　慶次郎は結婚に向いていないと言われれば、そうかもしれない。

　私と慶次郎は、熱烈に愛し合ってはいるけれど、まだ結婚までの話はしていない。だって、まだ付き合ったばかりなんだもん。私は、いつか慶次郎と結婚したいと思っているけれど、慶次郎は、将来のことをどう考えているんだろう。

　写真館から少し歩いた場所で立ち止まり、携帯電話を手に取った。サトさんと一緒にいることを知っているのに、電話をかけてしまった。仕事中だから、気付くはずもない。慶次郎は仕事中、自分の電話は鞄の中に入れていることが多いし。

　慶次郎は電話に出なかった。わかっていたのに、どうしてこんなに悲しいの？　不安だよ。留守電も入れず、メールもせずに私はその場から離れた。

　川沿いをゆっくりと歩く。初めて見る景色は、どうしようもない今の自分の気持ちを整理してくれそうだった。綺麗に色づいた木々の葉や、川を泳ぐ鴨の姿を見ていると癒される。

　涙がこぼれそうでこぼれない。瞳の中を行ったり来たりする涙。

　母を置いて来てしまった。母はどんな気持ちで、店を出たんだろう。

　〝別れ〟という響きが頭の中を巡る。愛しているのに、どうして？　こんなにも愛しているのに、どうして別れなければいけないの？　永遠に慶次郎と一緒にいたいと願っているはずなのに。

　川沿いのベンチでひと休みしようと思った時だった。鞄の中の電話が鳴った。

「もしもし」

『もしもし。僕だけど』

　慶次郎の声を聞いた瞬間に、瞳の中の涙がこぼれ落ちた。

『話したいから後で会える？』

　慶次郎も私と同じように、悩んでいる。そう感じられる声。

　私達は、午後六時にあんみつの美味しいあのバーで待ち合わせることになった。




「昼の電話、気付かなくてごめん」

　先に店にいた慶次郎が謝る。

「ううん。仕事中だもん」

「ちょっとお客さんがいて」

　お客さん……サトさんじゃないの？

　どうして、店に行ったことを言えないんだろう。サトさんと一緒にいたよね？　と言えばいいのに。悪循環。マイナス思考。また、悪い方向に行っている。

「お母さん、綺麗な人だね」

　慶次郎は、お酒ではなくお茶を飲んだ。

「そうかな……」

「お母さん、僕との交際、心配していたんじゃない？」

　慶次郎は気付いている。だって、慶次郎は魔法のカメラマンだもん。心の中まで見えちゃう人。だから、全部わかってる。

「僕が認めてもらうには、時間がかかりそうだね」

「……そう、かな」

　私は慶次郎の目を見ることができなかった。ジャズの音色に耳を傾けて、気持ちを落ち着かせる。

「真智は、僕とお母さん、どちらかを選ぶとしたらお母さんを選ぶ」

　とても静かな声で慶次郎がそう言った。否定したいのに、できなかった。

「あんな悲しそうな真智の顔を見るのは初めてだった。僕は、真智を苦しめていますか」

　前を向いたまま、低い声で話す慶次郎。隣にいるのに、とても遠く感じた。

「私は、慶次郎を愛してる」

　絞り出すようにそう言った私は、自分の手が震えていることに気付く。

　気まずい空気の中、私は慶次郎の次の言葉を待つ。愛してると言ってほしかった。それで、このモヤモヤした気持ちが消えるんじゃない？　慶次郎は黙ったまま、チーズスティックを口にくわえた。

「慶次郎、嫌な思いさせてごめんね」

「僕こそ、ごめん。お母さんを喜ばせてあげられなくて」

　とてもとても、悲しい声。

　しばらく沈黙が続いた後、慶次郎と私は同じお酒を注文した。お酒の力を借りなければ、この空気を変えることができない。そう感じたのは、私だけじゃなかったようだ。

　あんなにラブラブだったのに、どうしてこんな風になってしまうの？

　隣のお客さんが吐いたタバコの煙が私達を包み、目の奥にしみる。カクテルを静かにひと口含んだ慶次郎が口を開く。

「あのね、僕には母がもういないんですよ」

　いつもと同じ丁寧な話し方なのに、いつもよりも距離を感じてしまう。

「え？　いないって……」

　いつか、慶次郎が話してくれた日本文化が好きなお母さん。

「僕が小学校五年の時に病気で亡くなったんですよ。だから、お母さんを大切に思う真智の気持ちは痛いほどわかる。お母さんの心配だってよくわかるんです。かわいい娘ですから」

　まっすぐに前を向いたまま話す慶次郎。私を見てはくれなかった。

　慶次郎の過去を何も知らなかった。何も知らないのに、全部を知ってるかのように錯覚して。愛してしまった。

「つらかったよね」

「でも、母はもっとつらかったと思う。子供を残して死んでしまうなんて、悲しかったと思います。僕は、母のために夢を追っていたのかもしれない。そういう点では、真智と同じだ。母親を喜ばせてあげたい、母親に認めてほしいと思うのは当然のことなんですよ」

　慶次郎は、財布の中から一枚の写真を出した。

「これ、僕が撮ったんです。風景しか撮らなかった僕が最初に撮った人が母だったんだ」

　ボロボロになった写真に映っていたのは、着物姿のとても綺麗な女性だった。いつか会いたいと思っていた慶次郎のお母さんには、もう会えないんだね。

「綺麗。この人が慶次郎のお母さんなんだね」

「はい。この表情が好きでね」

「とても嬉しそうな顔をしている。でも、少し寂しそうにも見える」

　私がそう言うと、慶次郎はゆっくりと大きく頷いた。

「そう。この写真を見るたび僕も感じるんだ。母は自分の病気を知っていた。だから、複雑な表情をしている。やっぱり、写真は人の心を写すものなんだなって。初心に戻りたい時にいつもこの写真を見る。そして、また頑張ろうって思えるんですよね」

　写真を見つめた後、大事そうに財布の中に入れた。

　慶次郎にとって、お母さんは偉大で、理想で、誰よりも愛している存在なんだ。

「この写真がきっかけで、カメラマンを目指すようになったんですよ。父もこの写真をとても褒めてくれて。写真を撮ることで寂しさも消えていったんです」

　キラキラした瞳で話している慶次郎の隣で、私はただ話を聞くことしかできなかった。

「僕も、真智と同じように母の存在をいつも感じながら生きているのかもしれないな。着物を着て写真を撮っているのも、日本の文化を守りたいと思うのも、母がどこかで僕を見ているような気がするからなんでしょう」

　いつだったかな。急に切ない表情になった慶次郎を心配したことがあった。あの時と同じ表情をしている。お母さんが日本文化を愛しているという話をしてくれた時だったかな。あの時に、今の話をしてくれていたら、私達は何か変わっていたんじゃない？

「真智のお母さんは、生きている。真智がお母さんを幸せにしてあげられる。僕の母はもういない。だからね、真智は真智の思うように生きていい。お母さんを幸せにしたいと願うことは悪いことじゃない。僕のために、我慢しないでいい」

　これは別れ話なんだろうか。

　慶次郎は、何かを決意している。そんな目をしていた。

「私は……慶次郎と一緒にいたい」

　振り絞るように出した声。

　お願い、慶次郎。祈るように見つめた。

　隣のお客さんのタバコの煙と、甲高い笑い声。フーッとゆっくりと息を吐く慶次郎。私は、息を吸った。慶次郎と一緒にいたいと願った私の思いは届かなかった。

「別れるなら早い方がいい。お互いに、傷が浅く済む。これ以上愛してしまうと、別れるなんてできなくなるから」

　別れ。

　まだ始まったばかりのふたり。まだまだこれからたくさん愛し合うはずだった。いろんな場所に出かけて、いろんな話をして、いろんなものを食べて。たくさんの幸せを感じて、ずっとずっと一緒にいられるはずだった。

　こんなに早く、別れがやってくるなんて。この恋は特別だと思っていた。こんな愛にはもう出会えない。

「別れたくない」

　別れたくない。別れたくない。それしか言えない。

　いろんな思いはあったけど、うまく言葉にできなかった。慶次郎から聞いた彼のお母さんの話が、私の口をふさいでしまっていた。私が何を言っても、慶次郎の心は決まっているように思えた。

「僕だって、別れたくない。でも、それ以上に真智に後悔してほしくない。真智と真智のお母さんを苦しめたくない」

　慶次郎は、決めている。だから、私を見ない。

「こんなの嫌……」

「真智が幸せになることが、僕の幸せだから」

　まだ、あんみつも食べていないのに。もうこれ以上慶次郎を見ることができない。

「何を言っても無理？」

　私が絞り出すように発した声。

　慶次郎は、とても悲しい表情で私を見た。そして、涙を流した。男の人の涙は、本当に美しい。真実の涙。一生に何度かしか流さない大切な涙を、私のために流してくれた。

「真智が帰ってからずっと考えていたんです。真智の悲しむ顔は見たくない」

　私が川沿いを歩いて考えていたように、慶次郎も必死で答えを探してくれていた。

「真智、ごめんね。こうするしかないんだ。今の僕達は一緒にいても傷付くだけだ。真智もわかっているはずだ」

「慶次郎……」

「さよなら、真智。ありがとう。僕に幸せをありがとう。短い間だったけど、僕は本当に幸せだった」

　もう何も言えなかった。完全な別れ話の最後のセリフ。

「ありがとう。慶次郎」

　私もそう言った。

「最後に、あの顔見せてくださいよ。僕の好きな照れた顔」

「そんなの、無理だよ……」

　涙を拭った慶次郎が優しく笑った。

「真智、綺麗だよ」

　私は、涙を我慢できずに下を向いた。

「その照れた顔、大好きです。僕にたくさん褒められたのに、まだ褒められることに慣れてないんだな、真智は」

　愛してると言いたくて。でも、言えなかった。最後に言わせてほしかったんだ。

　慶次郎への愛を、吐き出したいよ。

　本当に終わりなの？　もう会えないの？

　言わせて。好きだって。愛してるって。言ってもいいでしょ？　お願い。わがまま、言わせて。

「さよなら」

　先に店を出た。走っているせいで涙がいっぱいこぼれて、風に舞う。

　大好きなあんみつをふたりで食べることができなかった。一緒に店を出るのが怖かった。また、別れたくないと言ってしまいそうで。

　別れを決めた慶次郎に、これ以上言っても苦しめてしまうだけなんだ。

　振り向いて立ち止まり……追いかけてきてくれることを期待していた自分に気付く。

　誰もいないことを確認して、その場にしゃがみこんで泣いた。

　追ってこない。もうさよならなんだから。本当にさよならなのだとしたら、最後に一緒にあんみつを食べたかった。美味しいって言うあの慶次郎の顔が見たかった。

　何がどうなって、こういう結末になったのか、もうわからない。ふたりは愛し合っていたはずなのに。

　同じことばかり、頭の中を駆け巡る。

　どうして？　どうして？

　どこで、道を間違えたんだろう。初めからこうなる恋だったの？　私達は愛し合うべきじゃなかったの？　私は、母の気に入る相手と結婚して、平凡な幸せで満足すれば良かったの？

　泣いて泣いて、涙が枯れるほど泣いた。走っているうちに知らない場所に来てしまっていた。路地裏の公園にブランコがふたつ見える。風に揺れるブランコに吸い寄せられるように、私は公園に足を踏み入れ、そこに座る。ブランコに揺られながら、また泣いた。

　外で泣くと、ドラマのヒロインになったような気分になり、どんどん自分に酔っていく。

　失恋したよ、私。こんなに泣くのは何年ぶり？　大好きな人に別れようって言われちゃった。失恋したかわいそうな女。イイ歳して、こんなに泣いてるよ。別れたくないって泣いてすがることもできない哀れな女。

　変なプライド。かっこつけて、先に店を出るなんて。ただの弱虫なのに。私、バカだ。

　もう出会えない。あんな愛、もう一生手に入らない。

　お母さんの顔を見るのも嫌だったので、その夜はモニカの家へと転がり込んだ。

　叱ってほしかった。モニカなら、本気で叱ってくれる。大バカな私を笑い飛ばして、叱ってくれるよね？










時間




「つ～か、あんたも慶次郎もどんだけ不器用なの？」

　フランスパンにオリーブを乗せて、チーズをかけて焼く。たったそれだけなのに、とてもオシャレで高級な感じ。モニカの家は、いつ来ても片付いている。

「これ、美味しいね」

　私は、食欲がある自分に少し安心した。

「そんなの食べてる場合？　慶次郎、絶対泣いてるよ。ああいう男ってナイーブだから」

　ワイングラス片手に、呆れたように言う。泣きたかったのに、あまりにもモニカがあっけらかんとしていて泣けない。ありがとう。彼女の醸し出す独特のこの明るい空気感が好きだ。涙が消えていく。

「バカだよね。あんた一生独身でいるの？　その方がお母さん悲しむよ」

「うん。わかってる。私がバカでした」

　ピンクのバスローブ姿は、笑っちゃうくらいセクシーだった。

「でも、ああいう人って難しいよね。決断しちゃうと、絶対に考えを変えないタイプだから」

　モニカは慶次郎をよくわかっていた。さすが、たくさんの男を見てきただけある。

「別れたくない」

「だよね。でも、別れたじゃん」

　私は肩を落として、落ち込む。別れた。そう、私達は別れたのだ。

「別れるような状況じゃなかったのに、勝手に自分達でストーリー作って別れる方向にしちゃったんだよ。真智のお母さんだって、真智の幸せを一番に望んでると思うよ」

　お母さんの言った言葉が重くのしかかっていた。その言葉をそんなにも重く受け止めてしまう私自身の心。私に問題があるのはわかってるんだけど……。

　母は母。私は私。私は母の分身ではない。私は、私の生きたいように生きればいい。わかっているのに、母の望む人生を歩まなくてはいけないと、どこかで感じている。

　どうすれば、いいの？

「時間が必要だね。慶次郎にも、真智にも。少し離れたくらいでだめになる愛ならその程度ってこと。少し離れて、お互いにじっくり考えたら？」

　少し離れる。今までの彼氏とは、少し離れるという表現は、別れるのと同じだった。

「今は、どうしようもない気がする。今、慶次郎に会いに行っても同じことを言われるよ。少し自分の気持ち整理してみたら？　彼はずっと真智のこと好きなままだと思うからさ」

　モニカにそう言われると、少し明るい未来が見えてきた。でも、別れたことに変わりはない。

　私は、カリカリのフランスパンをかじった。

「そう、その食欲よ！　メソメソしてる時間がもったいないって！　今できることを楽しまなきゃ」

　その夜、モニカと話をしているうちに、気持ちが前向きになってきた。何か始めよう。慶次郎との未来に繋がる何か。慶次郎の力になれる何か。

「まず、着付けでしょ」

　夜中の三時。習い事の雑誌をペラペラとめくる。

「で、お花とお茶と……メイクやヘアアレンジも勉強したい」

「日本舞踊でも習ったら？　あはははっは～」

　失恋した夜と思えない時間だった。

　笑っている。大好きな人とお別れしたのに、私は泣いていないんだよ？　すごくない？

　きっと未来がある、そう信じて。立ち止まっている時間がもったいない。慶次郎にふさわしい女性になるために、歩き出さなくてはいけない。もう慶次郎が振り向いてくれないとしても。




　早速翌日に、着付け教室に申し込みに行った。何かしていないと、泣いてしまいそうだったから。がむしゃらに、自分を追い込むように忙しくしていた。

　遅くまで残業して働くのも、家に帰りたくないから。現実逃避ってわかってるんだけどねぇ。

　母とちゃんと話をしなくてはいけない。それもわかっていたけれど、今はそんな気持ちになれない。別れたことを忘れるために、バタバタした時間を過ごそう。

　一週間のうちに、三つの習い事を始めた。この行動力に、モニカが爆笑してくれた。

　素敵な友達がいて良かった。モニカと親友になれたのも、本当に慶次郎のおかげなんだ。ありがとう、慶次郎。

　慶次郎の笑顔が浮かぶ。一日に何度か発作のように、涙が溢れ出しそうになる。そのたびに、違うことを考えたり、無理やりテレビを見たりして誤魔化していた。別れたという事実を受け入れられないまま、時間だけが過ぎているような。

　母ともまだ、慶次郎のことについて話はしていなかった。




　別れて十日ほど経ったある夜、真剣な表情の母に呼ばれた。

「真智、写真ができたって連絡があったんだけど」

　忘れていた。遺影の写真を撮りに行ったんだっけ。遠い昔のように感じる。

「へ～」

「へ～、じゃないわよ。真智が取りに行ってくれる？　お母さん時間ないから」

「それは、無理だな。私も忙しい」

　冷たく答える。私が取りに行くなんて、絶対に無理だから！

「お付き合いしているんだから、それくらいいいじゃないの」

　嫌味っぽくそう言ったお母さんに、怒りが沸々と湧いてくる。

「お母さんが言ったんでしょ？　あんな人と別れろって！　だから、別れたの。勝手なこと言わないで。自分の写真なんだから、自分で取ってきて」

　人生で三本の指に入るくらいの、キツい口調だったと思う。びっくりした母の表情。私は、落ち着いて、深呼吸をした。

「お別れしたので、安心してください。お母さんは何も心配せずに仕事頑張ってね」

　と言い、部屋を出た。

　慶次郎と別れたのに、お母さんとの関係は前よりもずっと悪くなっていた。家庭内別居のような感じ？

　お母さんのために、お母さんのために、とそう思っているのに、何も母のためになっていない気がする。私、何やってんだろ。慶次郎が、私のためだと選んでくれた〝別れ〟なのに。何もかも、わからない。どうして別れたのか。

　私、慶次郎のこと好きなのに、どうして会いに行かないの？　会いたいのに。会えない。いつ、私は変われるの？　変わった私を見ても、慶次郎は喜ばないかもしれない。このままの私を好きになってくれたんだもん。







第五章










料理教室




　慶次郎のことを考えない日は一日もなかった。別れているのに、別れていないような感じ。彼にふさわしい女性になるために努力する日々。着付け教室に行くたびに涙が溢れそうになった。

　着物を着る時の、厳かな雰囲気。心が穏やかになる。慶次郎はこんな気持ちになりたくて着物を着ているのかな、と考えてしまったり。

　約束があるわけでもないのに、いつか戻れるんだと信じていた。そうじゃないと、自分がおかしくなりそうだった。

　愛していた。ううん。今でも愛してる。こんなに愛せる人は最初で最後だと思うから。でも、このままじゃだめなんだ。また同じことの繰り返し。私と母の関係が変わらない限り、どうしようもないことはわかっている。

　母と向き合えないまま、時間だけが過ぎていく。

　遺影用の写真を取りに行った母だったが、「ほら、これよ」と写真を見せてくれただけだった。

　慶次郎と何か話したの？　慶次郎は元気だったのかな。聞きたいことはいろいろあるのに、何も聞けなかった。




「今日は、煮込みハンバーグとアップルパイを作りたいと思います」

　ショッピングモールの中にあるクッキングスクール。途中入会の私は、ポツーン状態。ひとつのテーブルに四人が立ち、みんなペアが決まっているようだ。

「今日からですか？」

　私の向かい側にいた男性が優しく声をかけてくれた。最近は男性も料理をする時代のようで、数人の男性が参加していた。その中でも、一番若い感じの人。

「はい。途中からなんで、全然わからなくて」

「俺も先月からなんですよ。何かあれば聞いてください」

　爽やかで親切な好青年。エプロンの下は、薄いブルーのストライプシャツ。仕事終わりのサラリーマン、といった感じだろうか。エプロン姿を見て、あの日の慶次郎を思い出してしまう。

「俺とペアなんでよろしく」

　私はホッとして、少し緊張がほぐれた。

　他のテーブルは、女性同士喋りながら楽しそうに料理をしている。

　別に、友達を作るために料理教室に来たわけではない。美味しい料理を、慶次郎に食べてもらいたいから……っと、だめだな。まだ付き合っていた時のままの脳になってる。だめだと思いつつも、別れたことを受け入れることができない。

　慶次郎のことを考えて上の空だったからなのか、私の料理の腕が悪いからなのか、一時間後べちゃべちゃした美味しくなさそうなハンバーグができあがった。アップルパイはふたり一組で作業したので、爽やか好青年君のおかげで美味しくできた。

　後片付けをしている時だった。

「お名前、聞いてなかったですね」

　そう言って、名刺を私に差し出す。

「川かわ北きた圭けい吾ごといいます。先月から食品事業部に異動になって、料理を勉強することになったんです」

　受け取った名刺に書かれていた社名に驚く。誰もが知っている大きな商社だ。

「あ、商社に勤めてるんですね」

　すぐに社名を見てしまう自分が嫌だった。と同時に、母の顔が浮かぶ。この会社だったら、母も大喜びするだろう、なんてまたこんなことを考えてしまう。

「料理なんてしたことがなかったんですけど、ここに来てから家でもよく料理するんですよ。楽しいもんですね、なかなか」

「すごいですね～！　家でもするんですか？　ひとり暮らしですか？」

　突っ込んだ質問をしてしまった。まるで、私が川北さんに興味を持っているみたいじゃない。

「ひとり暮らしです。食べてくれる人もいないんですけどね」

　川北さんもフリーであることを匂わせた。まだ会ったばかりなのに、私は彼を母に紹介するシーンを頭に描えがいている。やっぱり、私は母の呪縛から逃れられない。

「ではまた来週。来週はビーフストロガノフですよ！　クリスマスの時期は、ケーキを作るらしいです。楽しみですね」

　超爽やかで紳士的。顔については、あえて考えないようにしていたが……慶次郎とは真逆の、濃い系イケメン。今まで私が好きになっていたタイプだ。とにかく、イケメンであることに間違いない。

　帰り道、彼が教室に通う女子数名に声をかけられて、連絡先を交換しているのを見かけた。

　料理教室に通っている女性のほとんどは独身だもん。彼氏がいなければ、そりゃ狙うよね。川北さんを巡る女の戦い、って感じ。

　私には関係ない。私には関係ない。呪文のように繰り返しながら、家路に着く。




　その次の週、川北さんと連絡先を交換することになった。料理教室の持ち物の連絡や、質問がある時に何かと役に立つんじゃないかと、川北さんは言った。多分、本当にそれだけの理由。私を狙っているとか、気に入っているとかそういうのは全然感じられないから。

「榎本さん、来週はデザートがプリンだから、持ち帰り用にプリンを入れる容器を持ってくるといいよ。みんなそうして、お土産にしてるから」

　親切な川北さん。エプロンを外し、またネクタイをつける。

「ありがとうございます！　今からまた仕事ですか？」

「そうなんですよ。さっき、上司に呼び出されてね。もう帰りたいよ」

　きちんと結んだネクタイをまた人差し指で緩める。

「大変そうですね、お仕事」

「ま～ね。新しい部署って疲れるよね。榎本さんの職場はどう？」

　荷物をまとめながら、私達は小さな声で話していた。視線は感じている。たくさんの嫉妬の視線……。

「私は同じ部署で長いんで、もうやりたい放題ですね」

「あ～、お局さんって感じ？　ははは」

　人懐っこい笑顔。慶次郎とは全然違うタイプ。話しかけやすくて、何を考えているのか、顔を見ればわかる。だから、出会って間もないのに、いろんな話をしてしまう。

「今度、料理教室の後に飲みに行っちゃう？」

　耳元で、愛あい嬌きょうたっぷりの声と笑顔で、誘ってくれた。正直、嬉しかった。慶次郎と比べてしまうことはわかっていたけれど、寂しさを消してくれる。

　あ、でも、やっぱり間違っているかな。丈治君の時もそうだった。慶次郎への思いがふくらんでしまうだけかもしれない。

「じゃ、仕事行ってくるね」

　かわいく手を振り、教室を出る川北さん。

「圭吾君、またね～！」

「また来週ね～！」

　黄色い声が飛ぶ。

　その直後、四人の同年代であろう女性が私を取り囲んだ。

「榎本さん、だっけ？　よろしくね～」

　川北さんと親しくなった私を仲間に取り込もうという作戦だろうか。フレンドリーな雰囲気で近付いてくる。

「良かったら、この後お茶しません？」

　誘われたが、ここは断るに限る。

「すいません。ちょっと予定があるんです」

　顔を見合わせる四人。

「あ、もしかして、榎本さんって彼氏もちだったりする～？」

　私は、えへへ、と誤魔化して、急いで教室を出た。

　新しい友達が欲しくないわけじゃないけれど、なんだか厄介なことになりそうなので、関わらないようにしよう。

　万が一、万が一……川北さんと私がイイ仲になったとしたら……。なんて考えている自分が恐ろしかった。

　私は、慶次郎を忘れたくて、他に好きな人を作ろうとしているの？　それとも、川北さんの職業に惹かれているの？

　自分に聞いてみる。また母の顔が浮かぶ。

　モヤモヤした気分で帰りの電車に乗った私は、モニカにメールを送る。モニカに会って、今のこの状況を、冷静に分析したかった。

　助けて、モニカ。




「お邪魔します～」

　甘い香りのする部屋。サーモンピンクのジャージ姿のモニカ。すっぴんでも、美人は美人なんだよね。

「あの元カレとエッチでもした？　呼べばいつでも来てくれる優しい元カレ」

　私が上着を脱いでいると、モニカがそう言った。

「ぶはっ！」

　私が笑うと、モニカも笑う。

「真智のやりそうなことだもんね」

「まさか。今回は、連絡してないよ」

「そうなの？　じゃあ、新しい男でも見つけた？」

　モニカは、まあ飲もうと言い、ジャージと同じ色のシャンパンをグラスに注いだ。赤いソファに腰かけて、甘い匂いを体内に吸い込む。

「料理習うって言ってたじゃん？　そこで、ちょっとだけ出会いがあったの」

「料理男子！　素敵じゃない。慶次郎なんて忘れて、その人にしなよ」

　これも、モニカの作戦だ。わざとそんなことを言って、私の反応を見てるんだよね。まんまと引っかかりそうになるくらいサラリと言う。

「ね。本当にね。そう思う。それくらい、いい人なんだ」

「真智がいらないなら、私に紹介してよ」

　私は、川北さんとモニカが並んでいる姿を想像する。

「あ～、違うな。モニカには似合わない」

「何よ、それ」

　私は川北さんのことをそれほど知っているわけではない。真面目そうに見えるけど、実際に真面目なのかわからない。あんなにかっこいいし、性格も良さそうなのに、彼女がいないってのも変だよね。

「圭吾って、多分遊び人だね」

「え？」

　モニカ分析スタート。

「圭吾は、いきなりフリーであることを真智に言ってきた。それって、遊び人がよく使う手段よ。しかも、ひとり暮らしであることも、サラッと話してる。俺んち、来いよってことだよ」

「そんな人じゃないもん！」

「絶対そうだよ。料理教室の独身女性みんなに手を出してるパターンね。あんたもそのひとりよ。でも、勉強のために一度くらい抱かれるのはアリかもね！」

　シャンパンを一気に飲むモニカ。ゲラゲラ笑って、ソファに倒れこむ。

「だってさぁ～、慶次郎に抱かれた感触、忘れられないんでしょ？」

　笑いながらそんなことを言う。

「うるさいよ！」

　でも、本当のこと。毎晩思い出してしまう。

　慶次郎のキス。声。吐息。汗。肌。全部、愛してる。

「他の男に抱かれて、忘れちゃいな！　圭吾、きっとテクニシャンだよ。あははは～」

　本当なら泣いてしまうような話でも、モニカとなら大笑いできる。

「テクニシャン～！　ぽいぽい！！」

「圭吾、料理教室の寂しい女を全員食っちゃうよ～」

「はははは～！　私も騙されちゃおうかな」

　川北圭吾は、勝手に悪い男にされてしまっていた。そうであってほしいと願った。悪い男であってほしい。そうでないと、私は本当に川北さんを好きになろうとしてしまう。母のために、母の気に入る安定した職業の彼を選んでしまう。

　そこそこ好きになれると思う。慶次郎ほど愛することはできなくても、きっと愛せる。川北さんとなら、結婚できる。

「って、何勝手に妄想してんの、私！」

　自分に突っ込んでみる。

「何？　真智、何想像してたの？　エッチなこと？」

「違う違う！」

　その夜、家に帰る途中に、川北さんから【来週の教室の後、飲みに行こう】と連絡があった。他のみんなにバレると嫌なので、別々に教室を出て、外で待ち合わせることになった。

　デートだ。私は、慶次郎以外の男性とデートの約束をしてしまった。

　心の中には、まだ慶次郎がドーンと大きく存在しているのに。










新しい男




　毎晩夢を見る。慶次郎の夢。初めて出会った場面の夢、再会して抱きしめられる夢、呼んでも呼んでも声が届かない夢。

　好き、だよ。こんなにも好きだよ。朝の通勤ラッシュの中で、泣いてしまうくらいに好きだよ。抱きしめられたあの感覚は今もハッキリ覚えてる。耳元で囁いてくれたあの甘い声も。優しいキスも、力強い腕も、繊細な指も、全部……大好きだよ。

　でもね、慶次郎の優しさがわかるから、私は身を引くべきなんだ。毎晩夢を見て、毎日考えて、やっぱりその結論に至る。別れを切り出した慶次郎は、私のことを誰よりも考えてくれたんだ。母を幸せにしたいと願う私の気持ちを、誰よりもわかってくれた。

　いつか別れるなら早い方がいい。慶次郎の選択は正しいのかもしれない。このままどんどん慶次郎にのめりこんでも、いつか別れが来るのなら……今別れた方がいいんだ。

「大丈夫？」

　満員電車で泣き出した私に声をかけてくれた男性。

「あ、すいません」

　胸につけられたバッチ。有名企業。すぐにこうして職業を意識してしまう私って、本当に最低。それもこれも母のため、と言いつつ、自分のためなのか、と思うこともある。知らず知らずのうちに、私自身も……。

　うつむきながら出社した。今日は、料理教室の日。川北さんとの、デートの日だ。どう感じるんだろう。慶次郎以外の人との食事。比べてしまう？　それとも慶次郎のこと、少しずつ忘れられる？




「今日、大丈夫っすか？」

　エプロンをつけながら、ニヤリと笑い、川北さんが近付いた。

　いつも遅刻ギリギリに来る川北さんが今日は早かった。

「はい。大丈夫です」

「良かった。じゃあ、あとでね」

　軽くウインクをした川北さんをかわいいと思った。

　今の時代に、ウインクする男性がいるなんて。しかも、超かわいいウインクスマイルだった。

　教室が終わり、デートが始まる。

「居酒屋でいい？」

　エプロン姿ではない川北さんと並んで歩く。なんだか、背が高く感じる。ほんのり香る香水。慶次郎の匂いとは違った洋風な香り。ツンツン立てた髪のせいで、ちょっと背が高く感じるのかもしれない。

「寒いね」

「急に寒くなりましたね」

　すっかり冬らしくなり、吐く息が白い。

「お腹減ってる？」

　話す時に少し腰をかがめるようにしてくれるその仕草にキュンとした。コートのポケットに両手を入れ、肩からビジネスバッグをかけている。

「お腹いっぱいかも」

　と私が言うと、

「俺も俺も～」

　と笑った。

　さっき、料理教室で一緒に作ったパエリア。一緒に食事を作ること、そして、それを一緒に食べること。一気に親近感が湧いてしまう。

　慶次郎の家でペペロンチーノを食べたことを、思い出してしまった。

「どうかした？」

　クリッとした目で私の顔を覗き込む。慶次郎の切れ長の目とは違う。

　川北さんは、私のことをどう思っているんだろう。あんなにたくさんの女性がいる中で、どうして私を誘ってくれたのだろう。

「ここでいい？」

「はい！」

　地下に降りていく階段。ヒールの高い靴を履いた私を気遣ってくれる川北さんは、やはり女性に慣れていると感じた。

「大丈夫？　荷物、持つよ」

「大丈夫」

　急な階段を下りる。そっと差し伸べてくれた手。手袋越しだったけど、数秒だけ手を繋いだ。ときめいたのか、ときめいていないのか、わからなかった。ただ、川北さんの長所ばかりが見えて、複雑だった。

「瓶びんビール！　グラスふたつで」

　サラリーマンらしいと思った。居酒屋馴れしているというか、慶次郎とは違う。って、別人なんだから違うに決まっているのに。比べてばかり。

「じゃ、乾杯！」

　ビールで乾杯した私達。

「お疲れさま～」

　爽やかにビールを飲む川北さん。私は少し口に含んで、グラスを置いた。ビールはあまり得意じゃない。

「榎本さんには似合わない店だったかな。ごめんね」

「そんなことないよ！」

　ネクタイを緩めた川北さんは、隣の席から舞うタバコの煙を見て、顔をしかめた。

「ごめんね。オシャレなバーとか探しておけば良かったかな。俺、仕事柄こういう店ばっかりだから」

「仕事で飲み会とか多いの？」

　川北さんと向かい合って座ると、そんなに背が高いように感じない。きっと、足が長いんだ。

「営業にいた頃は、飲み会ばっかりだったよ。今は、そうでもない」

「男の人って大変だね」

「男だけじゃないよ。女の子だって大変だよ。榎本さんだって、残業とかあって大変そう」

　話しやすい。相手の話を聞き出すのがうまい人。こういう人、モテるんだよね。女性は、話を聞いてもらうのが大好きだから、ね。

「ストレスとかたまってないの？　榎本さんは」

「う～ん。どうだろう。でも、仕事のストレスは適当に流せるようになったかな」

　エビ餃子、イカの天ぷら、たこわさび。川北さんが注文した料理をまじまじと見る。

「ねぇ、川北さんって、魚介類が好き？」

「え？」

　運ばれた料理を見渡す川北さん。目と目が合う。

「ははっ！　本当だな」

　ふたりで大笑いした。

　料理教室で出会い、一緒に料理をして、作った料理を食べる。そのおかげで、打ち解けるのに時間はかからなかった。

「で、君はどうして料理教室に来たの？」

　腕組みをしていた手を離し、テーブルに両手を置いた川北さん。

「料理、苦手だから」

　そう言うと、ケラケラと笑い出す。

「はは。じゃがいもの皮むくのだけはうまいけどな」

「ひど～い！」

　いつも、川北さんに助けてもらいながら料理をしていた。料理が苦手なことはすっかりバレていたようだ。

　それでも、私に好意を持ってくれている。だから、誘ってくれた。

「他の女の人に誘われたりするんじゃない？」

「あぁ、最初はそうだったけど、断ってるうちに誘われなくなったよ」

「みんな、川北さんを狙っているように見える」

　そう言うと、照れ臭そうに顔の前で手を振った。

「そんなことねーって」

「絶対そうだよ」

　私は、次に頼んだ酎ハイを飲んだ。川北さんは生ビールを注文して、グイグイ飲んでも、顔色が変わらなかった。

「榎本さんは……」

　川北さんは、そう言うとひと呼吸置いて、私を見つめる。

「好きな人がいる。当たりでしょ？」

　妙に真剣な顔をするな、と思っていると、そんな質問をされてしまった。

　見つめられると、思い出してしまう。慶次郎の顔を。

「誰かのために料理をしている。俺にはそう見えるよ」

　モニカの予想が当たっているなら、川北さんは遊び人なだけあって女性の気持ちがよくわかる。

「そんな風に見える？」

「ときどき、とても切ない顔をする。必死で頑張ってる姿見てると、榎本さんはきっと誰かのために料理の勉強したいんだろうな、と」

　どう答えていいかわからなかった。ここで認めてしまうと、川北さんとはきっとこれっきりになる。そんな気がした。私は、川北さんを好きになろうとしている？

「そんなこと、ないよ？」

「そう？」

　でも、ニヤッと笑った川北さんに、嘘をつくことはできなかった。

「実は、当たりです」

　そう言うと、やっぱりな～と目を細めて、腕を組んだ。

　川北さんはとても素敵な男性だし、一緒にいて楽しい。だけど、それは恋じゃない。恋は、しようと思ってするものじゃない。止めようと思っても止められないのが恋。

　それは、慶次郎が教えてくれた。目が合うだけで、苦しくなるような。声を思い出すだけで、胸が締め付けられる。そんな恋を知ってしまったんだ。

「彼氏、じゃないの？」

「別れちゃったの」

「フラれたの？」

「う～ん。どっちなのかわからない」

　慶次郎のことを話すつもりはなかったけれど、誰かに聞いてほしかったんだ、私。

「それじゃあ、俺と一緒だな」

　川北さんは、眉と眉の間を指で押さえた。

「へへ。俺も別れて一ヶ月ってとこ」

　無理したような笑顔を見ていると、まだ愛情が残っているんだろうと思った。

「その彼女のこと、まだ好きなの？」

「それはわからない。ずっと一緒にいたから寂しいだけだと思う。だって、こうして榎本さんと飲みに行ってるんだもん」

　この展開は……口説かれる？

「彼女は早く結婚したかった。でも、俺は部署が変わって、自信もなくて。待ってほしいと頼んだんだけど。それから、うまくいかなくなって、別れた」

「お互い好きなのに別れた、ってこと？」

　川北さんは、それはどうかな？　と曖昧に笑った。

　私と慶次郎の別れ方に似ている。今もお互いを思い合っているような気がする。って、慶次郎が今も私を思ってくれているのか、わからないけど。

　でも、わかる。私のこと、愛してくれている。慶次郎の愛は大きい。だからこそ、別れを選んだのだから。

　私は、慶次郎との別れのことを、川北さんに話した。川北さんは、表情をコロコロ変えながら真剣に聞いてくれた。

「つらかったね」

　話し終えた私に、たったひと言そう言ってくれた。

　涙が溢れた。泣くつもりはなかった。でも、川北さんの優しい「つらかったね」という言葉に、涙が一気に溢れてしまったんだ。

「大丈夫？」

　手を私の頭に乗せた川北さん。

「ごめんなさい」

「別にいいよ。泣くのを我慢すると余計に悲しくなるから」

　私の涙が止まるのを待って、川北さんが話し始めた。

「彼氏は、理想を追い求めている気がする。愛しているんだから、彼女の幸せを一番に考えるべきだ、と。自分の気持ちをもっとぶつけてもいいのに、自分が我慢することで彼女が幸せになるなら、と考えたんだろうね」

　慶次郎の愛は、本当に大きいと思う。でも、私の求める愛とは違っていた。

　私は、あの時抱きしめてほしかった。「僕が幸せにするからお母さんを説得しよう」と言ってほしかった。強引に私を求めてほしかったんだ。

「男として尊敬するけど、そんな完璧な男っていないよ」

「うん。そうだよね」

「ぐちゃぐちゃでいいんだよ。恋愛なんて。泣いたり怒ったり、ぶつかってぐちゃぐちゃになってもいい。それでも好きなんだ！って気持ちが大事だと思う」

　慶次郎がぐちゃぐちゃになる姿は想像できなかった。いつも冷静で……。

「あ」

　思い出した。私がお見合いをしたあの日。あの日の慶次郎は冷静じゃなかった。

「実はね」

　あのお見合い乱入の話をした。あの時の慶次郎は周りが見えていなくて。でも、そんな慶次郎を見て、ますます好きになったんだ。

「そんなことがあったんだ」

　その話をしている時に、海での慶次郎を思い出した。丈治君と仲良くしている私の前に現れた慶次郎も、冷静さを失っていた。

「そうそう、他にもこんなことがあって」

　海での慶次郎のことを話す。

「それくらい榎本さんのことが好きなんだよ。でも、実際に付き合ってみて、恋から愛に変わった。だから、こうあるべきだって勝手に理想を求めてしまったんじゃないかな。彼はもしかしたら、榎本さんを待っているかもしれない」

　それがわからなかった。せっかく私のことを思って別れを選んだ慶次郎に、すぐに会いに行っていいのだろうか、と。変わった私を見てほしい。そう言うと、川北さんは笑った。

「また、それも理想論だよ。会いたいなら会いに行く！　それでいいんじゃないの？」

「そっか。そうなんだよね」

　私は、待っているかもしれない慶次郎の姿を頭に浮かべると、ドキドキした。

「と、いうのもまた理想論かもしれない。実際に、俺が今思っていることを言う」

　腕組みをしていた川北さんが、テーブルにそっと手を乗せて、真剣な顔をした。

「会いに行かないで」

　静かに低い声で。心に響く声。

「俺も、彼女を忘れてはいない。榎本さんも彼氏を忘れていない。でも、こうして飲みに来た。ここから、何かが変わるかもしれない。お互いに」

　手を伸ばして、私の手の甲に触れる。

「手は出さない。約束する」

　そう言って、ゆっくり私の手を握る川北さんは、男の顔をしていた。

　ドキドキする。この気持ちがなんなのか、まだわからない。でも、嬉しくないわけではない。慶次郎に会いに行こうと思った気持ちは、もう消えていた。

「また近いうちに飲みに行こうな」

　会計を終えた川北さんは笑顔でそう言って、私を駅まで送ってくれた。




　帰り道、ずっと考えていた。

　このまま、川北さんを好きになれたら、私は幸せになれるんだろうか。このまま、慶次郎に会わずにいたら、いつか忘れられるのだろうか。答えなんて出るはずもなく、頭の中でふたりの顔が交互に現れては消えて……どうすればいいんだろう。

　私はどうしたい？　ねぇ、慶次郎。いいの？　私じゃなくてもいいの？　あなたは幸せになれるの？










会いたい気持ち




　慶次郎に連絡もせず、川北さんとも微妙な関係のまま時間がどんどん過ぎていき、クリスマスが近付いていた。

　私は髪を切った。気持ちを切り替えたかったから。髪を切ったからといって、何が変わるわけでもないのに。

　料理教室が終わると、いつも川北さんと飲みに出かけた。川北さんは、約束した通り、手を出さなかった。口説くような空気も出さない。友達以上恋人未満のような、微妙な関係。彼女からときどき連絡があるんだと聞いて、少しだけ嫉妬している自分がいた。私は、川北さんを好きになりかけているのかもしれない。

　無理やりなのか、自然にそうなったのか、もうどうでもいい。慶次郎のことをできる限り考えないようにして過ごしていた。

　母とはあんなにぎくしゃくしていたのに、いつの間にか普通に話せるようになった。それは親子だからなのか、川北さんのおかげで慶次郎のことを整理できたからなのかよくわからない。

　少し前に、慶次郎のことを一度だけ聞かれた。

「野嶋さんとどうなってるの？」

　私はもう慶次郎のことで母と気まずくなりたくないので、アッサリ答えた。

「もう別の人と付き合うと思うから」

　慶次郎に出会って変わったはずだったけど……、結局何も変わっていなかったんだ。臆病で、流されやすく、自分がない。




　クリスマスが近付いたある日の朝食。

「クリスマスは、川北さんと会うの？」

　母は、遠慮気味にそう言って、新聞を読み始めた。

　川北さんのことは、少し前に母に話したけど、母も慶次郎のことが引っかかっているのか、申し訳なさそうな顔をしていたんだよね。それから、あまり川北さんの話はしていなかった。

「多分、会うと思う」

　私は小さな声でそう答えると、トーストを頬張った。

「クリスマスイブに会うの？」

「多分、そうなると思うけど」

　母にデートの予定を聞かれることに慣れていないので、戸惑ってしまう。

「どこで会うの？」

「どこでもいいでしょ？」

「教えてくれてもいいでしょ～」

　母は、新聞を置いて、私の顔をまじまじと見た。

「川北さんとうまくいってるの？」

「どうでもいいでしょ？　もう、子供じゃないんだから」

　女同士のこういう会話が楽しかった。だから、これでいいんだって思うんだよね。

　このまま川北さんと付き合うのが自然なのかな？　私、間違ってないよね？

「ご飯食べて、イルミネーションでも見に行く感じかな」

「へ～！　仕事終わってすぐに行くの？」

「わかんないけどね」

　今まで、慶次郎とのデートのことは、母に言えなかった。でも、川北さんとのデートはこうして話せる。なんなんだろう。この違い。

　川北さんに、「圭吾って呼んで」と言われたことがある。わかったと言ったものの、まだ川北さんとしか呼べない自分がいる。川北さんからはたまにふざけた感じで、「真智～」と呼ばれるくらいで、ほとんどは「榎本さん」のまま。

　この微妙な距離感が、良かった。ほんの少しの嫉妬、ほんの少しの束縛。




　今日は、仕事帰りにモニカとカフェで待ち合わせ。この後、モニカはデートの約束があるから今日はお酒はお預けだって。クリスマス用のネイルを見てほしいからって誘ってくれたんだけど、きっとそれは口実で、私のことを心配してくれているんだと思う。

　隠れ家風ハワイアンカフェ。ピンクのワンピース姿のモニカが登場した。

「モニカ～、気合い入れすぎじゃないの？　この後のデートの相手、誰なの？」

　私はモニカのワンピースの胸元をツンと突いた。

「へへ、実は慶次郎と約束してるんだぁ、この後」

「え？」

「怒ったぁ？　もういいでしょ？　真智がいらないなら、私が手を出しても文句は言えないよね」

「それはそうだけど」

　慶次郎とモニカは連絡先を交換し合っている。ふたりが接近しても仕方がないし、文句を言える立場じゃない。

　でも、でも……やっぱり、嫌だよぉ。慶次郎、モニカのこと好きになっちゃうのかな？

「ねぇ、モニカ。本当に慶次郎と会うの？」

「そうだよ。あんたに文句言われる筋合いじゃないと思うよ」

　確かに、私は何も言えない。慶次郎のことが好きなのに別の男性と近付いているんだから。

「で、真智は、圭吾とはエッチした？」

　ワンピースの色に似たピンク色の紅茶を注文したモニカ。モニカはピンクが好きだ。クリスマス仕様のネイルもキラキラしている。

「エッチなんてするわけないでしょ？　付き合ってないもん」

「でも、圭吾は真智のこと狙ってると思うな。あんたも、男泣かせだね」

「モニカに言われたくないよ！　川北さんは、元カノのことまだ好きだと思うし。ただの友達だもん」

　そう言いながらも、ときどき感じる川北さんの熱い視線を思い出すと、胸が痛む。

「いいじゃん。クリスマスに会うんでしょ？　エッチして付き合えば？」

「無理……」

　私はモニカと慶次郎のデートのことが気になって、仕方がなかった。

「まだ、引きずってんの？　慶次郎のこと」

「わかんない」

「私はあんたがわかんない。慶次郎のために自分磨きするって言ってたのに、そこで見つけた男とイイ感じになって、ズルズルしてて」

　モニカには何度も注意されていた。最初は面白半分で、川北さんと仲良くなりなよって言っていたモニカだったけど、途中から本気で心配してくれたんだよね。慶次郎のこと失うよ！　って。

　それでも、私は川北さんと飲みに行くのを止めなかった。川北さんを好きになれば、楽になれるんだって、慶次郎への思いと向き合うことから逃げただけ。

「あんたが悪いんだから。慶次郎のこともらっちゃうよ」

「だめ、お願い。慶次郎に手を出さないで」

「真智、あんたにそんなこと言う権利ない！」

「そうだけど。でも……」

「慶次郎は苦しんでるよ。絶対に。真智は苦しむことから逃げて、また他の男を傷付けようとしてる」

　別れの時の慶次郎の表情が浮かんだ。そして、川北さんの顔も。

「誰かに取られるって思うと惜しくなるだけでしょ？　真智は、それくらいにしか思ってなかったんだよ、慶次郎のこと。私の方が慶次郎のこと幸せにできる」

　静かに丁寧にそう言ったモニカは、千円札をテーブルに置いた。

「私、本気だから。じゃ、バイバイ」

　店を出ていくモニカを追うこともできなかった。

　慶次郎に会いに行くモニカ。本当は、私が会いに行きたい。

　会いたい。会いたい。慶次郎の顔が見たい。後ろ姿でもいい。一瞬でもいいから、見たい。大好きな着物姿。




　私も店を出て、野嶋写真館へ向かったけど、会えるわけはない。慶次郎はモニカと会うんだから、店にはいないよね。

　でも、足が止まらなかった。会いたくて、会いたくて、会いたくて。どうしようもなく会いたくて。ずっとずっと会いたかった。それなのに、自分を誤魔化して。川北さんに逃げていた。本当の自分の気持ちに気付かないフリをして。

　黒いコート姿の男性がたくさん歩いていた。私はオフホワイトのコートのポケットに手を入れて、駅からの道を歩く。

　好き。その思いが一気に溢れ出す。

　野嶋写真館に、明かりがついていた。まだ、いる。慶次郎がいる。

　道路を挟んだ向かいの歩道から、写真館を見つめた。ブラインドが閉まる。隙間から少し見えたグレーの着物。涙が溢れた。会えた。いた。慶次郎がいた。

　元気にしてた？　慶次郎は、どんな毎日を過ごしていた？　風邪、引いてない？　ちゃんと食べてる？

　五分程して、電気が消えた。ドキドキして、手が震える。

　――カタン。

　扉が開いた。街灯に照らされた入口。グレーの着物を着た慶次郎が出てきた。

　夜空を見上げて、寒そうに肩をすぼめると、黒いロングコートを羽織る。鍵を閉めると自分の手に息をかけ、手をポケットに入れた。そして、ゆっくりと歩き出す。

　会えたね。慶次郎。会いたかった。ずっと、会いたかった。

　実はね、毎日のように夢を見ていたよ。あなたの夢ばかりだった。他の人を好きになろうとしたけど、やっぱり無理だった。

　忘れられるわけ、ないんだよ。こんなにも愛しているんだもん。

　瞬きを忘れるほど、じっと慶次郎を見つめていた。少しずつ離れる私達。声をかけることはできない。私はまだ何も変わっていない。聞こえないくらい小さな声で囁いてみる。

「慶次郎」

　その時、大音量で走り去るバイクの音に驚いた慶次郎が、ふと振り向いた。

　二十メートル以上離れていると思う。気付くはずもない。また歩き出す慶次郎。私も、少し遅れて歩き出した。

　腕時計を見た慶次郎。モニカとの約束の時間を気にしているのかな。タクシーを捜しているのか、キョロキョロしている。また振り向いた。

　嘘でしょ？　目が合った？　気付いた？

　夜空を見上げるように、フ～ッと息を吐く慶次郎。

　気のせいか。気付くわけないよね。

　私は、彼を見つめたまま、動くこともできなかった。

　すると、もう一度、目が合った。

「真智！」

「慶次郎！」

　慶次郎が走って、私の正面へ来てくれた。

　車道を走る車。私達の間には、何台もの車が走っていた。道路越しの会話。

「慶次郎！　元気？」

「元気ですよ！　真智は元気ですか？」

　私は両手で大きな丸を作った。

　これがドラマなら、ふたりは駆け寄って抱き合ってキスをするのかもしれない。でも、私達は車道を挟んだこの距離を保ったままだった。

「どうして、ここに？」

「慶次郎が元気かなと思って」

「また、来てくれますか？」

「うん！　もっともっとイイ女になって会いに来るから」

「今のままで、十分、イイ女ですけどね」

　大声で叫び合うふたり。

　慶次郎の胸に飛び込みたかった。今でも好きだと言いたかった。でも、今はまだだめなんだ。

「じゃあ、元気でね！　慶次郎！」

「真智っ！」

　慶次郎が、車道を渡り、私に向かって走ってきた。嬉しいのに、逃げるように走ってしまう私。

　私の腕をぎゅっと掴んだ慶次郎の大きな手。そして、気付くと私は慶次郎の胸の中にいた。

「こんなに冷たくなって」

　そう言って、私を優しく抱きしめてくれた。ドラマのような展開。

「慶次郎、髪伸びた」

「真智は、髪が少し短くなった」

「慶次郎に会えた」

「真智に会えた」

　何ヶ月ぶり？　慶次郎の唇が私の唇に重なった。そっとそっと優しく、温かい唇が私を包み込む。

「会いたかった」

　そう言って、もう一度強く抱きしめてくれた。

「モニカと飲みに行くんでしょ？」

「ん？　そんな予定はないですよ」

「へ？」

「また、彼女にやられましたね。ふふ」

　モニカの作戦にまんまと引っかかった私。でも、引っかかって良かった。会いに来て良かった。素直になれた私は、少しはイイ女になれたかな。

「このまま帰したくない気分ですが、今から仕事の打ち合わせがあるんです」

「頑張ってね。私ももう帰らないと」

「また来てくれますか」

「来る！」

「だめだな、僕は」

「だめじゃないよ！　だめなのは私だよ」

「どういう意味ですか？　もしかして、僕以外の誰かを好きになったんですか」

　そう言って、慶次郎は目を細めた。

「な～んてね。嘘ですよ」

　私の頭をポンポンと優しくなでた。その笑顔がたまんない。好き。好き。大好き。

「好き」

　溢れ出た言葉。

「僕も、好きです」

　簡単だった。会えば簡単だったんだ。素直な気持ちを伝えれば良かった。慶次郎は、慶次郎のままだった。

　私達は、お互いの思いを確認し合うことができた。次に会う約束もしないまま別れた。また会える。会いに来る。全部ちゃんとして。川北さんとのこともちゃんとしてから、また会いに来るから。

　もう迷わない。私が愛しているのは、世界でただひとり。慶次郎なんだから。










クリスマス




　料理教室の日が憂鬱だった。川北さんを好きになろうとしていた自分には戻ることができない。私は、慶次郎が好き。もう他の誰ともデートしたくないなんて、勝手すぎるよね。

　照り焼きチキンとニンジンのマリネを作る私と川北さん。黙々と料理をする横顔を見つめる。素敵な人であることは間違いない。モニカが言うような遊び人じゃない、と思うんだよね。

「今日は美味しくできたよね」

「そうだね！」

　帰り道。まっ赤なネクタイを緩めた川北さん。

「クリスマス、俺の手料理食べに来ない？」

　家に誘われてしまった。川北さんの気持ちには、少し気付いていた。私のことを恋愛対象として、見てくれている、ような気がする。元カノへの思いは、まだ残っていると思うけど。

　手料理なんて食べられない。エプロン姿の慶次郎を思い出してしまうに決まっている。

「クリスマス、やっぱり会わない方がいいと思う」

「どうして？」

「私は、やっぱりまだ忘れられないから」

　慶次郎と会ったことを話せなかった。本当に友達同士なら話せるはずだよね。やっぱり、変な関係だよ、私達。

「別にいいよ。焦らなくて。ゆっくり俺が忘れさせてやるって」

　こういう発言が最近増えてきた。私は川北さんを好きになろうとしていた。利用していた、とも言える。いまさら、ごめんなさいって私、最低だよね。

「クリスマスは、会いたい」

「じゃあ、その時またゆっくり話そう」

　クリスマスイブの夜、イルミネーションを見て、食事をするというデートは決行されることになった。

　その夜に話そう。私の正直な思いを、ちゃんと伝えるんだ。川北さんを好きになろうとしていたこと。でも、やっぱり慶次郎が好きだと気付いたんだってこと。

　だから、これからはふたりで会うのはやめようと思うって、言わなきゃ。モニカの言う通りだ。川北さんを傷付けてしまう。早く言わなきゃ。




　とうとうクリスマスイブが来てしまった。平日だから、仕事が終わってからデートの予定。一番のお気に入りの服は着ずに、別の服を着た。

　クリスマスイブに、慶次郎ではない男性とデートをする。

「今日はデートよね。料理教室の川北さんと」

　化粧をする私の背後から声が聞こえた。

「うん。そうだけど」

　新聞を片手に母がニヤニヤしながら立っていた。バリバリ働く母にとって、朝刊は必要不可欠なのだ。

「まっ赤な下着つけた？」

　嬉しそうにこんなことを言う母。やはり、川北さんと私が付き合うことに賛成なんだよね。試すように私をジロジロ見て、頑張ってねと言った。何を頑張るんだろう。

「別にただの友達だから」

　と言い、家を出た。

　私がもしもドラマのヒロインなら、みんなから嫌われる。好きな男と別れて、ちょうどいい感じの別の男性に近付いてさ。でも、やっぱり忘れられないからって、また戻るなんて。こんな、かわいくない女は、ヒロインになんてなれない。サブキャラだな。ヒロインはきっと、サトさんだ。

　サトさん側から見ると、私は最低最悪の女。去ったと思ったら、また戻ってきて。サトさんと慶次郎がどうなっているのかは知らないけど、もしも少し接近していたとしたら……。

「はぁ……」

　いろんな思いが駆け巡るけど、最終的に行き着く答えは決まっていて。〝やっぱり慶次郎が好き〟ってこと。誰にどう思われても、この気持ちは変えることはできない。

　今日、ちゃんと川北さんに私の思いを話すことができたなら、慶次郎のいるあの写真館へまた会いに行く。いいよね。会いに行って。待っててね、慶次郎。




「お疲れ～っす。そのコートかわいいじゃん」

　待ち合わせ場所に現れた川北さん。今夜はクリスマスイブ。

「あ、ありがとう」

　私は、赤いコートのポケットに手を入れて、ペコッと頭を下げた。

「残業なくて良かったよ～！　さ、今日は楽しいイブにしような」

　頑張って仕事を早く終わらせてくれたんだろうな。

　爽やかすぎる川北さんに、涙が出そうになる。顔もいい。性格もいい。安定した仕事をしている。完璧な条件なのに、私は好きになれなかった。だってね、人は条件で人を好きになるものじゃない。それは、痛いくらいわかってるんだ。

「観覧車、あとで乗る？」

　イタリアンレストランへ向かうエレベーターは、ガラス張りで、綺麗な夜景が見えた。その景色のまん中に七色に光る観覧車。慶次郎と乗りたいと思ってしまった。

「なんだか、怖そうだね～」

　と誤魔化す。川北さんが予約しておいてくれた店は、テレビや雑誌でも見かける有名レストランだった。

「じゃ、乾杯！」

　薄いピンク色のネクタイと、私のピンクのセーターの色がよく似ていた。どこから見ても、ラブラブなふたりだ。

「美味しい～！」

　ボルドーワイン。

「このカルパッチョがうまいって、先輩に聞いたんだよ」

　前菜のサーモンのカルパッチョ。とても美味しい。ワインも、カルパッチョも、その後の鴨のロースも、ぺペロンチーノも……とても美味しい。

　美味しいけれど、あの人を思い出す。ぺペロンチーノが好きだと言った慶次郎。初めて会ったあの日、そんな話をしたっけ。初めて作ってくれたのもペペロンチーノだった。デザートのいちごのミルフィーユもとても美味しいのに、思い出してしまう。あのあんみつを。「美味しいでしょ」と微笑んだ慶次郎を。

　今、ここにいてほしいと思う相手は、この人じゃない。そのことにずっと気付いていたのに、気付かないフリをして、逃げていた。

「川北さん」

　カプチーノに描かかれたクマの絵。崩さないように静かにひと口飲む。

「ん、何？」

「あのね、私ね」

　別れ話を切り出すような重い空気が流れた。

「いいよ。言わなくてもわかってる。まだ元カレを忘れられないんだろ？　そんなことわかってるし、俺はそれでもいい」

「でも」

　私の言葉をさえぎるように、手を握る川北さん。

「このまま、こんな関係を続けていても」

　そう言った私に、川北さんは不思議な笑みを浮かべながら、ゆっくりと首を振る。

「俺達は、友達、だろ？」

　何も言わせてくれなかった。

　慶次郎に会いたい。慶次郎なら、私の話をちゃんと聞いてくれる。ぐちゃぐちゃな思いをゆっくりと聞いてくれる。それが慶次郎なんだもの。

「俺達は、まだ何も知らない。合うか合わないか、まだわかんないよ。お互いもっと知る必要があると思う」

　熱い目をした川北さんに、少し違和感を覚えた。指を絡めるように、手を握ってくる。テーブルの上の手が、だんだん熱くなってくる。

「今夜は、ずっと一緒にいたい。だめかな」

　川北さんのことは好きだよ。でも、男の人ってどうしてこうなんだろう。体を求める時、人が変わったようになる。大北さんの目を思い出してしまう。そのことしか見えないというか。でも、慶次郎は違う。そんなことない。

「好きじゃないから、無理だよ」

　手を自分の膝に戻す。熱い目をした川北さんは、どんどん顔を近付けてくる。

「俺を好きになるかもしれない」

「ごめんなさい」

　あまりにもテンションの下がった私を見て、川北さんは我に返った。ガーリックの焦げたような香ばしい匂いが漂う店内。

「ごめん。焦りすぎたな、俺」

「ううん。私が悪いの」

「いや、ごめん。でも、俺は榎本さんを好きになれたんだ」

　好きになれた。その表現にも違和感を覚えた。川北さんも、私と同じように無理して新しい恋を探していたのかもしれない。

「俺のこと、もっと知ってほしい」

　そう言って、窓の外を指差した。その先には観覧車。

「観覧車？」

「の、向こうに見えるの何かわかる？」

　紫色と白のライトが窓に反射する高い建物。

「ホテル、予約したんだけど」

　ホテル予約したんだけど？　この関係で？　確かにイブに一緒に過ごすってそういうことかもしれないけど。でも、私は迷っていて、その気持ちも伝えている。迷っている私を抱いて、何がわかるの？

　私は何も言えないまま、カプチーノを飲み終えた。川北さんは、それをＯＫと理解したのか、席を立ち、私の手を引く。

「ごちそうさまです」

　会計を終えた川北さんにお礼を言い、後ろを歩く。ガラス張りのエレベーターには、他に誰も乗っていなかった。

「キス、したい」

　速く降りるエレベーターの中で、私はただただ慶次郎を思う。近付く唇から逃げる私。

「だめ？」

　そう言った時に、他のお客さんが乗って来た。川北さんは、私の手を握り、体を密着させてきた。

　今の川北さんは、私を見ていない。私を抱くことしか、頭にない。最初からそのつもりで、今日誘ったのかな？　優しくて、いつも私の話をよく聞いてくれて、理解してくれて。そんな川北さんを信頼していた。それが嘘だったとは思わないけど。

　一階に着き、エレベーターから降りた。肩に手を回され、人混みから逃げるように、歩く。広場に大きなクリスマスツリーが飾られていた。

「綺麗」

　呟いた私に、川北さんは静かに言った。

「真智の方がもっと綺麗だな」

　その言葉に、気持ちが込められているのかどうか、女性にはわかってしまうんだよ。慶次郎も言ってくれた。真智、綺麗だよ。真智、好きだよって。

「真智っ！」

　私の右腕を掴む。聞き間違えるはずがない。

　この声。

「真智、待って」

　そこにいたのは、慶次郎だった。

　二度目だね。お見合いの時を思い出す。冷静に今の状況を見つめているもうひとりの自分がいた。

「川北さん、ごめんなさい！」

　私は、川北さんから離れるようにして、立ち止まった。驚いた顔の川北さんは、慶次郎を見て、すぐに誰か理解したようだった。

「あ、どうも」

　と会釈をした。

「すいません。真智、返してもらえますか」

　息を切らした慶次郎。その胸に今すぐにでも飛び込みたいと思った。

「別れた彼氏さんですよね？　もう、いい加減、振り回すのはやめてもらえますか？　榎本さんは、悩んで苦しんでるんです。だから、俺が幸せにしたいって思ってます」

　呼吸を整えた慶次郎が、大きく息を吸った。

「いろいろありがとうございました。真智がつらい時に支えてくださったんですね。でも、もう僕が幸せにすると決めたんで」

「そんなの榎本さんが決めることだと思います。榎本さん、今、ここで俺か元カレか、選んでよ」

　こんな川北さんは見たことがなかった。強い口調で、目が鋭くて、見たことのない怖い顔をしていた。何も言えずに、川北さんから目をそらしてしまう。選べない。選びたいけど選べないよ。川北さんに失礼すぎる。

　私の背中にそっと手を当てた慶次郎。

「すいません。真智は、優しいからどちらかを選ぶなんてできないんですよ。あなたのこともきっと大切に思っているから。だから、僕が勝手に連れ去ります」

　慶次郎は、そっと私の両手を握った。グイッと引っ張り、慶次郎の胸の中に。

「ごめんなさい。川北さん」

　私は、川北さんの悲しそうな表情を見ていられず、すぐに目をそらした。

「そっか。うん。俺こそごめん」

　川北さんは、静かに頭を下げ、背を向けて歩き出した。

　その背中を見つめていると涙が溢れてくる。また傷付けた。私のせいだ。そう思っていると、クリスマスツリーの電飾の色が変わった。紫色からまっ赤に変わったツリーを見上げる。と同時に、慶次郎のキスが降り注ぐ。

　そっと唇を挟むようにキス。何度も何度も優しく唇を合わせた。

　目を閉じる。たくさんの人の声が聞こえる。こんな場所でキスしている私達。激しく舌を絡め合い、何度も何度も唇を合わせた。

　私の頬に、冷たい何かが当たる。

　雪？　雨？

　目を開けると、慶次郎の瞳からこぼれる涙、だった。

「慶次郎？」

　私達は、泣きながら、キスを続けた。ごめんね。ごめんね、慶次郎。大好きだよ。遠回りしちゃったけど、私はあなたが好きです。

「メリークリスマス、真智」

「メリークリスマス、慶次郎」

　鼻先をくっつけると、温かい息がかかる。慶次郎の匂い、大好き。

「真智、愛してます」

「私も」

　ジングルベルの音楽が聞こえる。目を閉じると、ふたりきりの世界だった。雑踏の中、数え切れないくらいキスをした。

　ごめんねって。伝わる。好きだよって。伝わる。

　慶次郎の愛が、私の心に届く。

「観覧車、乗りたいな」

　私がキスの途中でそう言うと、慶次郎は耳元で囁いた。白い息が私達を包む。

「真智はエッチだな」

　そして、私の手をぎゅっと握り、観覧車に向かって歩き出した。クリスマスイブの観覧車はさすがに混んでいて、待ち時間三十分。

「慶次郎、クレープ食べたいな」

「ん？　クレープ？」

　眉を少し下げた慶次郎が、仕方がないなぁという表情で私を優しく見つめた。

　私は、慶次郎に甘えている自分に気付く。観覧車に乗りたいとか、クレープ食べたいとか。そんなことを自然に言える自分に驚いていた。やっと、本当の恋人同士になれたのかな。私達。

「イチゴとバナナのクレープでいいですか？」

　遠くのメニューを見る慶次郎の細めた目に、キュンとした。

「抹茶白玉クレープも食べたい」

「じゃあ、ふたつ買ってくるから待てる？」

「待てない。寂しい」

「ふふ。素直でよろしい」

　慶次郎は私の頭を大きな温かい手で包み込むようになでた。

　そして、おでこにおでこをくっつけて、ドＳ顔をして言った。

「ほんの少しだから待っていなさい」

　ドキドキした。キュンキュンした。初恋を知った中学生のようだった。

　慶次郎のひと言ひと言、慶次郎の表情、全てにドキドキして。恋をしていた。愛しているのに、また恋をしちゃった。不思議。昨日まで離れていたのに。ずっとずっと一緒にいたかのような安心感があった。

　どうして、私達離れちゃったんだろうね。どうして、こんなにも好きなのに素直になれなかったのかな。

　クレープ屋さんの行列に並ぶ慶次郎の背中を見つめた。振り向いて、ニコッと笑う。慶次郎とずっと一緒にいたいと、心の底から思った。お母さんに反対されてもいい。世界中の人に反対されてもいい。私は自分で選ぶ。

　愛する人はこの人なんだもん。

「お待たせ」

「うわぁ～、美味しそう」

　抹茶白玉クレープの一番上の白玉を口に含む。

「それ、僕の白玉なんですけど。返してもらえます？」

「え？　えぇ？　もう食べちゃった」

「口の中にまだある。僕にも食べさせて」

　甘えるような口調の慶次郎がかわいくて、いじめたくなる。

「だ～め」

「僕も白玉食べたいなぁ。真智の口の中にある、それが食べたい。ちょうだい？」

　もっともっとかわいくなる慶次郎。

　私は、慶次郎の両頬を手で挟み、そっと口移しで白玉団子を慶次郎にあげた。

「ふふふ。この白玉、美味しすぎますね」

　そう笑った慶次郎。

　私達はクレープを食べながら、いろんな話をした。

「モニカとは本当に何もないの？」

「一度も会ってないですよ。ときどき僕を試すようなメールが来たけど、それも彼女の作戦ですよ。彼女は、真智にとって本当にいい友達だな」

　モニカのおかげ。モニカがいてくれなかったら、私はどうなっていたかわからない。

　本当に支えてくれた。私に気付かせてくれたのもモニカだった。

「で、どこから聞いたらいいのかわからないんですけど、さっきの彼とのこと、聞かない方がいいですか？　僕、ショック受ける？」

　唇に生クリームをくっつけた慶次郎が、スネたような顔をした。

「大丈夫。彼とは何もない。本当だよ」

「でも、お互いに惹かれ合っていたのは確かでしょう」

「好きになろうと思った。つらかったから、他に好きな人を作ろうって思った。私、バカだよね」

「ええ、バカですね。信じられないくらい短絡的で、幼稚な考えです。でも、そんな真智が僕は好きだ。だから、許します」

　指を絡めるようにして手を繋いだ。観覧車の順番が近付いてきた。

「彼も彼女と別れたばかりだったの。同じような別れ方で、お互いに引きずってたんだぁ。きっと、彼も無理して私を好きになろうとしていた気がする」

　川北さんと私はどうして、一緒にいたんだろう。お互いに、寂しかった。お互いに、自分の気持ちと向き合うのが怖かった。

「いや、それはないな。僕はわかる。彼は、本気で真智を好きだったと思う。僕を見る目は完全にそんな感じだった。でもね、譲れない。真智は僕の大事な人だから」

　嬉しすぎることをたくさん言ってくれて、どれも覚えていたくて必死に頭の中にインプットした。

「もうすぐだな、観覧車」

「わくわくするね」

　カップルだらけの列の中、どのカップルよりもラブラブオーラを出しているであろう私達。絡め合う指からも、愛が伝わる。大好き。大好きだよ。もう離さない。

「お待たせしましたぁ～！　メリークリスマス！」

　テンションの高い係員のお兄さんが、私達を観覧車の中へと誘導する。

　観覧車に乗れた。乗りたかった観覧車に、乗りたかった人と乗ることができた。

「綺麗～！　すごいよ。慶次郎！　見て！　あれ！」

「綺麗ですね～！　僕、観覧車なんて子供の頃以来ですよ」

　コートを脱いだ慶次郎は、私の大好きな和服姿。

「会いたかった、ものすごく。慶次郎に会いたかったの」

「そうでしょう。真智は僕のこと愛してるからね」

　そっと伸ばした手が私の腰に回された。

「実は、明日この観覧車に乗りたいと思ってたんだ。一日早まったけど、念願が叶った」

「慶次郎も乗りたかったの？」

「最後に乗った観覧車の中で、父と母が話してくれたんだ。僕の父は観覧車の中でプロポーズをしたんだって。それを聞いて、僕もいつか大事な人ができたら観覧車の中でプロポーズしようって思ったんですよ。それから一度も観覧車に乗ってないんです」

　静かな観覧車の中。窓から少し入ってくる風が心地良く感じるくらい体が熱かった。

「僕と……」

　慶次郎は真剣な顔で私を見た。

「慶次郎……」

　彼は視線を窓の外に向けた後、もう一度私を見つめた。

「僕と結婚してください」

「え？……はいっ！」

　プロポーズ、してくれた。大好きな慶次郎と結婚できる。慶次郎は、大きく深呼吸をして、私を抱きしめた。

　あ～、良かったと安心したように言った慶次郎。男の人にとってプロポーズってものすごく緊張することなんだよね。人生にそう何度もあるものじゃない。

「私でいいの？」

「真智じゃないとだめなんだよ」

「私も慶次郎じゃないとだめ」

「じゃ、結婚しよう」

「嬉しい！」

　ちょうど、観覧車がてっぺんに来たところだった。こんなロマンチックなプロポーズをしてもらえるなんて、私は世界一の幸せ者。

「我慢できない。この中でエッチしたくなってきた」

「だめだよ～！　揺れるし！　見えるし！」

「何、本気にしてるんですか？」

　ニヤニヤしながら慶次郎が私を抱きしめた。

　胸元に手が入ってくる。腰に回された手が私を激しく抱きしめる。耳にキスをされ、私は体の力が抜ける。

「僕達、遠回りが好きですよね。結婚しても、遠回りしちゃうのかな」

「ふふふふ。そうだね。私達、素直じゃないし、変なとこ真面目だしね」

「はは。でも、真面目な人が観覧車の中でこんなことしないよ」

　慶次郎は、私の首筋に舌を這わせた。

「だめだぁって」

「明日までお預けですよ。我慢できる？」

　私は、慶次郎の膝の上に座り、後ろから抱きしめられている。

　あと四分の一くらいで、観覧車が終わっちゃう。でも、これからずっと一緒にいられる。

「お母さんのことですけど」

　神妙な顔つきで慶次郎が言った。私は、急にドキドキして、また不安になった。

「大丈夫だからっ！　絶対に認めてもらうから！」

　母の顔が浮かぶ。

「そのことなんですけどね。まぁ、また改めて挨拶に行きますから」

　そう言った後、慶次郎は袂たもとから何かを出した。

「お正月に一緒に京都に行ってもらえませんか？　写真の撮影で京都に行くんだけど、同行してくれる？」

「いいの？　行きたい！」

「これ、チケット」

　慶次郎は新幹線の切符を二枚渡した。私は向かい側の椅子に置いたバッグにその切符を入れようと手を伸ばす。すると、慶次郎が私の代わりにバッグを取ってくれた。

「きゃっ」

　バランスを崩した慶次郎が観覧車の床に手を付いた。膝に乗っていた私ももちろん落ちちゃって。

「ごめん」

「いいよ」

　そのまま私は押し倒されて。抱き合って、絡み合い、キスをして。

「あれ？　切符、二枚？」

　キスの途中で、気付く。

「今、気付いたんですか？」

　起き上がる私達。もう観覧車は終わりに近付いていた。

「真智の分と、恋のキューピッドさんの分ですよ」

「へ？　誰？　モニカ？」

「まさか。モニカさんもそうですけどね」

「誰のこと？」

　しばらく慶次郎はにこやかに微笑んでいた。

「真智の大事な人ですよ。一番近くで、真智のことを心配している人」

　誰？　全然わかんない。え？　一番近く？　え、もしかして？

「お母さん？」

「そうです。真智のお母さんが、僕達のキューピッドです」

　目を白黒させているうちに、観覧車が終点に来てしまった。私は混乱したまま、観覧車を降りた。

「慶次郎、どういうこと？」

「そういうことですよ」

　意味深なことを言いながら、私達はビルの間を歩き大きなクリスマスツリーの下に向かう。

「十時になると雪が降るらしいんだ」

「あ、後輩が言ってた！　もしかして、もうすぐ時間？」

「まさか、真智とこの時間に一緒にいられるなんて」

　パラパラと白い雪が舞い降りる。クリスマスらしい鈴の音と共に。

「お母さんは素敵な人です。真智が思っているよりも、もっともっと真智のことをわかってくれている。何度か写真館に来てくれたんですよ、お母さんが」

「あ、遺影の写真を取りに行った時？」

「あの後です。その時は特に話すことなく帰られたんですが、後日来てくれてね。真智のことを心配していた。あの子はきっとあなたのことを本気で愛していると思う、と言っていたよ。お母さんは全部わかっていた。自分のために、真智が苦しんでいるんじゃないかって」

　知らなかった。お母さんと全然話をしていなかった時期だと思う。

　私はバカだ。何もわかっていなかった。お母さんの無償の愛。お母さんは何も望んでいなかった。

「真智の幸せだけが、お母さんの願いなんだよ」

「慶次郎……」

「料理教室で出会った彼のこともお母さんから聞いた。お母さんは、言ってくれたんだよ。『真智のこと好きなら奪って来なさい』ってね。それができたら、僕は合格なんだって。だから、もう僕は合格したんだよ」

　だから、川北さんとのデートの場所を何度も聞いてきたんだ。お母さん、そんな気の利いたことをしていたなんて。

「イブにデートなんて、僕は悲しかった。でも、真智がまだ僕を愛してくれているってわかっていたから」

「ごめんなさい。今日、断るつもりだった。もうこれ以上無理して一緒にいるのはやめようって。その話もちゃんとしたんだよ」

「そうか。じゃあ、もう僕達になんの壁もないってことだな」

　雪が慶次郎の髪の上に乗っていた。綺麗。天使みたい。素敵な天使。

「僕は、お母さんを安心させるために、今やっている仕事とこれからやりたい仕事のことを話した。もしも、写真館がつぶれるようなことがあったら、就職させてもらえる出版社があるってことも話した。お母さんは笑ってたよ。そんなこと心配してないから大丈夫よって。いいお母さんだ」

「お母さんも、慶次郎も……私に黙って、そんなことまでしてたの？」

「僕に会いに来ない君が悪い」

　腰に手を回し、私を抱き寄せる。私も慶次郎の腰に手を回し、またキスをする。

　慶次郎は、私に写真館のアシスタントをしてほしいと言ってくれた。着付けやメイクの勉強をしたいと言うと嬉しそうに笑って、私の頭をなでてくれたんだ。

　サトさんは、アシスタントを辞めた。私達の別れの日に、写真館にサトさんが来ていたのは、その話だったらしい。

　慶次郎は、サトさんの気持ちに気付いていながら、ずっと仕事をしてきて、正直申し訳ないという気持ちがあったんだと話してくれた。

「サトさん、新しい恋ができるといいな」

「そうだな。サトならきっといい彼氏ができると思うけど、それを僕が言うのは、残酷かもしれない」

　海で告白された後、仕事中に涙を流したり目を合わせなかったり……気まずくなってきたんだって。サトさん、友達を演じるなんてつらすぎたんだね。

　サトさんのことを思い出して、しんみりしていた私の肩に慶次郎が手を乗せた。

「ねぇ、真智。料理教室、続けたい？」

　少しスネたような表情で私を見つめる。

「どうしよう」

「僕が教えてあげるから」

「じゃあ、辞める」

「明日から早速教えるよ。でも、ハダカにエプロンだから覚悟して」

「えっ？」

　そんな会話をしている間に、川北さんからメールが届いていた。

【ごめん。俺も自分の気持ちに正直になることにする。ダメもとで元カノに会いにいくよ】

　川北さんも無理をしていた。私も無理して……。でも、嘘じゃなかった。ちゃんと川北さんと向き合っていたし、彼の素敵なところをたくさん知っている。

　ありがとう。川北さんの存在が、私を救ってくれたことは確かだから。ありがとう。そして、ごめんなさい。でも、やっぱり、〝ありがとう〟だね。

　私はたくさんの人のおかげで、本当の愛を手に入れることができた。

「お母さんに早く会いたいな」

　私はお母さんの得意気な微笑みを想像して、ムフフと笑った。

「きっと喜んでくれますよ。本当に素敵なお母さんだ」

　慶次郎も、得意気な微笑みで私を見下ろした。

「私達、幸せだね」

「みんなのおかげだな」

　恋のキューピッドがふたりもいた。モニカとお母さん。素直になれない不器用ないい歳した私達のために、勇気をくれたんだね。

　まっ白な雪が降る夜空を見上げた。頬に感じるひんやりした雪の冷たさ。一生忘れない。この幸せな感触。

「今から、お祝いの撮影会でもしません？」

　ニヤリと笑った慶次郎。私はコクンと頷いた。










もっと見つめて




　お香の匂い、まぶしいライト、カメラを準備する音。ドキドキしちゃう、この部屋。

　しなやかな指も好き。咳払いの後に息を吐く慶次郎を見つめる。

「僕の婚約者として、初めての写真ですね」

　婚約者。私、この人と結婚できるんだ。

「撮るよ」

　私達が初めて結ばれた場所。心も体もハダカになれる場所。

　――パシャパシャ。

「プロポーズした日の写真を撮れるなんて幸せだな」

「そうだね」

　レンズから顔を離した慶次郎が、にっこりと微笑んだ。

「綺麗だよ」

「恥ずかしいよ」

　――パシャパシャ。

　離れていた時間が埋まっていく。ずいぶん長い時間、私達は離れていたね。別々の時間を過ごし、いろんなことを考えた。

　私は、いつも慶次郎と一緒に生きていた。美味しいものを食べていると、慶次郎を思い出した。料理をしていても、慶次郎のことばかり考えた。

「じゃあ、脱いでみましょう」

「え？」

　レンズ越しに私を見つめる。

「真智の気持ち、ちゃんと見えたから」

　――パシャ。

　私も見えた。慶次郎に見つめられ、写真を撮られることで、自分の心と向き合える。

　愛してる。私は、この人と結婚したい。一生一緒にいたい。もう離れたくない。

「自分で脱げないなら、僕が脱がしてあげましょうか」

　お姫様抱っこされた私は、慶次郎に抱かれて、ソファへ。

　降り続ける雪の数よりもたくさんのキスをして。ごめんね、と愛してる、を必死に伝えるキス。

「綺麗だよ」

　熱い目で見つめる慶次郎に、心まで熱くなる。

「もっと、もっと見て」

「ああ、もっと」

「もう離さないで」

「ああ、もう離さない」

　初めて出会ったあの瞬間に恋に落ちていた。

　謎めいた麗しの和装カメラマン。耳にかけた黒髪。切れ長の目。丁寧な話し方。着物がよく似合う人。お香の匂いの漂うこの場所で出会った。

「幸せになろう」

　その言葉を信じて、一緒に歩いていく。

　もう迷わない。間違えない。この人が運命の人。

　心も体もハダカになって、私達は新しい一歩を踏み出した。

　降り積もる雪のように、私の心に積もっていく愛。決して解けない魔法の愛。







第六章










僕の大切な人




　目覚まし時計の音とほぼ同時に目が覚める。グレーの遮光カーテンを開けると、小鳥のさえずりが聞こえる。電気ケトルでお湯を沸かし、朝一番の日本茶を飲む。長年使っていたやかんへのこだわりはもうない。便利なもののおかげで、時間を有効活用できる。仕事着でもある着物に袖を通し、髪を整えた。

　そして、僕の大切な場所、野嶋写真館へと向かう。お香の香りで、僕達の大切なカメラ達が目を覚ます。

「おはよう」

　心の中で挨拶をする。ときどき、声に出してしまうこともある。濃いめのエスプレッソにミルクを少し入れた。通勤途中で買ったパンをかじりながら、今日一日のスケジュールを確認。ふ～っとひと息ついて、僕の一日が始まる。ずっとこうしてきた。だから、これからもこうしていく。大丈夫。これが僕の日常なんだから。今まで通りでいい。

　父から受け継いだ一枚板で作られた机の引き出しを開けると、あの人の笑顔が目に入る。僕の愛した人。いや、愛する人。おはよう、真智。君は今、何をしている？　何を思っている？

　僕はね、いつもいつも考えてしまうんだ。真智のことを。もう終わったはずなのに。終わらせたのは僕なのに。満足していた日々だった。でも、君に出会い、僕は誰かと共に生きる人生に憧れを抱いてしまった。

　真智の作る味噌汁。朝食はできれば和食がいい。かわいいエプロンをした真智が、僕を見送ってくれる。行ってらっしゃいのキスは、恥ずかしいからしなくてもいいよ。でも、どうしてもしたいっていうのなら、しよう。うん。やっぱり、することにしよう。

　仕事から帰ると、真智はソファでうたた寝をしているんだ。僕はこっそりその寝顔にキスをしよう。一生懸命作ったハンバーグを一緒に食べようと、僕の帰りを待っていた真智。ちょっと焦げくさいキッチン。疲れて寝てしまったんだね。

「真智、ただいま」

「あ、おかえりなさい。私、寝ちゃった」

　照れ臭そうに笑う真智を見ると、僕はその日の疲れも吹っ飛んでしまうんだ。

　何をしよう。真智と、どんなことをしようか。これから先、ずっと君と一緒に生きていきたいと、僕は願ってしまった。気付いてしまった。君が必要だってこと。君しか愛せないんだってことに。

　バカだな、僕は。愛しているからこそ、身を引いた。かっこよく言えばそうだけど、実際はちっともかっこよくない。情けない。愛する人の手を離すなんて。僕は、人生で最大の失敗をしてしまったんだ。もう、出会えない。あんな素敵な女性には。

　コーヒーを飲み終えた僕は、時計を見た。そろそろ開店準備だ。おかしな妄想ばかりして、現実の寂しさから逃げている。僕は、どうしてしまったんだろう。

　――トントン。

　まだ開店していない店のドアを誰かがノックした。真智ではないかと無意識に期待してしまう。僕に会いたくて会いたくて、会いに来てしまったんだろう？　何度もそういう夢を見たよ。

「すいません。まだ早かったかしら」

　ドアから少し顔を覗かせた女性は、僕の大切な人のお母さんだった。

「おはようございます！　真智さんの……」

「真智の母です。お久しぶりですね。お元気かしら？」

　仕事に向かう前に僕の店に寄ってくれたそうだ。真智がとても大切に思っている人。別れの原因になった人でもあるけれど。

「どうぞ、お茶でもゆっくり」

「いえいえ、すぐに仕事に行きますので。この間の写真どうもありがとうね。とても綺麗に撮れていたわよ。真智に見せたんだけど、全然ちゃんと見てくれなくてね」

　真智。その名前を聞くだけで、胸が締め付けられるんだ。

　キューッと苦しくなる。これを女性は、〝キュンキュン〟というのだろうか。僕には経験がないから、この胸の切ない感じがなんなのかわからない。

「真智さん、元気にされてますか？」

　僕がそう尋ねると、お母さんはしばらく考え込むように下を向いた。そして、僕の目を見た。まっすぐに。

「あの子は、あなたを愛していると思う。今の真智は、ちっとも幸せそうじゃない。全然笑わないし、寂しそうよ」

　苦しいよ、真智。君の幸せを願って、僕は別れを告げたのに。君は幸せじゃないのか？　じゃあ、僕はどうして別れたんだろう。

「あなたも真智を愛してるんでしょう」

　お母さんのまっすぐな目に吸い込まれそうだった。僕は、目をそらさずに言った。

「はい。愛しています」

　迷うことなく言った。僕は、真智を愛している。きっと、これからもずっと。

　誰とも恋をしない。誰も愛さない。誰とも結婚しない。一生、真智を愛していくんだろう。自分の選んだ道を後悔しながら。

「まだ、間に合うはずよ。真智のこと、幸せにしてもらえません？」

　お母さんは、僕と真智の交際を反対していた。僕は結婚相手としてふさわしくないと思っていたはずだ。

「僕が幸せにしてもいいんですか？」

　お母さんは、目に涙をためて、静かに首を縦に振った。

「ごめんなさいね。私のせいで別れたんでしょ。私は、真智の母親です。あの子がつらい日々を送っていることは耐えられない」

「僕は間違っていました。真智さんの幸せを願って、身を引きましたが……やっぱり僕が幸せにしたい。お母さんに認めてもらえるまで頑張ります」

　別れた後、密かに考えていたことがある。お母さんを納得させられる条件を引っさげて、もう一度話してみよう、と。そう計画していながらも、一度別れを言い出したのだから、と自分を止めるもうひとりの自分がいた。でも、お母さんがその意気地なしの僕を消してくれた。

「僕は、この仕事に誇りを持っています。写真家として一生食べていくつもりです。ですが、人生何が起こるかわかりません。もしも、生活に困るようなことがあれば、今お世話になっている出版社の方に僕をカメラマンとして雇ってもらえるよう約束しました。何があっても、真智さんに苦労はさせないつもりです」

　ずっと頭の中で練習していたセリフを言うことができた。必死すぎる僕の説得は、まるで面接のようだった。面接官は、史上最強だ。

「あなた……そこまで考えていたのね。それならどうしてもっと早くにそれを真智に言わないの。早くしないと、誰かに取られちゃうわよ」

　誰か。誰かって誰でしょう。真智は、僕を愛している。今も、絶対に。

「あの子、無理してるのよ。あなたを忘れるために、別の男性と付き合おうとしている。それでいいの？　真智はモテるからすぐに取られちゃうわよ」

「本当ですか？　他の男性と付き合うなんて……」

　僕は何も行動せず、真智を待っていただけだったんだ。

「不思議な会話をしてるわね、私達……」

　お母さんが笑い出した。

　確かにそうだ。僕とお母さんの会話は、とても普通では考えられない内容だった。お母さんが、僕の恋を応援してくれているのだから。

「料理教室のイケメン君といい感じなのよ～！　彼もなかなかいいんだけどねぇ」

　お母さんは僕を試すように言った。

「だめですよ。絶対にだめです！」

「でしょ？　それなら、ちゃんと真智と向き合いなさい」




　その夜、僕はお母さんから聞いた料理教室のある場所へと向かった。ちゃんと話がしたかった。それよりも何よりも、会いたかった。真智に会いたい。ただそれだけだ。

　料理教室か。そうか。僕のために料理の勉強をしているんだな、真智。とそんな余裕なことを考えていられたのは一瞬だった。

　僕の目に映ったのは、ドラマに出てくるような、お似合いのふたりだった。背の高い若々しい爽やかな男性に寄り添うように歩く美しい人。照れた笑顔がとてもかわいくて、かわいすぎて、涙が出そうだ。

　僕は、会えなかった。ただ、〝見た〟だけだ。愛する人が、別の誰かと楽しそうにしている場面を、ただ見ただけだった。










助っ人




　僕の大切な人が、別の男性と一緒にいた。僕に見せていた笑顔とは違う笑顔で。その笑顔がどういう笑顔なのか、僕にはわからなかったんだ。少し照れたようなはにかんだ笑顔が、脳裏から離れようとしない。

　僕は、このまま身を引くべきなんじゃないか。真智の相手は、あの彼の方がふさわしいんじゃないだろうか。

　マイナス思考になってしまう深夜。年賀状用のはがき作成の依頼などで、最近は寝不足が続いている。〇時を回った壁の時計の秒針を目で追いながら、僕はコーヒーを飲んだ。時間はどんどん過ぎていく。

　真智は、今どこにいるんですか？　誰といるんですか？　誰を思ってる？

　ねぇ、真智。会いたいよ。愛しいよ。本当に、君が好き。

　こんなにも好きなのに、僕はまた立ち止まっている。真智を奪う勇気も覚悟もない僕は、どうすればいいんだろう。

　その時、電話が鳴った。真智ではないかと一瞬緊張するが、そんなはずはない。真智はこんな時間に起きていない。

　画面に出たのは【モニカさん】という文字だった。

「もしもし」

　もう顔も思い出せなくなっていた。

『もしもし～！　慶次郎？』

　ハイテンションな声。

「飲んでるんですか？」

　そう尋ねた後に、もしかして真智と飲んでいるのかと期待している僕がいた。目の前のマグカップから湯気がまっすぐ伸びていた。僕の息でその湯気が揺れる。

「モニカさん？」

『慶次郎、元気？　生きてるかな～と思って』

「ええ、生きてますよ。モニカさん、飲んでるんですか？」

　僕はもう一度確認した。

『そうそう～コンパの後なんだけど、狙ってた人と飲み直してたのに、先に帰っちゃったの～。これって、フラれたのかな？』

　僕達が主催したあのコンパを思い出す。他の男性と話す真智を見て、僕は嫉妬していた。

「ひとりなんですか？」

『そう～！　もしかして、真智と一緒だと思った？』

　僕の心は見透かされていた。コーヒーをひと口含み、僕は少し笑った。

「真智さん、元気ですか？」

『気になるなら自分で確認しに行けば？　あんた達、ほんとにイライラする！』

「すいません。いつも心配かけちゃって」

　恋愛が得意だとは思っていなかった。だけど、こんなにも難しいと思ったのは初めてだった。ここまで人を愛したのが初めてだったからかもしれない。

『取られてもしらないよ。慶次郎が怖がってるのと同じで、真智だって怖いんだよ。男なんだから、しっかりしなよ』

　また背中を押された。そうだ。真智は女性。僕が臆病になっているのと同じように真智だって……。

「ありがとう。モニカさん。僕も、待ってるだけじゃだめですね」

『真智と慶次郎は、絶対別れちゃいけない』

　酔っ払っているのに、力強い言葉をくれた。

　別れちゃいけない。僕が、ずっと感じていたこと。でも、気付かないフリをしていた。別れちゃいけない。手を離しちゃいけない相手だったんだ。




　それから数日後、少し早めに仕事を終えた僕に、天使が舞い降りたんだ。

　夢かと思った。幻だと本気で思った。写真館の向かいの道路に、真智が立っていたんだ。僕の負けだ。僕から会いに行こうと思ったのに、先に会いに来てくれた。勇気を出したのは、真智の方だった。

「慶次郎、元気？」

　太い道路を挟んで、僕達は言葉を投げ合った。

「真智は、元気？」

　こんな大きな声を出すのは、学生時代の応援団長をした時以来だろう。

　僕と真智は、求め合っていた。でも、この距離から近付いてはいけない気がした。抱きしめたいのに、抱きしめちゃいけない。そんな気がして。

　でも、その時、思い出したんだ。料理教室から出てきた真智の顔を。

　僕は走っていた。自分で自分がコントロールできない。気付くと僕は、冷え切った真智の体を思いっきり抱きしめていた。この感触、この匂い。この人を求めていた。

「真智」

「慶次郎」

　必ず、迎えに行きます。そう心の中で唱えながら、真智を抱きしめた。

　真智が会いに来てくれたことが嬉しくてたまらない。真智、まだ僕を愛してくれていますか？

　決めた。もう迷わない。完璧じゃなくていい。ぐちゃぐちゃで、だめな僕でもいい。

　一緒に成長すればいいんだ。不器用な僕達が、器用にうまくやろうともがいても仕方がない。




　翌日指輪を選びに行った。僕は、真智と結婚したい。一生共に生きていきたい。

『結婚してください』

　心の中で何度も練習している自分に、バカだなって笑ってしまう。

　でも、そんな自分が愛しかった。良かったなって。愛する人を愛することができる幸せを噛み締めていた。

　指輪を選びに行った後、用事を思い出し写真館へ戻ると、ある人が立っていた。

「あ、真智さんのお母さん」

「あ～！　良かった！　今日はもう会えないかと思っていたの」

　ケーキの箱を片手に持ったお母さんが嬉しそうに僕に近付き、その箱を僕の手に手渡す。

「これ、良かったら食べてちょうだい。疲れている時は甘いものがいいのよ」

「すいません。あ、あの、良かったら今から一緒に食べませんか？　ひとりで食べるのも寂しいんで」

「え？　いいのかしら？　うふふ」

　にっこり笑って店の中に入ってくれたお母さんの、こういうところがとても好きだ。真智に似て、ほんわかした空気を醸し出してくれる人なんだ。お母さんが入ると、カメラ達も喜んでいるように感じた。

「実はね、ケーキふたつ買ってあるのよ。ふふふ。私の好きなチーズケーキ」

「そうなんですか？　じゃあ、お誘いして良かったんですね。今、コーヒー淹れますんで、ゆっくり座っててください」

　ほろ苦いコーヒーの匂いに包まれながら、緊張していない自分に驚く。お母さんとの時間が心地良くさえ感じられる。

「今日はね、いいこと教えてあげる」

　コーヒーにポトポトと静かにミルクを落としながら、お母さんは言った。視線をコーヒーに向けたまま、ニヤリと笑った。

「なんですか？」

　僕は、真智のことかもしれないと思い、息を飲む。真智が僕のことを何か言っていたのかな、と期待したりして。

「あのね」

　ずいぶん、焦らすんだな、お母さん。

　僕は、気持ちを落ち着けるためにコーヒーをグイッと飲んだ。熱いコーヒーが胃に到達するのがわかる。

「クリスマスイブに、料理教室の彼とデートするみたいよ」

　僕が待っていたような〝いいこと〟ではなかったようだ。

「え、そうなんですか。付き合ってるわけじゃないんですよね」

「でも、その日に何かあるかもしれないわね」

「クリスマスイブに会うなんて……心配すぎます」

　あの彼と、真智が一緒にイブを過ごす。想像しただけで、胃が痛くなる。

「でね、待ち合わせ場所教えてあげる。そこから先は、慶次郎さんの頑張り次第よ」

　僕は、世界で一番の幸せ者だと思う。こんな強力な助っ人がいるんだから。

　クリスマスイブのデートの待ち合わせ場所を教えてもらった。

　さあ、どうする。慶次郎。ここで、僕の人生は大きく変わる。

　奪いに行く？　ただ見ている？

　僕はその夜、母の墓参りに行った。夜に墓参りなんて、おかしいかと思ったが、どうしても早く母に僕の決意を聞いてほしかった。僕は母が大好きだった。僕と同じように、母親を愛している真智に出会った。

「母さん、僕は大切な人を見つけました。しっかり見ていてください」

　綺麗な星が無数に僕を照らしていた。

　どこにいる？　母さんは、どの星？

　小さい頃、いつも星を見ていたんですよ。僕はどれが母さんなのか、いつも探していた。いつもわからないままだったけど、きっとこの星の中に絶対母さんがいると信じていた。今も、ね。

　胸を張って、奪いに行く。僕の彼女を。










甘い時間




　――ピチチチチ。

　小鳥の鳴き声で目が覚める。

　今日は、クリスマス。愛しの人を奪った僕は、そのまま家にお持ち帰りした。もう離したくない。帰したくなくて、僕の家に泊まってとわがままを言った。

「ん？」

「んんんん～」

　白い肌、細い腕。サラサラの髪。小さなあくびをした。

「真智、おはよ」

「けいじろぉ～」

　眠そうに目をこすりながら、僕の首に腕を絡めてきた。幸せすぎて、おかしくなりそうだ。運命の人が、僕の元に戻ってきた。

「朝ですね」

「ん。そうだね」

　ハダカの僕達は、お互いの体温を感じながら、キスをした。

「朝ですけど、いいですか？」

　僕は、真智の体をぎゅっと抱きしめ、首筋に舌を這わせた。

「だめぇ～だめだめ」

「どうしてです？」

「恥ずかしい～」

「何言ってるんです？　何が恥ずかしいんですか？」

「だって、朝だもん！」

　恥ずかしがる真智を強引に抱きしめ、耳元にキスをした。

　もう止められないよ、僕は。今日の僕の朝食は、真智にしよう。ゆっくり、味わって、幸せをいっぱい感じよう。

「やだぁ～、そんなに見つめないで」

　朝日を浴びた真智は、天使のようにキラキラと輝いていた。

　そのまぶたにキスをして、頬にキス、鎖骨にキス、綺麗な胸にお腹にキスキスキス。

「見ないでよぉ」

「綺麗だ」

　少し頬を赤らめた真智が、僕を受け入れてくれた。絡み合う腕。重なる体と心。僕達は、もうひとつだ。

「好きっ」

　漏れるような真智の声に、僕はたまらなく興奮した。

「僕も好きだよ」

　愛し合った僕達は、ハダカのままで抱き合っていた。

「シャワー浴びます？」

　真智が初めて家にきた日、一緒にお風呂に入ろうねって約束していたのに、入れなかった。

「お湯ためて来るから待ってて」

　僕は浴衣を羽織り、お風呂場へ向かう。ボタンを押し、鏡に映る幸せな自分の顔を見る。

　婚約指輪はいつどこで渡そうかと考えながらベッドへ戻ると、真智はスヤスヤと眠っていた。僕はその愛しい寝顔にそっとキスをする。

「あ、寝ちゃってた」

「いいですよ。寝ていてください」

　僕は真智の前髪をかきあげ、おでこに唇を当てた。

「お風呂、恥ずかしいなぁ」

「なんですか？　もう何もかも見せ合っているのに」

　お風呂が沸いた音がして、僕と真智は念願の〝初めてのお風呂〟へと向かった。お風呂の中でお互いの体を洗い合い、イチャイチャした。

　指輪は思い出のあんみつが美味しいバーで渡すことにしよう。

「どうしたの？　慶次郎」

「いえ、今日は夜まで一緒にいてくださいね」

　僕は泡だらけの真智の体を抱きしめて、照れる真智の顔を満喫する。




　ふたりだけの特別な時間の後、僕のパジャマを着た真智とソファに座った。

　僕達は、もうすぐ結婚する。

「慶次郎と結婚できるんだね」

「ああ、遠回りしたけどね」

「でも、大事な時間だった」

　モニカさんとお母さんのおかげだな。

「早く結婚したぁ～い」

「じゃあ、もう一緒に暮らしますか？」

　――ピチチチチ～。

　鳥達の祝福の歌。ゆっくり真智を味わった後の、一杯のコーヒー。

　最高に幸せ。でも、これがゴールじゃない。まだまだこれから。

　もっともっと真智を知りたい。もっともっと、真智の心を見つめたい。もっと、愛します。覚悟していてくださいよ。





ＥＮＤ












あとがき




　初めまして。ｒｅＹレイといいます。野いちごの方では長い間活動していましたが、ベリーズでは初めての作品です。私は、ずっと女子高生向けのキュンキュン小説を書いておりましたので、今回大人向けの恋愛小説を書くということで緊張していました。私自身もう大人な年齢なので、書きやすい部分もありますが、読む方々の恋愛経験も豊富であろうと思うと、変に身構えてしまって。

　ただかっこいいだけでは、だめ。大人女子に惚れてもらえるような男性像を模索している時に、慶次郎という人が舞い降りてきました。今までどちらかというと俺様キャラの男性を書くことが多かったので、新鮮でした。真智は、どこにでもいる女性として描えがきたかったんです。あなたの周りにもきっといる感じの女性。不安や、焦り、自分への自信のなさ。誰もが感じたことのある気持ちを、真智は抱えています。

　私は今、三歳の娘の育児で悪戦苦闘中です。恋愛なんてとんでもないし、ときめきだって忘れている。そんな時に、このお話を書いていて、少しドキドキしたんです。そして、疑似恋愛でもいいから、私のようなママさんにドキドキしてほしい！と強く感じました。結婚して、ときめきから遠ざかっている人もいると思います。でも、女性はいつまでも女性。ときめきは、タダです。ときめくことは素敵なこと。

　これからも、自分自身が若くいられるためにも、小説を頑張って書きます。誰かの活力源になれるなら、こんな幸せなことはありません。

　恋って素敵！　こんな男性と恋愛したい！と思ってもらえるような素敵な大人男子を探し求めて、妄想しながらカフェでお茶を楽しみつつ、小説を書き続けていきたいです。そして、初心も忘れず、中高生の淡い恋や、思春期のドロドロした思いなども並行して書いていければと思います。

　今回、この本を手に取ってくださった方、もれなく今夜の夢の中で、和装カメラマン慶次郎の撮影会が待ってますよ～。

　最後まで読んでくださって、本当にありがとうございます。





ｒｅＹ
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